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　出会ったのが突然なら、別れも突然だった。

　ある日。あの人は何の予告もなく、別れの言葉を口にした。



「じゃあね。そんなに長い期間じゃなかったけど、君に会えてよかったわ。この先、たまにでも私のことを思い出してくれたら嬉うれしいかな」

　そう言って、蒼あおい十字架のネックレスをした女性は、見る人をホッとさせる優しい顔で笑った。

　この人と一緒だった期間はそんなに長くない。

　紅あかい瞳ひとみの鬼に襲われ、危なかったところを助けてくれたのが最初の出会いで、それからは、紅い瞳の鬼から俺おれを護まもるためにそばにいてくれた。

　その期間は一ヶ月程度で、当時小学生で幼かった俺は気の利いたことも言えず、あの人が言っていることを無条件で聞き入れることしかできなかった。

　もっと大切なことを、もっとたくさん聞いておけば良かった……今は、そう思っている。

　別れの場所は、あの人と出会った公園。あの人は腕に、小さな体の猫を抱いていた。

「それじゃあ、この猫は私が預かっていくけど、それでいいわね」

「うん。いいよ」

「だってさ。これからは私がご主人様だから、しっかりと私を癒いやせる可愛かわいい猫に育つのよ。いいわねこのニャンコ。反論は許さないから」

　あの人は、猫に対して思いっきりほお擦ずりをした。それを嫌がった猫の爪つめが、あの人の鼻っ柱ぱしらをカスっていった。

「だぁ痛いッ。もうっ、この先が不安になるような反応はしないでよね」

　腕に抱いていた猫を足元に置き、不安げなため息をつく。だがすぐに、いつもの調子で笑ってみせた。

　俺おれは、みんなを安心させる、太陽のようなこの笑顔が好きだった。

「ふふ。それじゃあここでお別れ。このままダラダラと時間を延ばしても、別れが惜しくなるだけだから。最後はお互いに笑顔で、スパッと別れましょう」

　別れが近づいていることがわかった。

　だから俺は、必死になって最後に相応ふさわしい言葉を考えていた。

　だけどいい言葉が思いつかず――

「あの……また、会えるかな？」

　――ありきたりな言葉しか、口にできなかった。

　あの人は複雑な顔をしていた。

　会えると言いたいけど、未来のことだから断言してあげることができない。もしかしたら、もう会えないかもしれない。

　表情が、そう言っていた。

「そうね。会えるんだったら、私もまたいつか会いたいけど……」

　あまりいい返事ではなかったので、俺は思わず、うつむいてしまった。

「ほら。男の子なんだから、そんな情けない顔したら駄目よ。出会いがあったら別れがある。生きていくうえでの常識じゃない。だからいちいち落ち込んでたら、きりがないわよ」

　そう言われた俺は、あの人のためにと思い、顔を上げた。

「そう。そうやって頑張って生きていかないと。人間、ちょっとくらい無理して生きていったほうが格かつ好こいいんだから」

　あの人の胸元で、蒼あおい十字架がそっと揺れた。

　空のようにきれいで蒼い十字架を、俺はじっと見つめていた。

「ねえ、君。人間はどうして、生きてるんだと思う？」

「……さあ。わかんない」

「いつか成長したら、君もこの問題の答えを考える日が来るかもしれないけど……実は大した問題じゃないから、先に答えを教えておいてあげるわ」

「……」

「人間なんてものはみんな、過去から受け取ったものを未来に引き継ぐために生きているの。ただそれだけ。それ以上の役目を持った人間なんて、この世には一人もいないわ。だから、自分だけが特別で、自分だけが不幸なんだなんて、変な考えを持ったら駄目よ。生きている理由なんてみんな一緒よ。ただ……持って生まれたものが違うだけなんだから」

　俺おれの血のことを言ってるんだと思った。

『赤の極点クリムゾンブラツド』

　吸血鬼に力を与える特殊な血。

　そんな血を持っている俺を、この人は励ましてくれているんだ。

「まずは自分の全すべてを受け入れなさい。そして受け入れたら、次は頑張るの。自分のため、周りのため、大切な人のため――理由は何でもいいわ。君が頑張ったっていう事実は絶対に無駄にならないから。最後の最後まで、頑張り続けてみなさい」

　きっと、そのときの俺は、キョトンとした顔をしていたと思う。

　難しくて、あの人が言ったこと全てを理解することができなかった。

「ふふ。ごめんね。何のために生きてるかなんて、今の君にはちょっと難しかったわね。じゃあ、言い方を変えるわ」

　蒼あおい十字架が、光って揺れた。

「君の血は、何のためにあると思う？　吸血鬼に好かれる特殊な血とかどうとか、そんなのは関係ないわ。人間だったらみんな一緒。君が望んだ理想の結末を現実のものにするために、君の血はあるの。だから、最後まで諦あきらめたら駄目よ。君の血は、そのためにあるんだから」

　それが、あの人に貰もらった最後の言葉だった。

「いつかきっと、君のことを必要とする人と出会うと思うから」

　そう言って振り向くと、あの人は振り返ることなく、真まっ直すぐ前に向かって歩き出していった。

　この出会いがなかったら、俺はどこかで自分の血を受け入れることができず、おかしなことになっていたかもしれない。

　そう考えたら、とても価値がある出会いだった。

　あの人に貰った、俺にとっての大切な記憶。

　なぜだろう。

　最近よく、この日のことを思い出すようになっていた。



    

  
    
      
１　「紅あかい瞳ひとみと鬼の宿命」



「ふわぁ……はむ、くちゅ……………ちゅっ……かみゅ、ちゅ……」

　放課後。

　下唇を噛かみ無心で、相あい崎さき京きよう一いち郎ろうはこの時間を耐えていた。

　京一郎が通っている高校、神じん愛あい学がく園えんにある並木通り。そこから少し離れた場所に、木々が立ち並んだ林のような場所がある。道路に面した箇か所しよには植え込みがあり、一目では中の様子を窺うかがうことができない。

　そんな場所に京一郎は寝転がり、ひたすら無心で空を見上げていた。

「はむ……わぁっ。ちゅ……」

　覆おおいかぶさるようにして、一人の少女が京一郎の体に乗っている。

　目を奪われるような鮮やかな赤毛。小さな体と、それに反した豊かな胸。

　同じ学校の生徒でありながら違う制服を着ている少女、鳴なる神かみ菊きくが、京一郎の体の上で呼吸を乱して首筋を噛んでいた。

　参った、しまった、失敗した。噛みたいって言ってたから、安易にどうぞって答えたけど……まさか、ここまで一心不乱に噛みついてくるなんて。

　京一郎の上に乗っている少女、鳴神菊と京一郎は恋人関係にあった。

　京一郎が持っている吸血鬼に力を与える特殊な血、『赤の極点クリムゾンブラツド』を求め、菊は京一郎に近づいてきた。

　自身が吸血鬼である菊は、その血を吸わせてもらう代償として、京一郎の恋人になり、その関係は今も継続している。

　その、恋人であり吸血鬼でもある菊に、京一郎は無抵抗で噛まれていた。

　突然、「会いたい」って内容のメールを送ってきたから、深刻な用事でもあるのかなって思ってたけど、ただ単に噛みつくのを我慢できなくなっただけか。鳴神さんって、結構意思が弱いんだよな。

　呼び出しのメールが届いたのは放課後になってから。それに応こたえ呼び出しの場所に行ったら、世間話もそこそこに「あなたを噛みたい」と言われてしまった。

　菊のお願いに対し、指を噛まれる程度ならと思い気軽に承諾したのだが……少し予想が甘かった。

　人に見られると恥ずかしいからと言い、京一郎を林のほうに連れ込むと、菊は迷いも躊ちゆう躇ちよもなく京一郎を押し倒し、体の上に乗ってきた。

　当然、京一郎も抵抗しようとしたのだが、すでに出来上がっていた菊の顔を見て何もできなくなってしまった。

　真面目まじめで厳しく、凛りんとした態度を見せる普段の菊きくとは別人のように、噛かみつく前は甘く溶けた女の顔をする。その顔を見てしまったら、男はもう何もできなくなってしまう。

「はむ、はふ、はぁ…………ちゅ、かむ……」

　軽く甘く、吸うように弱い歯の感触が首筋に伝わってくる。耳が近いこともあり、菊の興奮した呼吸音が生々しいほどはっきりと聞こえた。

　無心だ。何も考えるな。鳴なる神かみさんは腹が減って、夢中で大好物を食べてるのと同じ状態なんだ。だから変なことなんて考えるな。犬に顔を舐なめられてるとでも思えば……

「……はぁ……」

　ため息のような声を出し、菊が首筋から離れる。

　終わったと思い油断していた京きよう一いち郎ろうは、すぐそばにある菊の顔をもろに見てしまった。

　がぁッ……………あ、あ、あ……こ、これは、駄目なやつだ。忘れろ。鳴神さんの名誉のためにも、この顔は覚えてたら駄目だ。す、すぐに忘れないと……今夜、眠れなくなる。

　どちらかというと、堅かた物ぶつな性格をしている普段の菊の面影など欠片かけらもない。

　ほんのわずかだが、だらしなく開いた口と、甘く濡ぬれている瞳ひとみ。呼吸の仕方を忘れたかのように、無秩序に吐き出される吐息と、体中の熱が集まったかのように火ほ照てっている頬ほお。

　文字通り、目と鼻の先にそんな顔があって、まともでいられるわけがなかった。

　京一郎は気を逸そらすために、必死になって円周率を考えることにした。だが、あまりよく覚えてなかったので、五ご桁けた目めにして早くも止まってしまった。

「だ、だめです……京一郎さんも…集中してくれないと……フェアじゃ、ないです……私だけ、一生懸命だなんて……いやです……はずかしい」

　蕩とろけた顔のまま、菊はそんなことを言ってきた。

　京一郎は鉄の意志でその言葉を聞き流し、今度は都道府県の名前を考えることにした。しかし、こんな状況なので四国四県であっさりと詰まってしまった。

「ふぁ……まだ、だめですからね……まだ、私は満足してませんから……」

　再び菊の顔が、京一郎の首筋に寄せられる。押しつけられる豊かな胸すら、今は凶悪な凶器だった。

「ぁ……すき……これ、すき……………くせになったら、どうしよう……………」

　思わず口からこぼれてしまった、菊の声だった。

　か、神様でも悪魔でもいいから、だ、誰だれか助けて……

　空に向かって祈ってみても、助けなどは一切来ない。京一郎の願いも虚むなしく、菊の気が済むまで、京一郎は首筋を噛まれまくることになってしまった。



「あぁ……疲れた。寝転がってただけで体は動かしてないけど、気力だけは一週間分くらい使ったような気がする」

　植え込みを抜け、場所を林から並木通りへと移すと、京きよう一いち郎ろうは誰だれに聞かせるわけでもなく独り言を呟つぶやいた。

　その後ろを菊きくがついてくる。若干疲れた顔をしている京一郎とは対照的に、菊は生気と元気に満みち溢あふれた顔をしていた。

　そして、見せる態度は極めて素っ気ない。

「じゃあ、わかってると思いますけど、いいですか京一郎さん。このことは、絶対に誰にも話したりしたら駄目ですよ。ま、まあ、仮とはいえ、私たちは恋人同士なんですから、誰かに知られたところで困るってことはないですけど……そ、その辺は、常識的に考えて隠してたほうがいいと思いますので、誰かに話したりしたら駄目ですよ。特に、時とき村むら由ゆ良らにだけは絶対に言わないでくださいよ。時村由良に知られたら、何を言われるかわかったもんじゃないですから」

「わかってるよ。鳴なる神かみさんに襲われて噛かみつかれたなんて、誰にも言ったりしないよ」

「なっ……お、襲われたってどういう意味ですかっ？　私は京一郎さんを襲ってなんかいません。ただ、恋人としての権利とか、いざというときの練習として、少しは京一郎さんを噛んでたほうがいいんじゃないかと思って、噛んであげただけです。もうっ、人が聞いたら誤解するような変な言い方はしないでくださいッ」

　さっきまでの甘い顔はどこにいったのだろう。

　今は、餌えさを取られた野犬のような顔をして、菊は京一郎を睨にらんでいた。

「わかったよ。変に誤解されるような言い方は慎むよ」

「むっ。それはそれで何だか嫌な気分です。べ、別に恋人同士なんだから、変に誤解されても問題ないような気がしますし」

「……君は、俺おれにいったいどうしてほしいんだ？」

「そ、それは自分で考えてください。私は、京一郎さんの求めに全すべて応じる、都合のいい彼女じゃないんですからね」

　京一郎の不満を軽くはね返すと、菊は自分の制服を気にし始めた。

　京一郎の体の上で一心不乱に動いたことで、菊の着衣はほんの少しだが乱れている。それを完かん璧ぺきに整えようと、菊は自分の制服を見回していた。

　同じ神じん愛あい学がく園えんの生徒でありながら、京一郎と菊が着ている制服のデザインにはかなりの違いがある。

　それは、この神愛学園が抱える特殊な事情が原因になっていた。

「よし。制服のほうは、特に問題ないみたいですね。それじゃあ、私も委員会の仕事がありますから。今日はこれくらいにしておきましょう」

「えっ。今日はこれくらいって、何か大事な話でもあったんじゃないの？」

「誰がそんなこと言いました？　私は、恋人として、たまにだったら顔を合わせてあげてもいいかなって思って、京きよう一いち郎ろうさんを呼び出しただけです。用件が済んだら、お別れするに決まってるじゃないですか」

「さ、サバサバしたこと言っちゃって……何だよ。結局は鳴なる神かみさんが、噛かみつき欲求を満みたしただけじゃないか」

「かっ、噛みつき欲求って何ですかッ？　そんな言い方だと、私が我慢できないだらしない女みたいじゃないですかッ」

「実際そうだろ。噛みたくなったらすぐに噛んで、犬の愛情表現と大して変わらないじゃないか」

「あぁーッ。それを言ったらお終しまいだ的なことを言いましたねっ。何ですかッ。京一郎さんの馬ば鹿かっ。私が、どんな気持ちであなたの心配してたかなんて知らないくせにッ」

「俺おれの心配？」

　心配という言葉が出た瞬間、菊きくの熱は一気に冷めてしまった。

　失敗したという顔をして、「ふんっ」と鼻を鳴らして菊がそっぽを向く。

「ちょ、ちょっと変な夢を見たから、京一郎さんのことが気になっただけです。それが、私の大切な人がいなくなったときの夢だったから……その流れで、京一郎さんのことが気になって……………あっ」

　今度はハッとした顔をして、噛み殺すような勢いで京一郎に食ってかかってきた。

「変な勘違いとかしないでくださいよッ。私は別に、京一郎さんが大切だとか言ってませんし、思ってもいませんからっ。ふんっ。京一郎さんみたいに恋人を大切にできない男性は、混ぜるな危険って書かれた洗剤を誤って混ぜて、とんでもないことになっちゃえばいいんです」

「……そんなこと言うってことは、過去に混ぜたことでもあるの？」

「………………あ、ありませんもん」

　菊の表情から察するに、どうやらそういう経験があるようだ。ドジ属性を持っていることは知っていたが、そういう命にかかわる失敗は勘弁してもらいたい。

「と、とにかく、私は京一郎さんがいなくなるんじゃないかと思って、不安になったりとかしてませんから。変に自惚うぬぼれて、私に好かれてるとか勘違いしないでくださいよ」

「わかったよ。そういう勘違いはしないから安心してくれ」

　情事のときの、甘い顔と雰囲気など、ここには一ミリもありはしない。まるで、変質者の相手でもしているかのように、菊は凛りんとした表情で素っ気ない態度を見せていた。

「ま、まあ……少しくらいは勘違いしても、許してあげないことはないんですけど……」

　あまりにも小さな声で呟つぶやいたため、菊が何て言ったのかよくわからなかった。

「え？　何か言――」

　聞き返そうとした京一郎の視界に、一人の女生徒の姿が入ってくる。

　清潔感のあるショートヘアに、優等生のような感じがする眼鏡めがね。身長は平均的で、体格も普通。身に纏まとった雰囲気から、運動神経が優れているという感じを受ける。

　凛りんとして厳格。人をまとめ指導する、教官というイメージがピッタリの立ち姿。更によく見ると、彼女は腰に警棒のような物をぶら下げていた。

　菊きくと同じ制服を着たその女生徒は、真まっ直すぐ前だけを見つめた強い瞳ひとみを持っていた。

「あ……天てん城じよう先輩」

　声を上げたのは菊だった。

　親しみを感じさせる態度で、菊は近づいてくる女生徒に声をかけた。

「鳴なる神かみさん。あの人って、鳴神さんの知り合い？」

「何言ってるんですか？　京きよう一いち郎ろうさんはこの学校に通っていて、あの人のことを知らないんですか？」

「俺おれは選抜の生徒だからね。普通校区のことはちょっと……」

　菊に天城先輩と呼ばれた女生徒は、強い瞳のまま、京一郎たちのそばまでやってきた。

　その眼がん力りきがハンパじゃないほど強い。やましいことなど何もないのに、思わず京一郎は一歩引いてしまった。

「鳴神か。こんなところで何をしている？　風紀委員としての仕事は、まだあったはずだろう？」

「はい、天城先輩。こちらの方にちょっと用があるからと呼び出されて、話をしていただけです。用件のほうは終わったので、これから委員会の仕事に戻ります」

　え？　用があるって言って呼び出したのはそっちなのに……恐ろしい。女の子って、こうやって顔色一つ変えずに、嘘うそがつけるんだよな。

　少し女性不信の気けがある京一郎。女性のしたたかさを目まの当あたりにしたことで、女性に対する不信感が強まってしまった。

「そうか。ならば、速すみやかに仕事に戻れ。サボっているなどと誤解されたら、鳴神自身を含め、我々風紀委員にとっても損なことになるからな」

「はい。了解しました」

　答えた菊の姿勢はきれいに整っており、口調も、敬う気持ちが溢あふれた丁寧なものだった。

　誰だれだ、この人？　気に入らない相手だったら誰にでも噛かみついていく鳴神さんが、こんなにも素直で礼儀正しくなるなんて。間違いなく、只ただ者ものじゃないな。

「……その制服、選抜の生徒か？」

　ハンパではない眼力を持った瞳が、京一郎のほうを向く。その瞳で見つめられたことで、京一郎は意味もなく、お腹なかに力を入れてしまった。

「は、はい。そうですけど……それが何か？」

「ちょうどよかった。生徒会に用があるんだ。問題なければ、案内を頼みたいのだが……構わんか？」

「はい。構いません。この人は暇なので、ご自由に使ってください」

　京きよう一いち郎ろうへの問いに答えたのは、なぜか菊きくだった。

「ちょ、俺おれの予定を勝手に……」

「問題ないか？」

　イイエとは言えない、強烈な視線で射抜かれる。その視線にたじろぎながらも、京一郎は質問を返した。

「お、俺としては特に問題ないですけど……良かったら、そっちの用件を聞かせてもらえませんか？」

「何ですか京一郎さん。天てん城じよう先輩を不審者扱いしてるんですか？　だったら、私が相手をしてあげてもいいんですよ」

　気に入らない相手には容赦なく噛かみつく菊の牙きばが、なぜか京一郎のほうに向いた。

　それをフォローしたのは、菊に天城先輩と呼ばれている女生徒だった。

「鳴なる神かみ。話は私がするから、お前は下がっていろ。要所で第三者が入ってくると、話がしにくくなる」

「はい。すみませんでした」

　借りてきた猫のように、一いつ喝かつされた菊があっさりと引き下がる。その光景を見て、京一郎は軽い衝撃を受けた。

　あ、あの鳴神さんがこうも素直になるなんて……羨うらやましい。あの強さが、俺も欲しい。

　菊との短いやり取りで京一郎の心を掴つかんだ女生徒は、その雰囲気に相応ふさわしい、抑揚のない淡々とした口調で自己紹介を始めた。

「普通校区で風紀委員長をやらせてもらっている、三年の天城焔ほむらだ。よろしく頼む」

　まるで軍人のように、隙すきと感情がない自己紹介であった。

　風紀委員長……なるほど。それで、同じ風紀委員である鳴神さんが、大人しくて従順になってるわけだ。直属の先輩ってことに加えて、このオーラだからな。鳴神さんじゃなくても、素直になるよな。

「選抜校区所属の一年で、相あい崎さき京一郎です。一応、生徒会所属ですから、俺で良かったら生徒会室まで案内しますよ」

「相崎……ほう。お前がそうか。いつか顔を見ておきたいと思ったが、このタイミングで会えるとはな。案内してもらうことに異論はない。お前の後に続くので、案内してくれ」

　大げさなくらい厳格な話し方をするんだな、委員長さんって。まあ、それくらいの人じゃないと、この学校の風紀委員はできないってことなんだろうけど……

　風紀委員長である焔のことを観察する。

　もちろん、腰に下げている警棒が気になるところだが、それ以上に気になる点が一つ。

　平均よりも豊かな菊きくの胸よりも、更に大きく豊かな焔ほむらの胸が、どうしても気になってしまった。

　な、鳴なる神かみさんもそうだけど……風紀委員の人って、胸が大きくないと駄目だっていう決まりでもあるのかな。委員長さんの胸って、凶器っていうよりも凶悪っていうレベルの凄すごさなんだけど。

　一人で照れる京きよう一いち郎ろうの心中を察し、菊が稲妻のような勢いで京一郎の足を踏んできた。

「いてぇッッ。な、何すんだよッ」

「別に。足があったから踏んだだけです。天てん城じよう先輩の胸を見て顔を背そむけて……京一郎さんみたいにスケベな人の足は、一度踏まれて壊れたほうがいいんですよ」

　ツンとした態度で、菊がそっぽを向く。

　焔の胸を見て照れていたのは事実なので、力強く反論することができない。

「喧けん嘩かだったら後でやってくれ。私は、あまり時間を無駄にしたくないんだ」

「あ、そうですね。わかりました。じゃあ、生徒会室に案内しますけど……」

　菊はそっぽを向いたまま、京一郎のほうを見ようとはしなかった。

「……こっちなんで、俺おれについてきてください」

　仕方ないので、京一郎は焔を連れて生徒会室に向かうことにした。

　菊に対して背中を向ける。菊も、自分の用事に戻るため、京一郎に背中を向けていた。

　一歩を踏み出す。すると、背中越しに菊の声が聞こえた。

「京一郎さん。後で、連絡しますから。絶対に返事を返してくださいね」

　顔を見せずそれだけを言うと、菊は、焔がやってきた方向、普通校区のほうへと駆け出していった。

　もちろん、返事をする暇など与えてはくれなかった。

「鳴神はああいう性格だ。付き合うのであれば、ちゃんと性格を理解し、行動を尊重してやることだな。意地の張り合いになったら、どこまでいくのかわからんからな」

　さすが風紀委員長だと思った。菊のことをよく知っており、どうすればいいのかを心得ている。

「それでは、案内してもらおうか」

　話に区切りをつけ、焔が歩き出す。向かった方向は、菊が消えていった普通校区のほうだった。

「あ、委員長さん。どこ行くんですか？　生徒会室だったら選抜校区のほうで、そっちとは逆になりますけど」

「うん？　あ、そうか。そうだったな。わかった。案内してくれ」

　立ち止まった焔。一歩もその場を動こうとはせず、強い瞳ひとみのまま黙って京一郎が動き出すのを待っている。

　選抜校区の位置は誰だれでも知っているので、三年生である焔ほむらなら、目を瞑つぶってでも行けそうな気がするが……

　あれ？　もしかして……この人って、方向音痴か。なら、今来た道を逆走しかけた理由もわかるけど。

　風紀委員長である焔が、そんなわかりやすい欠点を持っているわけがない。

　頭を振って疑惑を否定すると、京きよう一いち郎ろうは焔を連れて生徒会室へと向かった。



「あら、焔さん。思ったよりもはるかに早い到着じゃないですか。焔さんは昔から極度の方向音痴でしたから、迷子になってもう少し遅れてくると思ってましたけど」

　生徒会室で二人を出迎えたのは、生徒会長である古こ城じよう葵あおいだった。

　どうやら焔とは知り合いのようで、方向音痴なのではという京一郎の疑惑を、あっさりと確信に変えてくれた。

「……そのことは言うな。私は方向音痴なのではない。少し、目的地に向かう能力が乏しいだけだ」

「そういうのを方向音痴というんですよ。あら？　相あい崎さき君も一緒ですか。なるほど、相崎君に案内してもらったから、ちゃんと着けたというわけですね。それなら納得です」

「ふん」

　焔が来客用のソファーに腰を下ろす。その態度は、どことなく不機嫌そうであった。

　神じん愛あい学がく園えんは、海上に造られた人工島の上に建っているという特殊な学校であった。そして特殊なのは、その立地環境だけではない。普通校区とは別に選抜校区というものがあり、それぞれで制服のデザインを分けている。

　実際、選抜校区所属の生徒会長・古城葵が身に着けている制服は、普通校区所属の風紀委員長・天てん城じよう焔の制服よりも、優雅で格式の高い見た目のものになっていた。

　学生が使うには勿もつ体たいないほどに豪華な生徒会室。今は、京一郎、葵、焔の三名しかいない。普段であればもう一人、時とき村むら沙さ良らという名前の少女がいるのだが、今日は席を外しているようだった。

「それじゃあ会長。俺おれの役目は終わったようなんで、とりあえず退出させてもらいますね」

　葵の顔がこちらを向く。いつもと同じ、のんびりとした優しい笑みを浮かべていた。

「まあまあ、そんなせっかちなことはナシにしまして。せっかくですから、相崎君も焔さんのお話を聞いていってくださいよ」

「え？　でも、難しい話だったら、俺が聞いてもしょうがないと思いますけど」

「それならそれでもいいですよ。相崎君は私のお気に入りなんですから、そばにおいておきたいと思う私の乙女心を理解してくださいよ」

　そう言って、葵は柔らかで穏やかな笑顔を見せてきた。

　選抜校区所属の生徒会長、古こ城じよう葵あおい。

　神じん愛あい学がく園えん選抜校区にはある秘密がある。それは、通っている女生徒全すべてが吸血鬼であるということだ。多少の男子生徒もいるがその数は極めて少なく、女子校と錯覚するほど、校区内では女子の姿しか見かけない。そもそも、吸血鬼としての体質を持っているのは女性だけだ。なので、吸血鬼を集めた選抜校区は、自然と女子の数が多くなっていた。

　そんな環境下で、葵は例外的に、吸血鬼ではない女子だった。

　長い髪の毛と、優しげな雰囲気。ふんわりのんびりとした笑顔は、思わず甘えたくなるほどに人を和なごませる力がある。

　古城葵は、人を惹ひきつける不思議な魅力を持った女性だ。

　そんな彼女が、どうして吸血鬼の集まりである選抜校区で、生徒会長をしているのか？　過去、気になったこともあるが、面と向かって尋ねたことは一度もない。

「会長、もう乙女っていう歳としでもないでしょ」

「ガーンっ。相あい崎さき君、なんばいうちょるとですか……と、ショックで少し訛なまりが出てしまいましたが、どうですか？　方言が出ちゃう女性は嫌いですか？」

「それはまあ、個人の趣味によるんでしょうけど」

「それじゃあ相崎君も同席ということで。焔ほむらさん。お待たせしてしまって申し訳ないですね。準備ができましたので、お話のほうをどうぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      　京きよう一いち郎ろうの腕を取ると、葵あおいは焔ほむらの対面にあるソファーに腰を下ろした。腕を掴つかまれているので、京一郎も巻き込まれるようにソファーに腰を下ろす。

　そのまま出来上がっていく空気。もう、関係ないからと言って、部屋を出ることはできなかった。

　わかってたことだけど、やっぱり会長のペースになった。強引なやり方じゃないのに、気づけばこの人の思惑通りになってるんだよな。

　葵の奥深さを知っている京一郎は、観念して話を聞くことにした。

「話をするのは構わんが、まずはその絡めた腕をどうにかしろ。私に対して失礼だろ」

「はいはい。では、相あい崎さき君と私の蜜みつ月げつ関係はここであっさりと終了ということで」

　焔の強烈な視線が向いても、葵の調子はいつもと変わらない。手て馴なれた感じであしらい、あっさりと京一郎の腕から離れた。

「ふん。相変わらずだな、お前は」

　呆あきれるような焔の口調。どうやら、生徒会長・風紀委員長という関係を抜きにして、お互いのことを知っている仲のようだ。

「では、無駄話は抜きにして率直に本題を話そう。といっても、お前ならもう知っている程度の話しかできんがな」

「それでもいいですよ。お互いに情報を交換して、精度を高めることも重要ですから」

　京一郎があれほど気け圧おされた焔の眼がん力りきに対し、葵は一切引く気配を見せない。むしろ、それに対するかのように、葵は焔の眼めを見返していた。

「あらシュナイダー。今は大事なお話をしているから、邪じや魔ましたら駄目ですよ」

　緊張しかけた空気を無視し、葵の足元に大きな体のデブ猫がやってくる。シュナイダーという名前のこのデブ猫は、生徒会室に住み着いており、面倒は葵が見ていた。

　葵は、話の邪魔をしに来たシュナイダーを持ち上げると、「あらよっと」と掛け声を上げ、無造作に遠くに放ほうり投げた。

　猫特有の、見事な受身を取るシュナイダー。動くのが面倒になったのか、着地と同時にベタッと倒れこみ動かなくなった。

「おほほほほ。ごめんなさい焔さん。話の腰を折ってしまいまして」

「……もう少し緊張感を持て、お前は」

　空気を作るため、わずかな間まができる。

　特に理由はないのに、京一郎は緊張していた。

「時とき村むらが監視している施設から、一人の吸血鬼が逃げ出した。そいつは血の味を覚えている吸血鬼で、このあたりに潜伏し、人の血を吸っているらしい。数名程度だが、普通校区の人間も被害にあったのを確認している。選抜と違い、普通校区には吸血鬼がいないから、被害のほうが致命的になるということはないが……このまま無視できる問題でもないだろう」

「確かに、吸血鬼が吸血鬼に血を吸われた場合は、吸われたほうも吸血衝動を持つようになり、連鎖的に被害が広がっていく危険性がありますが、普通の人間の場合はそれがありませんからね。そういう点では、今はまだ深刻な被害ということにはならないでしょう。でも、このまま、加害者である吸血鬼が人の血を吸い続けることになれば――」

「『血の共鳴ブラツドシンパシー』。吸血鬼が持っている厄介な力が強まることになる。その吸血鬼がどの程度の力を持っているのか知らんが、このまま力が増していくとなると、無視できんな。幸い、今はまだ血を吸う以外の目的はないようだが、どこで心変わりして、ただの破壊者に成り下がるかわからん。信用できない人間に、不必要に強い力を与えることはできる限り避けたいところだ」

「そうですね……」

　黙って話を聞いていた京きよう一いち郎ろう。頭にある知識の範囲内での会話だったので、要点は理解できた。

　神じん愛あい学がく園えんに通っている吸血鬼は、時とき村むらという、世界的大富豪の一族によって支配されている。吸血鬼が通うための学校、神愛学園も、時村の意志によって造られた学校であった。

　時村がそうしているのには理由がある。それは、吸血鬼は普通の人間に比べて、知力体力の面で、優れているからだ。そういった人間を、自分たちの目が届くところで育成し、自分たちの息のかかった世界に送り込む。そうすることで、時村は安定して富を作り出すシステムを作り出していた。

　もちろん、そこにはそれ相応のリスクも存在する。

　その一つが、吸血鬼による吸血衝動の暴走で、時村では、そういった人間を特別な施設に隔離し、監視するということを行っていた。

　葵あおいたちの話から察するに、どうやら、そうやって監視されていた吸血鬼が逃げ出したようだ。そしてその吸血鬼は、この辺りに潜伏し、人の血を吸っている。

「あの、その吸血鬼って、何のために逃げ出して、何のために人の血を吸ってるんですか？」

　なるべく邪じや魔まにならないように、遠慮気味に質問をする。答えたのは、焔ほむらだった。

「それはまだわかっていない。施設から逃げ出し、人の血を吸っている。それ以上の事実を私は掴つかんではいない。どうやら時村は、それ以上の目的めいたものを掴んでいるようだが……まだ、聞かされてはいないな」

「聞かされてない？　委員長さんって、時村からそういうことを教えてもらう立場の人間なんですか？」

「そうだ。私は風紀委員長として、普通校区に通っている生徒たちを護まもるという義務がある。そもそも、この学園にいる風紀委員の最大の仕事は、それなのだ。ゆえに、時村から吸血鬼関係の情報が入ってきてもおかしくはないだろう」

「た、確かに」

　話の内容よりも、焔ほむらの威圧感で納得してしまう京きよう一いち郎ろうであった。

「といっても、今回は最も大切な部分を聞かされていないわけなのだがな。時とき村むらから逃げ出した吸血鬼が、どうして血を吸っているのか？　それが一番の疑問だが、知ったところで、我々のすべきことが変わるわけではない。人に害をなす鬼は処分する。それだけだ」

　処分という言い方が、少し冷たく、気になった。

「力が、欲しいんじゃないですか」

　顔の前で指を合わせ、葵あおいが小さな声で呟つぶやいた。

「吸血鬼が使う特殊な力、『血の共鳴ブラツドシンパシー』。その力をより強固なものにするため、その人は血を求めているんじゃないですか？　根拠はないですけど、私は、そう思います」

　葵の仮説に、焔はあまり興味を示さなかった。

「理由などはどうでもいい。罪を犯したのであれば罰を受ける。ただ、それだけだ」

　凛りんとした態度で、焔は葵の呟きを一いつ蹴しゆうした。一蹴されたにもかかわらず、葵は棘とげのない優しい口調で言い返す。

「罪を犯したのであれば罰を受ける……ですか。焔さんらしい答えだと思いますけど、それだけでは、問題の本質的解決には至らないと思いますよ」

「問題の本質か……お前らしいモノの見方だと思うが、私にとってはどうでもいい話だ。お前と違って、私には加害者の気持ちを優先しようなどという気持ちはない。理想で人は救えん。また、加害者に対して語る理想も必要ない」

「もうっ。相変わらず焔さんはそれですね。私は、理想を掲げて「みんなで頑張ろう」って言ってるわけではなくて、もう二度とそういうことが起こらないように、ちゃんと最後まで相手のことを考えようと言ってるだけで……」

「それが時間の無駄だと言っているのだ。お前のように、後方で支援しているだけの人間にはわかるまい。前線はいつでも体を張っているのだ。敵に使う気心があるのなら、まずは味方に使えっ」

「だから、そういうことを言っているのではなくて、焔さんのやり方と考え方では、その場しのぎにしかならず――」

　何だか知らないが、二人の議論がヒートアップしてきた。無益な怪け我がを恐れた京一郎は、できる限り気配を殺し、空気と同化するように努めた。

「ああいいですよっ。焔さんは、生徒会長である私に歯向かうつもりですね。だったらわかりました。相あい崎さき君。生徒会長であり、先輩でもある私が、先輩風を吹かせて命令します。焔さんを、「ギャフン」と言わせちゃってください」

　焔を指差し、葵が京一郎に命令を下す。恐る恐る焔を見ると、ショックで心臓が止まってしまうほど、強烈に力のある視線が返ってきた。

「ま、まあ会長。ここは会長が悪いということで、落ち着いてください」

　焔ほむらの視線に怖おじ気けづいた京きよう一いち郎ろうは、とりあえず強い者の味方をすることにした。

「ギャフンッ。そんな……相あい崎さき君。あなたが私をヘコませてどうするんですか？　あ、わかりました。私の知らないところで、焔さんの巨乳に誘惑されたんですね。だったら私も、それなりの色仕掛けを使っちゃいますよ」

　葵あおいは京一郎の顔を抱き、そのまま胸元へと運んでいった。葵の胸が顔に当たり、京一郎は当然のように慌てふためいた。

「あぁッ、会長ッ。いきなり何を……」

「私なりの色仕掛けですから、相崎君はこれで私の味方を――」

　グダグダに緩み始めた空気を、焔が切り裂く。腰に下げていた警棒を抜くと、空気を切るようにして思いっきり振った。そのまま、警棒の先端が突きつけられる。

「イチャつくのであれば他でやれ。私は、そういう悪ふざけが嫌いだ」

「まあまあ。いつも心にユーモアを、ですよ。焔さん」

　真剣を好む焔と、真剣をはぐらかす葵。

　風紀委員長と生徒会長。

　見た目と同じく、中身も正反対の二人であった。

　焔は警棒を腰に戻し、ソファーに座りなおした。それに続き、先ほどまでの重い空気がこの場に戻ってくる。

　その後、数分に及ぶ沈黙があった。それぞれ、この先のことについて色々と思案しているのだろう。考えがまとまるまでは、何も話さないといった雰囲気だ。

　その雰囲気に飲み込まれ、京一郎は胃が痛くなってきた。

　うっ。空気が重い……危険人物がいるっていうのはわかったけど、今は、これ以上話しても無駄なんじゃないかな。

　身を硬くしていた京一郎の隣で、突然、葵が大きな音を立てて手を叩たたく。ビクッとした京一郎とは対照的に、焔はまったく動揺した素振りを見せなかった。

「まあ、今日の話はこれくらいにしておきましょうか。現状は理解しましたが、情報が少なすぎます。これ以上考えても、いい案なんて出そうにないですからね」

「……そうだな。それで異論はない。このまま、無意味に時を過ごしても無益だからな」

　焔がソファーから立ち上がる。

　そのまま部屋を出て行くと思ったが、焔は何かを思い出し、その場に立ち止まった。

「そういえば、その吸血鬼は、あの人が最期まで気にかけていた吸血鬼だったそうだ。だから何だと言われたらそれまでだが……一応、お前にも伝えておこうと思ってな」

「あの人が？　そうですか……わかりました」

　意外なほど、葵は驚いた表情を見せた。のんびり屋にして冷静沈着な葵が、そういう顔を見せるのは珍しい。

「相あい崎さき君。私の乙女心に応じて、お話に付き合ってくれてありがとうございます。もう大丈夫なので、この先は相崎君の自由にしていいですよ。どうします？　耳みみ掻かきでもしてあげましょうか？」

「い、いえ、それにはおよびませんから。大丈夫です」

「そうですか。ちぇ、つまんないの。じゃあわかりました、振られてハートブレイクな生徒会長は、焔ほむらさんを送るために普通校区に行っちゃいますから」

「そうですか。気をつけてくださいね」

　にっこりと、京きよう一いち郎ろうに微笑ほほえみかけ、葵あおいがソファーを立つ。

　そのまま部屋を出て行く葵の後に、焔は続いた。

「……」

　別れ際。なぜか焔は値踏みするような眼めで京一郎を見ていった。

　二人が出て行き、生徒会室のドアが閉まる。部屋には、京一郎一人だけが残った。

「あ、焔さん。そっちに行くと行き止まりですよ。もうっ、方向音痴なくせして、自信満々に歩き出す癖、直したほうがいいですよ」

「大きなお世話だ。そして何度も言っているが、私は方向音痴ではない。ただ少し、空間把握能力が人より乏しいだけだ」

「はいはい。意地っ張りなのは、よくわかりました。じゃあ迷子にならないように、私の後についてきてくださいね。ヘーイ。それじゃあ行きますよ、セニョリータ」

「誰だれがお前のセニョリータだ」

　ドア越しに、二人の先輩の声が聞こえる。

　緊張から解き放たれた京一郎は深くソファーに座り、大きくため息をついた。

　時とき村むらの監視から逃げ出した吸血鬼か……

　葵と焔の話を反はん芻すうし、色んなことを考えてみるが、これといって特別なことは思い浮かばない。

　危険な鬼が逃げ出した。

　そう言われたところで、京一郎がすべきことなど何もないのだ。

「俺おれには、関係ない話だからな」

　生徒会室の時計を見る。いい時間だったので、京一郎は帰ることにした。



　生徒会室を出た京一郎は、自分の荷物を取りに行くため、廊下を歩いていた。

　放課後という時間帯なので、辺りに人影はない。そんな静寂の中で聞こえる一つの足音。駆け足で後方から近づいてきたその人物は、京一郎に振り向く暇を与えず体当たりをしてきた。

「ぐほっ。こんな風に、ノーブレーキで体当たりを仕掛けてくるような奴やつは……」

　思ったとおり、幼おさな馴な染じみの少女が悪びれる様子もなく、ニコニコ顔で立っていた。

「京きよう一いち郎ろうくん。駄目だよこんな所にボウッと突っ立っていたら。ここが戦場だったら殺されてるよ。ここがスーパーだったら、凄すご腕うで万引きＧメンにマークされちゃってるよ」

　体当たりしてきた少女の名は、時とき村むら由ゆ良ら。

　先ほどの話にでてきた、吸血鬼を支配する一族、時村の血を引く人間にして、京一郎の幼馴染だ。

　少しウェーブのかかった長い髪の毛。愛あい嬌きよう一杯の雰囲気に見合ったニコニコ顔。今時の女子高生らしい、オシャレな可愛かわいらしさを全開にして、由良は京一郎と向き合っていた。

「お前……完全に確信犯で体当たりしておいて、ボウッとするなはないだろ。ここが道路とかだったら、お前のほうが傷害罪とかで怒られてるんだからな」

「あぁッ、そうだよ。京一郎くんの言うとおりだよ。由良はうっかりしてたみたいだね。じゃあお詫わびしてあげるから、こっち来て。京一郎くんが由良を怒ったんだから、京一郎くんに拒否権はないよ。由良の謝罪をちゃんと受け入れるまで、許してあげないからね」

「えっ？　ちょっと待て。何でこんなスムーズな流れで俺おれはお前に拉ら致ちられていくんだ」

「まあまあ、そんな難しいことは、また次の機会に考えるということで」

　由良に腕を引かれ、どこかへと連れて行かれる京一郎。京一郎が言ったとおり、スムーズにして隙すきがない拉致であった。

　そのまま無言で連れ回され、ある部屋の前へとたどり着く。そこは保健室と書かれた部屋で、由良は遠慮することなく部屋の戸を開けた。

「おいこら。俺はお前に体当たりされたけど、別に怪け我がなんてしてないぞ」

　未いまだ状況がわからない京一郎に、由良は小悪魔のような顔で微笑ほほえみかけた。

「ちっちっち。まだ何もわかってないようだね京一郎くん。由良はキミに謝罪する気なんて、これっぽっちも持ってないんだよ」

「な、何だと。お前が謝る感じの流れだったから、俺は大人しくお前についてきたんだぞ」

「ふっふっふ。そんな自分の迂う闊かつさを、天国で悔やんだらいいよ」

「なにぉ、お前……今サラッと、殺してやるって意味のことを言ったな」

「へっへっへ。その通りだよ京一郎くん。今から由良が、キミを萌もえ殺してあげるよ」

「も、燃え殺す……お前、俺の体に火をつけるつもりか？」

「それはもえ違いだよ京一郎くん。でも――キミの体にちゃんと火はつけてあげるよッ」

　ニコニコ顔のまま野獣のように飛び掛ってくると、由良は京一郎を保健室のベッドへと押し倒した。

　今日二度目。京一郎は少女によって、マウントポジションを取られた。

「な、何だお前。何のつもりだッ？　やめろっ。変なことしたら大声出すぞ」

　体に乗り京きよう一いち郎ろうを見下ろしている由ゆ良ら。京一郎の無駄な抵抗が楽しくて仕方ないといった表情で、悪魔のようにニヤッと笑った。

「それは由良のセリフだよ、京一郎くん。もしもここで大声出したら、どうなると思う？　誰だれか、校内に残ってる人が駆けつけてくるよね。そこで、もしも由良が泣きながら、あることないこと陽気にお話しなんかしたら……京一郎くん。冤えん罪ざいって怖いよね」

「お、俺おれはお前のほうが怖いよ……」

　怯おびえる京一郎を見て、由良は楽しそうにニヤニヤしていた。

　時とき村むら由良という少女は、こういう少女だった。

　無邪気で可愛かわいくて優しい性格をしている反面、気に入った相手がいたら徹底的に弄もてあそんで困らせ、その反応を見て喜ぶ。小悪魔という表現がピッタリな一面を持っており、幼おさな馴な染じみという関係上、その被害を最も受けているのが京一郎であった。

　背中に悪魔の羽、お尻しりに悪魔の尻尾しつぽが生えているんじゃないかと錯覚するような笑顔で、由良は楽しそうに京一郎を見下ろしている。

　目的はわからないが、このままではヤラれる。本能的にそれを察した京一郎は、どうにかしてこの窮地を脱しようと試みた。

「ま、まあ待て由良。お前の目的は何だ？　こんなやり方でしかお願いができないお前の性格は、俺が一番よく知ってる。だから、変な駆け引きはやめて、さっさと本題に入ろう。

　それに、こんな状態だと話がしにくいから……とりあえず、俺の上から降りろ」

「やだ」

　たった二文字。

　それで、京一郎の攻撃ターンは終わった。そしてここからは延々と、由良の攻撃ターンが続く。

「京一郎くん。由良は可愛い女の子になりたいんだよ。そのために必要なことは何だと思う？　そうだよ。男の子を萌もえさせる乙女力なんだよ。だから由良は京一郎くんを使って、乙女力を高めるための修行をしたいんだよ」

「修行がしたいんだったら、座禅を組んで滝にでも打たれてたらいいだろッ」

「由良が申し込んだのは萌え萌えニャンニャンコースだから、そんなハードな修行をする必要はないんだよ。もうこれ以上話しても時間の無駄だから、由良は瞬殺でキミを萌やしちゃうよ」

「な、何言ってやがる。第一、萌え萌えニャンニャンコースって何だ？　前から言ってやろうと思ってたけど、あんまり俺を舐なめるなよ。俺が由良に萌えるなんて、あるわけ――」

　スイッチを入れると同時に、由良の表情は小悪魔めいたニヤニヤ顔から、恋する乙女のトキメキ顔へと変わった。

「お兄ちゃん。ね、早くしよ。由良、もう我慢できないよ。由良、ずっとお兄ちゃんのことが好きだったんだよ。このまま我慢してたら、もう由ゆ良らおかしくなっちゃうよ。今しかないんだよ。お兄ちゃんだったら、由良に何してもいいんだよ。由良のことメチャクチャにしてほしいよ。由良のこと全部、お兄ちゃん好みに調教して。由良を……お兄ちゃんだけの言いなりペットにしてぇ」

　超早口で、そんなセリフを京きよう一いち郎ろうに叩たたきつける。恋する乙女のトキメキ顔でそんな過激なことを言われた京一郎の頭は、一瞬でスパークしてしまった。

「あがが……はがが…ほが……そそ、そんなこと言われても、お、おお、おおおお……お兄ちゃんと、はがが……しては……」

　一仕事終えたスパイのような顔で、由良は笑った。

「ふっ。ミッションコンプリートまでに要した時間、約五秒か……由良はまだまだだね。京一郎くん程度で五秒もかかってたら、いつまで経たっても優秀な乙女になれないよ」

「あがが、ほがが、はが……」

　プロ乙女として、自分の技術を反省している由良の下で、京一郎はオロオロすることしかできなかった。



　それからしばらくの間。京一郎は由良に弄もてあそばれ続けた。

　押しては引き、引いては押すという戦法で萌もやされ続けた京一郎は、精も根も尽き果てベッドの上で天井を見ていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　由ゆ良らは、その上で寄り添うようにして横になっている。抵抗しても無駄なので、体から降ろすことはもう諦あきらめていた。

「京きよう一いち郎ろうくん。由良、楽しかったよ。今日も、由良と遊んでくれてありがとう」

「お、俺おれは遊んでやったつもりなんかないぞ。むしろ、お前が勝手に俺で遊んだだけだ」

　文句を言っても聞く耳を持たず、由良はコタツで丸くなる猫のように、京一郎の胸に顔を埋うずめていた。

　一撃で喉のどを噛かみ切ってくる菊きくとは違う。由良は爪つめでじっくりと弄もてあそんでから、甘い毒を使って相手を仕留める。

　同い年の女の子でありながら、どうしてここまでやり方が違うのだろう。天井を見上げながら、京一郎はそんなことを考えていた。

「首……」

　京一郎に顔を見せることなく、由良は寝言のような小さな声を出した。

「うん？」

「首の噛み痕あと……お菊ちゃんにつけられたんだね」

「ッッ―――」

　図星をつかれた京一郎は、反射的に首に手を当ててしまった。その行為が何よりも雄弁に、由良の言葉を肯定してしまっていた。

「ななななな、何言ってんだよっ。何で用もないのに、鳴なる神かみさんが俺の首を噛んだり……」

　体を起こし、由良が京一郎の顔を見つめる。

　寝転がっていたせいで、髪型が結構乱れている。由良は細くて小さな指を、京一郎の唇にそっと添えた。

「駄目。京一郎くんは、何も言ったらいけないよ。由良は鈍い女の子だから、京一郎くんとお菊ちゃんが恋人同士っていうこと以外、何も知らないんだよ。それに、由良もお菊ちゃんのことが大好きだもん……………だから、今日のことは由良のわがままで、悪戯いたずらなんだよ。京一郎くんはやましいことなんか何もしてなくて……ただ、由良のお遊びに付き合ってくれただけだよ」

　そう言って笑うと、由良は再び京一郎の胸に顔を埋めた。

「由良……」

「由良のわがままに……最後まで付き合ってくれる京一郎くんが、由良は大好きだよ」

　いつもと違う。

　それがすぐにわかった。

　時とき村むらの血が持つ宿命として、由良は過去に事件を起こしかけた。そのときの雰囲気に、今はとてもよく似ている。

　あの時は彼女を思いやることができず、最悪の事態に陥るまで、何もしてあげられなかった。もう、そんな失敗はしたくない。

　本当に軽く、京きよう一いち郎ろうは由ゆ良らの肩に手を添えた。

「由良。ええっと、悩みとかがあるんだったら、遠慮しないですぐに言えよ。俺おれにできることがあれば、何でもしてやるから」

「そう？　じゃあ、早速お願いするね」

「え？　いや、できれば俺が心の準備をするくらいの時間は……」

　ちょっと後悔する京一郎に顔を見られないように、由良は言った。

「ほんの少し、由良がお腹なか一杯になるまで――このまま、甘えさせて」

「由良……」

　いつもとは雰囲気の違う幼おさな馴な染じみの両肩に、京一郎はそっと手を添えた。

　そしてそのまま、静かに時間だけが過ぎていく。

　十分程度、そうしていただろうか。

　不意に、由良が甘える声を出してきた。

「ねえねえ、京一郎くん。今日は、京一郎くんのお家うちにお泊まりしたいな」

「うん？　どうした？　狂ったのか？」

「ううん。由良はビックリするくらい正常だよ。だから、由良のお願いきいてほしいな。今日は、京一郎くんのお家にお泊まりして、嬉うれし恥ずかし朝帰りを体験したいな」

「あのなぁ。お前の頭がおかしいのはいつものことだけど、冗談には、言って良いい冗談と悪い冗談があるだろ。そんな無む茶ちやなお願い、叶かなえてやれるわけがないし、第一沙さ良らが許すと思ってるのか？」

　ピョコンと頭を上げ、瞳ひとみを輝かせて由良が見つめてくる。

「じゃあさ、沙良ちゃんがオッケーって言ったら、京一郎くんはお泊まりを許してくれるっていうこと？」

「え？　そういうわけじゃないけど……」

　そのとき、京一郎の頭の中で冷静な計算が行われた。

　普通に断っても、由良のことだから簡単には諦あきらめてくれないだろう。だが、沙良が間に入るのならば話は別だ。

　由良の双子の姉である沙良。彼女が「駄目だ」と言えば、さすがの由良も素直に諦めてくれるはずだ。

「う～ん。そうだな。じゃあ、沙良が『いい』って言えば、俺はそれでいいけど」

「本当？　わかった。じゃあ、沙良ちゃんに聞いてみるね」

　笑顔で答えると、由良は携帯を取り出し、姉である沙良に電話をかけ始めた。

　その光景を、京一郎は冷ややかな視線で眺めている。

　あの沙さ良らが、お泊まりなんて許すわけないだろ。沙良は由ゆ良らに甘いけど、男の家に泊まりたいってことだったら話は別だろうし……ま、とにかく、これで由良の無む茶ちやなお願いは却下できたということで。

　そう思い、京きよう一いち郎ろうは完全に油断しきっていた。

　女の子の考えていることはわからない。

　それを痛感したのは、そのすぐ後のことであった。





「へぇ。男の一人暮らしにしては綺き麗れいにしてるのね。見直したわよ、京一郎」

　そう言ったのは、由良の双子の姉である沙良だった。

　時とき村むら沙良。

　由良の双子の姉で、由良と同じく、時村の血を引く吸血鬼。

　双子なので見た目は同じだが、髪型が違うので見間違えることはない。長い髪を左右でまとめている沙良は、由良と同じく、選抜校区の制服を着ていた。

　なぜだ？　なぜこうなった？　由良だけならともかく、何で沙良まで俺おれの家に……

　時村が所有しているワンルームマンションの一室。京一郎は、そこに下宿するという形で一人暮らしをしている。

　今、その部屋にいるのは、部屋の主あるじである京一郎を含めて三人。

　京一郎と由良――そして、由良の朝帰り計画を絶対に阻止してくれると信じていた沙良が、予想に反して京一郎の部屋にやってきていた。

　沙良は興きよう味み津しん々しんの顔で、京一郎の部屋を見回している。

「ねえ、男特有の見せられない本とか隠してないの？」

「そんなもんどこにもないけど……何だその質問は？」

「何よ。幼おさな馴な染じみでしょ。今更そんな見み栄えっ張ぱりな嘘うそはいいわよ。それに私は姉として、由良にちょっかいを出せる立場であるあなたの趣味とかを知っておかないといけないのよ。だからつまらない嘘はいいから、あるんだったらさっさと出しなさい」

　そう言ってプレッシャーをかけてくる沙良の態度は、まるで、容疑者の自宅を捜索する警察官のようだった。

「だから、ない物はないって言ってるんだけど」

「やましいところがある人間は決まってそう言うのよ。いいわ。だったらこっちで勝手に調べさせてもらうから」

　協力勧告を止やめ、実力行使に移る沙良。その助すけっ人ととして登場するのはもちろん、小悪魔な性格をしている彼女の妹だ。

「沙良ちゃん。一番怪しいのはやっぱりベッドのそばで、寝たままで手がとどく範囲だよ」

「そうね。普通に考えたら、そこが一番怪しいでしょうね。京きよう一いち郎ろうにとって、私たちの訪問は不意打ちだったわけだし……よしっ、由ゆ良ら。京一郎が隠してる秘密を、根こそぎ残らず白日の下もとに晒さらすのよ」

「おー」と、由良は片手を上げて元気に返事をする。

　そこから抵抗する隙すきすら与えられず、双子の姉妹による家や捜さがしが行われた。



　それから三十分後。

　沙さ良らと由良の必死の捜索も虚むなしく、特にこれといった物が見つかることはなかった。

　家捜しを終えた由良は、今は台所で三人分の料理を作っている。

「見て見て。制服姿の女子高生が、エプロン姿でお料理するよ。京一郎くん、美お味いしそうだからって、つまみ食いしようとしたら駄目だからね」

　台所に立つ前、由良がそんなことを言っていたので思いっきり無視してやった。

　一方で沙良は、窓を開けっ放しにしてベランダに立ち、外の風景を眺めていた。特に珍しいものが見えるわけではないが、飽きることなく辺りを見渡している。

　その姿は、見ようによっては、見張りをしているようにも見えた。

「沙良……ちょっと、聞きたいんだけど」

「うん？　何よ京一郎。由良が相手をしてくれないからって、私をつまみ食いする気？　だったらちゃんと覚悟を決めてきてよね。私、男にはちゃんと責任を求めるほうだから」

「沙良をつまみ食いしたら、胃袋を食い破られてえらいことになるよ。そんなことより――いたいッ」

　痕あとが残るくらい強く、沙良に頬ほおを抓つねられる。

「一言多いのよ、あなたは。それより、聞きたいことって何？」

　痛む頬を押さえながら、京一郎は沙良に質問をする。

「何で……由良の外泊を許可したんだ？　わかってるだろ？　幼おさな馴な染じみとはいえ、俺おれは男で由良は女なんだから。もう、冗談で外泊するような歳としでもないだろ？」

「あら？　私は別に、そんなに悪いことだとは思ってないわよ。由良は頭が良くて礼儀正しくて常識がある子で、あなたみたいな男が簡単にモノにできるような女じゃないんだから。大して心配する必要もないでしょ」

「モノにできるって……もう少し柔らかい言い方はできないのか？」

「事実だからいいじゃない。それに、由良だけじゃなくて私もいるんだから。文句なしで安心でしょ？　違う？」

「はぁ……そりゃ、由良は間違いなく安全でしょうけど……俺のプライバシーと安全はどうなるんだ？」

「そんなの知らないわよ。男でしょ。だったら、小さなことをグチグチと言うのはやめてよね。そんなことより、私のほうからも聞きたいことがあるんだけど……あなた最近、この辺りで変な人物を見かけなかった？」

「変な人物？　だったら、問答無用で家に押しかけてくる双子の姉妹くらいしか心当たりがないけど……いたいッ」

　今度は耳を、痕あとが残るくらい強く抓つねられた。

「くだらないこと言わないでよ。まあいいわ。とにかく、変わった人間は見てないってことね。だったらいいわ。気にしないで」

「何だよその言い方。何か、気になることでもあるのか？」

「別にそういうわけじゃないわよ。ただ時とき村むらとして、私たちはあなたの面倒を見ないといけない義務があるから……近況報告として尋ねただけで、深い意味なんて何もないわよ」

　それなりに説得力のある説明をすると、沙さ良らは由ゆ良らの手伝いをすると言って部屋の中に戻っていった。

　吸血鬼に力を与える特殊な血、『赤の極点クリムゾンブラツド』。

　その血を持つ者として、京きよう一いち郎ろうは吸血鬼を支配する一族、時村に面倒を見てもらいながら育てられてきた。

　その一環として、時村である沙良が、『赤の極点』を持つ京一郎の心配をしてもおかしくはないのだが……

　何か、不自然なんだよな。保健室での由良もそうだったけど、何か、隠し事でもあるのかな？

　そんなことを思った瞬間、ポケットの中の携帯が震えた。

　届いたのはメールで、差出人は古こ城じよう葵あおいだった。

『こんにちは、相あい崎さき君。みんなのアイドル、トキメキ生徒会長の私です。

　急な用件で申し訳ないのですが、明日、いつもよりも早めに学校に来ていただけないでしょうか？

　焔ほむらさんを交えてお話した件で、少し気になることがあるものですから、相崎君にもお話を聞きたいと思いまして。

　予定のほうは、大丈夫でしょうか？　無理だとしても、プリティ生徒会長である私のために時間を空けてくれると嬉うれしいです。来ないと、泣いちゃいます。ぐすんっ。

　焔さんも来てくれるはずなので、とりあえずお待ちしております』

　葵らしく無駄な言葉が多いが、要約すると、『話したいことがあるから、明日早くに学校に来い』ということだ。

　断る理由がなかったので、京一郎は了解という趣旨のメールを返しておいた。

　葵とは別にもう一件、メールが届いていることに気づく。

　由良と沙良が巻き起こしたドタバタのせいで、届いていたことに気づかなかったようだ。小こ一時間前に届いていたメールの差出人は、鳴なる神かみ菊きくになっていた。

『連絡するという約束をしていたので、そんなに乗り気ではないですけど、メールしてあげました。仮とはいえ、恋人だから送ってあげただけです。私が、京きよう一いち郎ろうさんが何をしているのかが気になったとか、変な勘違いはしないでください。

　それより、吸血鬼について、少し気になることを聞きました。私は鳴神として、その問題について調べようと思いますので、京一郎さんも力を貸してください。

　その際、もしかしたら、また血を吸わせてもらうことになるかもしれませんが、仕方なくなので、あまり気にしないでください。

　それではさようなら。風邪をひかないでください』

　怒っているような文体は、いつもの菊と一緒だった。だが、今回は一点、気になることが書かれている。

　吸血鬼について、か。委員長さんが言ってた、時とき村むらの監視から逃げ出した吸血鬼のことかな？　同じ風紀委員だから、鳴神さんがその情報を掴つかんでてもおかしくないよな。

　特殊な血を持つ者の宿命として、京一郎は吸血鬼と縁がある。今回も、話題に上っている吸血鬼と何らかの関係を持つことになるかもしれない。

　俺おれは……俺にできることをするだけだよな。

　結局、自分にできることは限られている。その中で、どうするかというだけだ。

　京一郎は自分にそう言い聞かせ、ベランダから室内へと場所を移そうとした。



　―――――心臓を、鋭利な刃物で刺されたような気分だった。



　何だッッ……なにが………………

　熱くなった体から一気に汗が吹き出し、急激な速さで冷めていく。

　生きているのか？　死んでいるのか？

　一瞬だけだが、それすらもわからなくなった。

　震えだしそうな体を、自分の手を使って押さえつける。心臓が、破裂しそうなほど激しい音を立てているのがわかる。呼吸が乱れて、息苦しくなってくる。

　これは、この感覚は……

　過去に一度だけ、直視させられた死の恐怖。

　京一郎は押おし潰つぶされそうな恐怖に耐え、ベランダから辺りの風景を見回した。

　そこに――これといって特別なものはなかった。

　京一郎が知っている風景が当たり前のように存在しているだけで、心を乱す原因となるようなものはどこにもない。

　それがわかると、京一郎の気持ちも徐々に落ち着きを取り戻していった。

「……………そうだよな。別に、変わったものなんてどこにもなくて……」

　汗を掻かいたせいで、夜風が無む性しように冷たく感じられた。

　そうだ、ただの勘違いだ。もう、あの瞳ひとみが俺おれの前に現れることは――

　取り乱しそうだった自分を落ち着かせ、京きよう一いち郎ろうは沙さ良らと由ゆ良らが待つ室内に戻っていった。





　もっと。もっと血を吸わないと。

　これくらいじゃ駄目。これだけじゃ足りない。

　もっと多くの血がないと、私は私を護まもれない。

　もう、あんな痛い想おもいをするのは嫌。

　もう、大人に騙だまされるのは嫌。

　もっと血を吸って、もっと強くならないと……

　私はいつかきっと、誰だれかに殺されてしまう。



　夜の街を、少女は歩いていた。

　少女の顔は見えず、姿はわからない。

　ただ、今の自分はその少女なのだという、不思議な感覚があった。そしてそれを証明するかのように、少女の気持ちが手に取るように理解できた。

　夜の街を、少女は一人で歩いていた。

　賑にぎやかな街並みで、太陽はすでに沈んでいる。だが、明るさ自体はまるで不足しておらず、こういう光景を見慣れていない少女は、若干の眩まぶしさを覚えていた。

　夜の街をうろつくという行為は、少女にとっての狩りであった。誰かの血を求めて街を彷徨さまよっていれば、決まって、ちょうど良さそうな誰かを見つけ出すことができる。

　大人の血は吸いたくなかった。

　大人は嘘うそつきで卑ひ怯きようで意地悪だから、血を吸ったら自分が汚れてしまうような気がした。

　だから少女は、できるだけ歳としの近い人間を探していた。

　一人、ちょうど良さそうな人間を見つけた。神じん愛あい学がく園えん普通校区の制服を着ている少女で、友達などはおらず、一人で早足で歩いている。

　きっと、塾か部活の帰りなのだろう。

　見つけた獲物を、少女は無言で追いかけた。そしてそのまま、息を殺して邪じや魔ま者ものがいなくなるのを待つ。

　街まち中なかから離れ、光と人の気配が消え去った頃ころ。

　少女は静かに、血を求めて獲物に話しかけた。

「ねえ、お願いがあるの。何も言わず、黙ってあなたの血をわたしに吸わせて」

　何を見たのだろう？

　少女を視界に捉とらえた瞬間、相手は体を強こわ張ばらせた。

「抵抗するんだったら、してもいいわよ。ただ、そのときは殺すかもしれないから、気をつけてね」

　少女は殺気を放った。

　そのせいで相手はますます怯おびえ、震えることしかできなくなる。だが、最後に残った防衛本能が働いたのだろう。

　震える腕を使い、持っていた鞄かばんを少女に向かって投げつけた。

「あは。気をつけてねって言ったのに」

　少女は笑い、飛んでくる鞄に対し腕を振るった。

　鞄が引き裂かれ、中身がばら撒まかれる。その光景の向こうに、今にも泣き出しそうな相手の顔があった。

　少女は手を伸ばし、相手の肩を掴つかんだ。

　その状態から、爪つめを立てて相手の肉を抉えぐろうとする。

「動いたら駄目よ。動いたら……このまま裸にして、傷つけてやるから」

　爪が刺さっていく感覚が、生々しく体に伝わってきた。

　それは、柔らかい食べ物を握にぎり潰つぶす感覚に似ていた。ただ、潰しているものが「生きている人間の肉」で、目の前に「怯えている相手の顔」があると思うと、吐きそうな気分になってきた。

　少女は、爪を立てて動けなくなった獲物の首に噛かみつき、その血を吸った。

　血を吸う感覚は、少し特殊なものだった。

　ドロッとした舌触りの生暖かいジュースを飲んでいるようで、お世辞にも、美お味いしいと思えるものではなかった。

　だが少女は、そんな血を嬉うれしそうに飲んでいた。

　これで、わたしはわたしを護まもることができる……

　そんな想おもいが、少女の心の隅にあった。

　狩りを終えると、少女は獲物を捨ててどこかへと行ってしまった。

　相手の血を吸うことにしか興味がない。だから、獲物がこの後どうなろうが、わたしには関係ない。

　少女は、そう考えていた。

　血を吸い、喜んでいたのは間違いなかった。

　だけど、まだ満足していない。

　本当に必要なのは、この程度の血じゃない。求めている強さは、こんなことで手に入るようなものじゃない。

『赤の極点クリムゾンブラツド』

　恋焦がれるように、少女はその血を頭に思い浮かべていた。

　近い。

　もうすぐだ。

　住んでいる場所は見つけた。誰だれがその血を持っているのかも確認した。

　邪じや魔まする者を排除するだけの力も――今のわたしは持っている。

　あとは――その血を吸うだけ。

　邪魔する人がいれば殺してでも――

　抵抗するのであれば殺してでも――

　わたしは、あの血を吸わないといけないから。

　少女は夜空を見上げた。

　もう少しで、わたしは……

　狂ってしまいそうなほど、強く輝く大きな月。

　不思議と、今日の月は赤く見えた。





「京きよう一いち郎ろうくん、京一郎くんっ」

　優しく名前を呼ばれ、京一郎は眼めを覚ました。

　電灯が消され、暗くなった室内。パジャマ姿の由ゆ良らが、覗のぞき込むようにして京一郎の顔を見下ろしていた。

「大丈夫？　京一郎くん、何だか苦しそうだったよ」

「由良……」

　沙さ良らと由良がいるため、京一郎はベッドではなく床に布団を敷いて眠っていた。

　正確な時間はわからないが、辺りの暗さから、夜がだいぶ深いということはわかった。

「俺おれは…………あ……」

　びっしょりと、寝汗を掻かいていた。原因は、今見た悪い夢のせいだ。

「大丈夫？　さっきまで、凄すごく苦しそうだったけど……辛つらいんだったら言ってね。由良、一生懸命頑張って、キミのことを癒いやしてあげるから。無理したら駄目だよ」

　病気になった子供を心配する親のような顔で、由良はそんなことを言ってきた。

　普段は小悪魔なくせして、こういうときは天使のような顔を見せるから、時とき村むら由良という少女は難しい。

「大丈夫だよ。本当に大丈夫だから……由良は、心配しないでくれ」

　由良を心配させていることが、少し情けなかった。

　保健室での一件以来、由良が悩んでいるのなら助けてあげたいと思っていたのに――これでは、立場が逆だ。

「京きよう一いち郎ろうくん……由ゆ良ら、キミにだったらいっぱいご奉仕できちゃうよ」

　甘えるような態度のまま、パジャマ姿の由良が京一郎の体に乗ってくる。

　今日二度目の行為。ただ、放課後の保健室とは圧倒的に状況が違った。

　お風ふ呂ろ上がりの、シャンプーのいい匂においが鼻をくすぐる。制服とは違う薄手のパジャマから、隠しようがない温かさと柔らかさが伝わってくる。

　夢を見ていたときの怖さは全すべて消え去り、今は、体に乗っている柔らかい物体だけが思考を支配する。

「お、おい由良……このままじゃ寝られないから、そこをどいてくれ」

　京一郎のお願いを無視し、由良は京一郎の胸に顔を預ける。

「京一郎くん。京一郎くんは、由良が絶対に護まもってあげるから。だから、何も心配しなくていいよ」

　良いい匂いを発し、体の柔らかさを余すところなく伝えてくる少女が、可愛かわいらしい態度で優しい言葉をかけてくる。

　ほんの一瞬、京一郎の理性が壊れそうになった。

　夜遅くの自室。もちろん、邪じや魔まする人間などいるわけが――

「ちょっと、二人だけでイチャつかないでよ。私もいるんだから、ちゃんとそれなりに配慮してよね」

　由良がいる反対側から、別の少女の声が聞こえる。

　今度は沙さ良らが、甘えるような仕草で京一郎に体を寄せてきた。

　その体の柔らかさは、由良に勝るとも劣らない。

「さ、沙良……お前、ベッドで寝てたんじゃ」

「由良があなたのほうに行ったから、私もこっちに来たのよ。ほら、私は姉として、あなたが由良に変なことをしないか監視しないといけない義務があるから。駄目よ、由良に悪戯いたずらなんかしようとしたら。でも、どうしても我慢できないっていうんだったら――」

　吐息がかかるくらい、沙良は京一郎の耳元へ顔を寄せた。

「私が相手をしてあげるから。それで、満足してよね」

　一気に、京一郎の頭が沸騰してしまうセリフであった。

「あ、あああああ、あのな……そ、そんなこと、するわけ……」

「ふふ。冗談よ。京一郎がそんな男じゃないっていうのは、私たちが一番よく知ってるから。信頼してるわよ、京一郎」

　双子の姉妹が、真っ暗な部屋の中で、仲良く京一郎の体に抱きついている。

　邪念を抱いだかないように、京一郎は必死になって無駄なことを考え続けた。

「京一郎。あなたは、私たちが絶対に護ってあげるから。だから、何も心配しないで」

　ふとしたタイミングで、沙さ良らは独り言のようにそんなセリフを呟つぶやいた。

　どうしたっていうんだ、二人とも。俺おれのことなんか考えないで、自分のペースで話を進めようとするのはいつものことだけど、今日は何か……いつもよりも雰囲気が……

　不安になると、さっき見た悪い夢を思い出し、息苦しくなってきた。

　恐怖という、極めて単純な感情に心を食い破られそうになる。

　だけどその度に――そばにある温かさに気づいて、京きよう一いち郎ろうは冷静な自分を取り戻すことができた。

　あの夢は、いったい何だったんだ？　全然知らない女の子の記憶みたいな感じだったけど……妙にリアルで生々しくて、まるで俺自身が体験したことみたいで。

　当然、京一郎はそんな体験をしたことがない。なぜあんな夢を見たのかと聞かれても、京一郎はまったく説明することができない。

　夢……なんだよな、結局は。だったら、気にせず寝るしかないか。会長との約束もあるから、明日は早く起きないといけないし……

　生きていれば、悪夢を見ることくらいある。今回はたまたま、このタイミングで悪い夢を見たというだけの話だ。

　京一郎の体にくっついたまま、沙良と由ゆ良らは眠りについてしまった。

　二人がいてくれるおかげで、悪夢に怯おびえるようなことはない。

　だけど今度は、時折見せる沙良と由良の態度が気になって、眠れなくなってきた。

　二人とも、俺を護まもろうとしてるみたいだけど……いったい、何から護るっていうんだ？

　全すべてがわかったのは、次の日のことだった。

　吸血鬼を支配する一族、時とき村むらとして。

　少女たちには、鬼としての宿命があった。



「よーし、京一郎くん。今日は朝から元気いっぱいだよ。昨日お布団の中で、京一郎くんに女の悦よろこびを教えられて、今日の由良は嬉うれし恥ずかし朝帰り状態だから、いつもよりも絶好調だよ」

「朝早くから、狂ったことを口走るのはやめてくれ」

　自宅を出た京一郎は、由良と一緒に神じん愛あい学がく園えんへ向かっていた。

　葵あおいに呼び出されたため、いつもよりも早い時間の登校なのだが、由良は気にせず京一郎についてきた。

　昨日から一貫していることなのだが、由良は、京一郎のそばを離れようとしなかった。

　神愛学園は、海に浮かぶ人工島の上という、特殊な場所に建っている。そこに向かうには、公園を通過して橋を渡らなくてはいけない。

　今現在、京一郎と由良は、橋へと続く公園の中を歩いていた。

　家を出るまでは一緒だった沙さ良らだが、今はこの場にいない。

　時とき村むら家のことで――ちょっと用事があるから――今日は学校を休むということだった。

　朝早くの公園。由ゆ良らは幸せで堪たまらないといった顔で、楽しそうにニコニコしている。その姿に、妙な違和感などは覚えなかった。

　由良の奴やつ、昨日から変にしおらしいところを見せてたけど……あれは何だったんだ？　もしかして、最近になって覚えた新しい手法か。だとすれば、俺おれはまんまと由良の手に引っかかったってことになるけど。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きで由良を見つめる。眼めが合った由良は、ニコニコしながらキスをせがむような顔を見せた。

　やっぱり、いつもどおりか。心配するだけ損だったか？

　そんなことを思いつつ、京きよう一いち郎ろうは公園内を歩いていた。

　そんな中で、ある違和感に気づく。

　朝早くという時間帯で、登校のピークからは明らかに外れている。なので、人通りが少ないのは当然だが――それでも、今日に限っては人の気配がなさ過ぎる。

　まるで、この世界で呼吸をしているのは自分だけのような――そんな錯覚を覚えた。

「あれ？　由良、何かおかしくないか？　いくら朝が早いっていっても、もう少し誰だれかいてもよさそうなもんだけど……」

『世界中が、由良と京一郎くんを二人っきりにしようと応援してるんだよ』

　てっきり、幼おさな馴な染じみはそんなことを言ってくれると思った。だけど、返ってきたのは――

「……『血の共鳴ブラツドシンパシー』の応用だよ。相手に幻覚を見せる力を使って、人払いをしてるんだよ。だから、それなりに耐性のある人間じゃないと、この場にいたいと思っても、いられないはずだよ」

　――そんな、心がこもってない、説明めいたセリフだった。

「ゆ、ら……」

　いつものニコニコ顔は消えていた。

　異世界に迷い込み、まったく知らない由良と出会った。

　今は、そんな気分だった。

「そっか……いつか来ると思ってたけど、思ってたよりも早かったね」

　手に持っていた鞄かばんをその場に置くと、由良はベンチがあるほうに体を向けた。

　その瞬間まで気づかなかった。

　そこには、ロングスカートにセーターという、私服姿の小さな女の子が座っていた。

「御み神かみ、樹じゆ里りさんだね。こんな所で何をしているのか知らないけど、一緒に来てもらうよ」

　由良に声を掛けられ、小さな少女は静かに動いた。

　印象的なのは、真っ白な髪と、左目を覆おおうようにして巻かれている包帯だった。表情はまだ見えないが、体つきと雰囲気から、自分たちよりも年下だということがわかる。

「何をしてるとか……知ってるくせに聞くんだ。だから、大人って嫌い」

　少女は顔を上げ、ベンチから立ち上がった。

　顔を見た瞬間――心臓が止まりそうになった。

　白い髪から覗のぞく、包帯で隠されていない右の瞳ひとみ。

　御み神かみ樹じゆ里りという名前の少女は――

　――右の瞳が、紅あかかった。

「はぁっ、あっ……………あ……」

　京きよう一いち郎ろうの中で、トラウマとなっている記憶が甦よみがえる。

　過去、京一郎は、あれと同じ紅い瞳を持った吸血鬼に襲われかけたことがある。血を吸われる直前までいき、一時は、殺されると思った。

　死を予感させた鬼が持っていた紅い瞳。

　それを、目の前の少女が持っていた。

「わたし、あなたのこと知ってる。時とき村むら由ゆ良らだ。時村の双子で、頭が悪そうなほう……そんな女がそばにいるってことは、その男の人で間違いないんだ。あの人が言ってた真紅の血……吸血鬼に力を与える特別な血。良かったぁ。やっと出会えた。住んでる場所と、持ってる人は見つけられたけど……どうやって吸おうか悩んでて。良かった。早起きして正解だった。こうやって早い時間から、絶対に通る場所で待ってたらいつか来てくれると思ってたけど、やっぱりわたし、頭がいい。思ってた通り、そっちからわたしの前に現れてくれた。ふふ」

　どことなく、不安定な印象を抱いだいてしまった。

　冷酷な感じを受ける瞳には、ちゃんとした温度がある。しかし、氷のように冷たかった瞳が、話の末尾では熱で溶けたかのように甘くなったりと、温度のほうが安定していない。

　幼い見た目どおりの内面を持っているのだろう。瞬間で、見せる感情がわかりやすく変化していた。

「由良……頭は悪くないよ。九九だったら、五十の段までスラスラと言えるんだよ」

「やだ。そういう自慢するから、大人って嫌い。算数なんて、できなくても死なないし」

「由良は、大人って呼ばれるような立派な女の子じゃないけど……それより、お話だったら後でしてあげるよ。今は、キミがここに来た理由を聞きたいな」

「……ほら、わかってるのにそんなこと聞く。時村だったら、何でも知ってるくせに」

「そっか……じゃあ、キミを放ほうっておくことはできないね」

　ふわりと軽くなった空気。次の瞬間、ナイフのように冷たく、鋭くなった。

「由良……」

　眼めに見えない力に押されるように、京一郎は尻しり餅もちをついてしまった。

　手を伸ばしても届かない。

　目の前にいる二人の少女は、京きよう一いち郎ろうが知らない世界の住人だった。

「いいよ、邪じや魔ましても。わたし、そういうの何とも思わないから」

　ゆっくりとした動きで、樹じゆ里りが右腕を振る。赤い光を残しながら、樹里の指先が空気を斬きった。

「あんまり、こういうことはしたくないけど」

　そのままの姿勢から、由ゆ良らは右手を軽く握にぎった。空気が圧縮されるかのような感覚の後、由良の右手には、ナイフが握られていた。

「由良……駄目だ、やめッ」

　尻しり餅もちをついたまま由良をとめようとするが、その声は、届かなかった。

　消えたと錯覚するほどの速さで接近すると、樹里は赤い残光を放つ爪つめを由良に振るった。

　一秒に満みたない速度で、由良はその攻撃を回避する。だが、身に着けている制服はその動きについていくことができず、樹里の爪によって、縦に引き裂かれてしまった。

「ほら。どうするの？　邪魔するんだったら、このまま裸にしちゃうよ」

　あらわになった肌を隠すべく、由良は、腕を使って引き裂かれた制服を押さえた。

「男の子がいるんだよ。裸なんて、恥ずかしいから駄目だよ」

「うそ。スタイルが良いい自分の体を、見てもらおうと思ってるくせに。そういう嘘うそをつくから、大人って嫌い。わたしだって、もう少し成長すればもっとスタイルが良くなるもの」

　戦闘状態にもかかわらず、樹里は由良のスタイルの良さに嫉しつ妬としていた。

　やはり彼女は、どことなく情じよう緒ちよが不安定だ。

「じゃあ、そんなことしたら駄目だよ。人を襲って人の血を吸うなんて……そんな悪いことしたら、駄目だよ」

　由良のセリフが、前日の生徒会室での記憶を呼び覚ます。

　この子だ……時とき村むらの施設から逃げ出した、危険な吸血鬼って。そして、呼吸が止まりそうになる、この感覚。これを、俺おれに強しいてきた悪夢の正体は……………

　理解すると、ますます息苦しくなってきた。

　あの日感じた、紅あかい瞳ひとみによる絶対の恐怖。

　それが時を越え、再び目の前に現れた。

　そして今――京一郎の心を恐怖で侵し尽くしている。

「何も知らないくせに……すぐそういうこと言う。だから大人って嫌い。嫌いだから、もうどこか行っちゃってよッ」

　振り上げた爪から逃れるべく、由良は後方へと跳んだ。あっさりとそれに追いつき、樹里が爪を放つ。爪は、ガードのために差し出した由良の腕を軽く引き裂き、赤い残光に続き、赤い血を世界に出現させた。

「いつッ……」

　由ゆ良らの顔が苦痛に歪ゆがむ。そこに、いつものニコニコとした雰囲気は微み塵じんもなかった。

「由良も……少しはわかってるつもりだよ。だって、由良も時とき村むらなんだもん。いつか、人の血を吸う鬼になっちゃうんじゃないかって……怖くて、不安なんだよ」

　血が出る腕を押さえながら、由良は自分の気持ちを吐と露ろしていた。だが、樹じゆ里りはそんな言葉に耳を貸そうとはしない。

「うそ。時村に、わたしの気持ちなんてわからない。チャンスがあれば、邪じや魔まになれば……わたしのこと殺そうと思ってるくせに……そんなの、わたしは嫌ッ。だから血を吸うの。誰だれにも殺されない、強い力がいるんだから」

「駄目だよ……そんなのじゃ、何も解決しないよ。それは、由良が一番よく知ってるもん」

「うるさいッ。わたしのことなんか何も知らないくせに、ペラペラ喋しやべらないでよ」

　感情をむき出しにし、樹里が由良に襲い掛かる。由良は手に持ったナイフと、吸血鬼として持って生まれた身体能力を使い回避するが、要所要所でどうしても競せり負けてしまう。

　見ていてわかった。

　樹里のほうが、吸血鬼としての戦闘能力が高い。それに加え、由良は樹里を攻撃しようとは思っていない。手に持ったナイフは防御のためだけに使い、決して、樹里に向かって振り下ろそうとはしなかった。

　樹里の尖せん爪そうが由良の体を捉とらえる。ナイフを間に挟み、被害を最小限に抑えるが、威力そのものを殺すことはできない。吹き飛ばされた由良の体はベンチに直撃し、ベンチを破壊しながら地面に叩たたきつけられた。

「由良ッ」

　幼おさな馴な染じみの窮地に反応し、京きよう一いち郎ろうは地面に手をつき立ち上がろうとした。だが、どうしても体に力が入ってくれない。

「はい。お終しまい。わたしの邪魔をするからいけないのよ」

　由良を排除した樹里の瞳ひとみは、迷うことなく京一郎を捉えた。

　紅あかい瞳が、嫌でもそれを理解させた。

　この瞳の目的が――自分が持つ血、『赤の極点クリムゾンブラツド』だということを。

「逃げても無駄よ。逃げたら……殺してでもあなたの血を吸ってやるから」

　トラウマとなっている紅い瞳の記憶。

　今目の前にいる吸血鬼は、それと同じようなセリフを口にした。

　だ、駄目だ……このままだと、俺おれは……

　血を吸わせてはいけないということはわかっていた。だけど、怖くて――あの日の記憶と同じように、京一郎は逃げるどころか、満足に動くこともできなかった。

　全すべてから逃げるために、京一郎は強く瞳を閉じようとした。だが、再び動き出した気配が、京きよう一いち郎ろうに勇気を与える。

「痛いのとか、怖いのは嫌いなんだ。でも、やっぱり駄目なんだね。由ゆ良らは、時とき村むらだもん。逃げたらいけなくて……逃げたら、誰だれも、何も護まもれないんだよね」

「由良……」

　立ち上がった由良はボロボロだった。本当に、すぐに駆け寄って抱きしめてやりたくなるくらい、彼女は傷ついている。

　邪じや魔まをしようとする由良を、樹じゆ里りは冷たい瞳ひとみで見つめた。

「あのね……キミの気持ちがわかるっていうのは本当だよ。由良ももう少しで、色んなものに負けて、誰かの血を吸っちゃうところだったんだもん。それを助けてくれたのが、由良の王子様と、お姫様なんだ。それに応こたえてあげるためにも、由良はもう逃げちゃいけないんだよ。でも、やっぱり由良は臆おく病びよう者ものだから……えへへ。また、王子様に甘えるようなことしちゃって……」

　いつもとは、雰囲気が違っている理由がやっとわかった。

　由良は時村として、樹里と戦わなければいけないということをわかっていたんだ。

　でも怖くて、だけどやりたくなくて――由良は逃げ出そうとした。

　でも、逃げたらいけないって、それだけはしちゃいけないって自分に言い聞かせて――

　――時村由良は、時村由良としての宿命を背負う覚悟をしたんだ。

　だから、こんなにボロボロになっても、無理して立ち上がって、笑顔を見せて。

　甦よみがえった邪魔者を排除すべく、樹里は由良に歩み寄った。

「何が言いたいのかわかんない。独り言だったら他よ所そで言って。まだ邪魔するんだったら、裸にしてや―――――」

　コツン。

　響いた音は、小さな金属が地面にぶつかる音だった。

　それは雨のように降ってきた一振りのナイフだった。

　雨……ナイフが、雨みたいにって……………ッ―――――

　空を覆おおっていたのは無数の悪夢。数え切れないほどのナイフが、切っ先を樹里に向け、空に浮かんでいた。

「何これ……何この、ふざけた数のナイフは……」

　さすがの紅あかい瞳も、目の前の悪夢に絶句していた。

　数えるのも馬ば鹿からしい数のナイフは、刃やいばの支配者が創つくりだした、狂気の産物だった。

　頼りない歩調、しかし素早く動き、由良が樹里の後ろを取る。後ろを取った由良は樹里の体を抱き、どこにも逃げられないようにした。

「わかってるよ。こんなのは間違ってるって……でも、由良は、これしか思いつかなかったんだ。これ以外、京一郎くんを護ってあげられる方法が思いつかなかったから……」

　場違いなほど満面の笑みを浮かべ、由ゆ良らは京きよう一いち郎ろうを見つめた。

「京一郎くん……何があっても、由良のこと、嫌いにならないでほしいな」

　最後に由良は、凄すごく幸せそうな笑顔を見せた。

　それを合図に、数え切れないほどの狂気が――

　支配者と外敵を貫くため、動き出す。

「由良ぁッッッ」

　京一郎の絶叫がこだまする。

　無数の悪夢は、最悪の結末を目の前に創つくりだす……はずだった。

　赤い空気が凝縮する。

　それは樹じゆ里りを包み込むように密度を増していき、やがて限界を迎え、形を紡ぎだす。

「あ、あ、あ……」

　創りだされたのは、赤い炎ほのおを纏まとった鳳ほう凰おうだった。

　樹里の身長よりも大きな体をした鳳凰が、翼つばさを使って二人を包み込んでいる。

　由良が創りだした全すべてのナイフは――その翼に触れた瞬間、赤い霧になって消えていった。

「少しだけビックリした。わたし以外で、あれだけのものを創れる人がいるとは思わなかった。だけど……ビックリしただけ。驚いただけで、怖くはなかった。だって、時とき村むらよりわたしのほうが強いもの」

　鳳凰が翼を広げる――その中で、御み神かみ樹里は勝ち誇っているように笑っていた。

　由良が創りだした無数の悪夢も、紅あかい瞳ひとみの絶対の恐怖を制することはできなかった。

「邪じや魔まよ。用が済んだのなら、いつまでもくっついていないで」

　樹里は由良の体を掴つかむと、無造作に投げ捨てた。由良は気を失っており、投げ捨てられても何の反応も示さなかった。

「邪魔な人はこれで消えちゃった。後は、最初の目的を終わらせるだけ」

　紅い瞳が京一郎を射抜く。だが、もう京一郎が恐怖で固まることはなかった。

「……何その眼め？　嫌い。そういう、大人が見せる偉そうな眼は大嫌い」

「こういう眼になるさ。君は、自分のしてることがわかってるのか？」

「そういう言い方とかも嫌い。自分だけは全部わかってるような……わたしを哀れむような態度は、全部嫌い」

　樹里は京一郎に近づき、指先を差し出した。その正面には京一郎の瞳がある。そっと動く指先を、赤い残光が追いかけていった。

「その眼をやめて。血を吸おうとしてるんだから、もっとそれに相応ふさわしい怖がった顔を見せてよ」

「怖がった顔なら、さっき散々見ただろう。もうあんな顔は、見せられないんだよ」

　倒れている由ゆ良らに、京きよう一いち郎ろうは優しい視線を送った。

　宿命と向き合い、戦った幼おさな馴な染じみのために――もう、無ぶ様ざまなことだけはできなかった。

「……そう。じゃあ、いいや。別にあなたの眼めがなくなっても、血がなくなるわけじゃないんだから」

　赤い光を放つ指先が近づいてくる。

　由良を凌りよう駕がした驚異的な身体能力に加え、炎ほのおを纏まとった鳳ほう凰おうだ。逃げたところで、結果はわかりきっている。

「……………」

　今の京一郎にできることは、意地を張って相手を睨にらみつけることだけだった。



「やめなさい。そんなことをしても、あなたが救われることはないですよ」



　人が近づけないはずの空間で、京一郎たち以外の声がした。

「か、会長……」

　柄にもなくシリアスな顔をして――それでいて、どこか哀かなしそうな顔をした――古こ城じよう

葵あおいが立っていた。

「あなたの目当ては、その子の血――『赤の極点クリムゾンブラツド』ですね。でも、無駄ですよ。どんな幻想を描いて、その血を求めているのかは知りませんが……血を吸うことで、吸血鬼が救われることは絶対にないですから」

「なに？　あなた？　普通の人は近づけないようにしてるのに……それよりも、そんなこと言って何のつもり？　邪じや魔まするんだったら、あなたもそこで寝てる女みたいにしてやるわよ」

　樹じゆ里りが指差した先には、意識を失った由良がいた。その姿を見て、葵の表情はどうしようもなく哀しげになった。

「誰だれかを傷つけることが、あなたの本意ではないでしょう？　あなたも薄々気づいているはずです。その身に宿る血が色を増すごとに、あなたの周りから人がいなくなっているということを」

　セリフを発しつつ、葵は立ち位置を移していく。立ち止まったのは、京一郎と樹里の間。誰が見てもわかる、この場で最も危険な場所だった。

「……うるさい。いきなり現れて、偉そうなことを言うのはやめて。そういう大人は大ッ嫌いなの」

　紅あかい残光を放つ爪つめが、葵の制服を引き裂いていく。服が裂かれ胸があらわになっても、葵は身じろぎ一つしなかった。

「私の裸を見たところで、得なことなんて何もないですよ。それよりも、そうやって向き合わなければいけないことから逃げるのはやめましょう」

　忌いま々いましそうに、樹じゆ里りは奥歯を噛かんだ。

　不気味なほどに冷静な葵あおいを、量りきれていないようだった。

　会長……なんで、何でこんなに落ち着いてるんだ？　それに、由ゆ良らは、『血の共鳴ブラツドシンパシー』に対して耐性のない人間は、この場に近づくことができないって言ってたのに……会長は、普通の人間じゃないのか？

　その問いに答える者は誰だれもいない。

　尻しり餅もちをついたままの京きよう一いち郎ろうを背景として、葵と樹里の話は進んでいく。

「これでも私は、数多くの吸血鬼を見てきたつもりです。その私が断言します。血を吸い続けた先に、救いなんてものはありませんよ」

「うるさいのよ……わたしは、誰かに救ってもらおうなんて思ってないんだから。そういう言い方は嫌いなの。偉そうな顔してる大人は、全部死んじゃえばいいのよッ」

　樹里の爪つめが、葵の肩に食い込む。葵が小さな悲鳴をあげると同時に、引き裂かれた肩から鮮血が舞った。

「ッッぅ……………あらら。困った子ですね……相手の話が気に入らないからって、暴力は……駄目ですよ」

　血が溢あふれる肩を押さえ痛みに耐えながらも、優しさを含んだ葵の口調は変わらない。だが、強烈な痛みは確実に、葵から話す力を奪っていった。

「もう話なんかしたくない。あなたの話なんて聞きたくないから、もう喋しやべらないで。それ以上話すんだったら……もっと酷ひどいことしてやる」

「核心を突かれたから……これ以上話をするのが、怖いんですね。それは、みんな一緒ですよ。でも、そこで立ち止まったら……駄目です。まずは、あなたが意図的に見ないようにしていることを、ちゃんと見つめることから始めないと……このままじゃあ、誰もあなたを救えないんですから」

「うるさいのよさっきからッ。あなたの言い方は一番嫌いッ。あの女みたいなこと言って……結局最後はわたしを見捨てるんでしょッ。だったら……だったら、偉そうに何か言うのはやめてよッッッ」

　ナイフのように鋭い爪を、樹里は葵に向かって突き出した。

　主人が放つ純粋な殺意に反応し、離れて様子を見守っていた鳳ほう凰おうが翼つばさを広げた。

「会長ッッ」

　葵の危機に反応し、やっと――京一郎は体を動かすことができた。

「相あい崎さき君ッ」

　立ち上がり体を掴つかみ、葵との位置を入れ替える。

　わかりきっていたことだった。だが、覚悟はちゃんとできていた。

　背中に激痛が走る。

　樹じゆ里りの爪つめはナイフのように、無慈悲に冷酷に――京きよう一いち郎ろうの背中を貫いた。

「ぐぅッッ――」

　刺されたのは初めての経験。小さな傷跡に熱した鉄を押し当てたような痛みが、背中から体中を走り抜けていく。

「あーあ。邪じや魔まするから、余計な怪け我がしちゃった。でもいいや。これで余計な手間が省けたから」

　服を掴つかんで、京一郎の体を引きずり寄せる。痛みで頭が一杯だった京一郎は、満足に抵抗することもできなかった。

「相あい崎さきくんッ」

　葵あおいが叫ぶが、傷の痛みで助けに入ることはできない。

　首筋に近づく、包帯を巻いた小さな顔。

　戦せん慄りつに襲われ、呼吸が止まる。

　背中を貫かれた痛みよりも弱い。だけど、心臓が止まるほどの衝撃と共に――

　紅あかい瞳ひとみの吸血鬼は、

　少年が持つ、真紅の血を吸った。

「あ、あ、あ………………」



    

  
    
      



    

  
    
      　血を吸われているのが、嫌でもわかった。

　侵してはいけない絶対の禁きん忌き。

　力を求める吸血鬼は、至高の血、『赤の極点クリムゾンブラツド』を吸ってしまった。

　痛みと後悔で力が抜けていく中――京きよう一いち郎ろうは最悪の事態に陥ったことを理解した。

「味は、普通の血と一緒なんだ。だけど……感覚が違う。こんな風に、体中が透き通っていくような感覚は初めて」

　京一郎の血を味わった樹じゆ里りは、満足そうに声を上げた。そして、用済みとなった京一郎の体を放ほうり投げる。

「もう、これで大丈夫。これで……誰だれもわたしを傷つけられないんだから」

　うっとりとした声で、樹里はそんなことを呟つぶやいた。

　傷口から血が流れていくのが、嫌というほどよくわかる。地面に倒れふした京一郎の意識は、少しずつ薄れていった。

　消え入りそうな視界に、また別の誰かが入り込んでくる。

　その人物は右手に警棒を構え、樹里に対して襲い掛かっていった。

　不意をつかれたが焦ることなく、樹里はその攻撃を軽くかわした。

「敵陣への奇襲か。予想してなかった分、効果は大きいが……少し調子に乗りすぎだな」

　声でわかった。

　現れたのは、風紀委員長である、天てん城じよう焔ほむらだ。

　白い髪に、左目を覆おおい隠した包帯。

　異様な見た目の樹里に臆おくすることなく、焔は戦闘態勢を取っている。その右手には警棒が握にぎられており――左手は、見たこともない蒼あおい光を放っていた。

　委員長さん……助けに、きてくれたのか？　でも、その子は危険だから……逃げ……

　その気持ちは声にならず、京一郎の意識は深い闇やみの底へと落ちていく。

『赤の極点』を吸われてしまった。

　京一郎の心を最も強く蝕むしばんでいた痛みは、その事実だった。



    

  
    
      
２　「蒼あおを宿した一族」



「……」

　意識を取り戻した京きよう一いち郎ろうが最初に見たのは、見たことがない白い天井だった。そのまま、眼めで追える範囲で辺りを見回す。

　誰だれもいない個室の病室。自分の体は、ベッドの上で横になっている。そこまでのことがわかった。

「大体、何であなたがここにいるのよッ。誰が、いつ、どこで、何時何分何秒。あなたがここにいてもいいっていう許可を出したのよッ」

「私が、今、ここで、今この瞬間。ここにいてもいいって思ったからここにいるんですッ。それをゴタゴタ言う権利なんて誰にもないんですから、黙っててくださいッ」

「何よこのクソチビッ」

「何ですか目つきの悪い性しよう悪わる女ッ」

　廊下で、二人の少女が言い争っている声が聞こえる。聞いたことがある声で、声の主ぬしはすぐにわかった。

「とにかく、時とき村むら沙さ良らが何と言おうが、私には関係ありませんから。私は私のしたいことをさせてもらい――」

　後ろにいる相手に文句を言いながら、その少女は病室のドアを開けた。

　赤い髪の毛、小さな体と、それに反した豊かな胸。

　普通校区の制服を着ているその少女は、思ったとおり鳴なる神かみ菊きくだった。

「あっ、京一郎さん。よかった、意識を取り戻したんですね」

　怒っていた菊だが、意識を取り戻した京一郎と眼が合うと、安あん堵どの色を浮かべて嬉うれしそうに笑った。

「なにっ？　京一郎、目を覚ましたの？」

「ぶぎゅっ」

　菊を押しのけるようにして、廊下にいたもう一人の少女が姿を現す。それは選抜校区の制服を着た沙良で、彼女は病室に駆け込んでくると同時に、邪じや魔まな場所に立っている菊の体を突き飛ばした。

　沙良に突き飛ばされた菊は、見るも無残な姿で病室の壁に張りついている。

「な、な、な……何するんですかッ」

「はぁ？　何よ、文句でもあるの？　ここは時村直属の病院だから、私は何してもいいの。文句があるんだったら、医療事故に見せかけて霊安室に送ってやってもいいのよ」

「くっ。これだからお金持ちは……顔と中身が歪ゆがみきってます」

　バチバチと火花を飛ばし、二人は意地を張り合う。しかし、それどころではないと両者が察し、どちらからともなく熱が引いていった。

「京きよう一いち郎ろう……よかった。とりあえず眼めを覚まして、安心したわ」

　先に京一郎に話しかけたのは、沙さ良らだった。出遅れた菊きくは、不満げな顔で頬ほおを膨らませている。

「沙良……ここは？　俺おれは……あっ、そうだ。あの、白い髪で包帯を巻いたあの子は？　そうだっ。由ゆ良らは？」

「大丈夫よ。京一郎。あなたが知りたいことは、ちゃんと私が説明するから。だからとりあえず落ち着いて」

　正面切って菊と喧けん嘩かしていた事実が示すとおり、沙良は、泣く子をもっと泣かすタイプの気の強さを持っている。

　その沙良が、今は優しさに満みちた視線を京一郎に向けていた。

「じゃあ、順番に一つずつ話させてもらうけど……」

　母親のようだった沙良の眼が、不機嫌な猫のように冷たくなる。その視線を向ける相手は、当然のように菊だった。

「チビ。話すのに邪じや魔まだから、出て行ってくれる」

「むっ。何ですか？　ここにいるのは私の意思なんですから、あなたにとやかく言われる筋合いは――」

「……大切な話なのよ。あなたがいたら話しにくい……嫌なタイプの」

「むっ」

　沙良の真面目まじめな雰囲気を察し、さすがの菊も一歩引いてしまった。納得してない顔を京一郎に向けたが、最終的には沙良の言うことを聞き、病室を出て行こうとする。

「用が済んだら、私にも京一郎さんと話をさせてくださいよ」

「嫌よ……………嫌だけど、特別に少しだけは……許してあげるわよ」

　パタンとドアが閉まる。個室の病室に、沙良と二人っきりになった。

「京一郎。怪け我がのほうは大丈夫？」

「怪我だったら、一応大丈……いてて。まあ、少し痛いけど、大丈夫だよ」

「そう。それならいいんだけど……」

　大切なものを握にぎり締めるように、沙良は両手で、京一郎の手を握り締めた。か弱い雰囲気でうつむき、まるで、謝っているようだった。

「ごめんね。京一郎には、迷惑をかけないつもりだったんだけど……」

「な、何だよ。そんな風にしおらしくなるなんて、沙良らしくないぞ。いつものお前だったら、男なんだから死んでも由良を護まもれって、血も涙もない鬼みたいな顔して――いてててっ。悪かった、ちょっと言い過ぎた。謝るから、力いっぱい手を抓つねるのはやめてくれ」

　抓つねり攻撃をやめた沙さ良らの顔に、ほんの少しの笑みが宿っていた。

「ふふ。そんなこと言えるってことは、怪け我がのほうは心配ないみたいね。良かった」

　握にぎり締めていた京きよう一いち郎ろうの手を放す。そして沙良は、静かに語り始めた。

「京一郎を襲った白髪の女の名前は、御み神かみ樹じゆ里り。時とき村むらが管理してた施設から逃げ出した、最悪に性た質ちの悪い吸血鬼よ」

「最悪に性質の悪い？」

「そうよ。あなたも、あの女の紅あかい眼めを見たでしょ？　あれは、吸血鬼として持って生まれた力が、最悪に強い証あかしなの。それに加えて、あの女は逃げ出した先で血の味も覚えちゃったみたいだし……もう、時村とかいうのは抜きにして、放ほうっておくことができない危険な存在なのよ」

「そんな危険な存在が……どうして、俺おれの前に？　由ゆ良らは、何となくそれを知ってたような口ぶりだったけど」

　問われた沙良はうつむき、申し訳なさそうな顔を京一郎に見せた。

「……施設から逃げる際に、あの女は、あることについて調べていったの。それは……『赤の極点クリムゾンブラツド』について。つまり、京一郎のことを調べていたの」

「俺のことを？　何で、わざわざ俺なんかのことを？」

「理由はわからないわ。ただ、あの女は知ってたの。『赤の極点』と呼ばれる、吸血鬼に力を与える特殊な血があることを。それをどこで知ったのかはわからない。だけど知ってたから調べて……あなたの前に姿を現したの。もちろん、あなたの血を吸うために」

「由良も、そのことを？」

「……あの子も、時村の女ですもの。当然、そのことは知ってたわ。そして、自分の宿命に殉じようとしたの」

「宿命？」

「『赤の極点』の保護。つまり……あなたの身を護まもろうとしたのよ」

「由良が、俺を護る……」

「ええ……由良は、『赤の極点』の存在を知り、その血を吸おうとする吸血鬼からあなたを護るために、あなたのそばにいたのよ。ナイフを創つくりだすなんて、らしくない力を手に入れたのもそのため。全部、あなたを護るためよ」

　そこまで聞いて、京一郎は全すべてを察した。

　二人は、吸血鬼から京一郎を護るために、そばにいたのだ。

　昨日、無理やり家に泊まったのも、それが理由だったのだろう。

『ほんの少し、由良がお腹なか一杯になるまで――このまま、甘えさせて』

　なんてことはない。

　由良に甘えていたのは、自分のほうだった。

　ただ、護まもるために――

　そばにいてくれた少女の気持ちに、何で今まで、気づいてあげられなかったんだろう。

「由ゆ良らは？　あいつも、怪け我がしてたはずだけど」

「由良なら大丈夫よ。こことは違う病室で、ちゃんと安静にしてるから。命に別状はなくて、障害とかも残らないはずだから。時間さえかければ、ちゃんと回復するはずよ」

「そっか……よかった」

　次にあいつと顔を合わせたら、俺おれは何て言ったらいいんだろう？

　京きよう一いち郎ろうがそんなことを考えている間にも、話は先に進んでいく。

「ごめんね、京一郎。時とき村むらが、ちゃんとあの女の監視をしてなかったから、あなたを危険な目にあわせちゃって……謝って済むことじゃないのはわかってるけど、一度ちゃんと謝らせて。ごめんなさい」

「沙さ良ら……いいよ、そんなのは。それより、時村だからって、沙良がそんなに責任を感じることは……」

「ううん。駄目なの。これは時村の宿命なの。吸血鬼を支配する一族として……人に危害を加える吸血鬼は、時村がどうにかしないといけないの。そうじゃないと、全すべての吸血鬼が、時村の言うことを聞かなくなる。そうなったらどうなると思う？　各自が勝手に血を吸うようになって、吸血鬼は忌いみ嫌きらわれる存在として……人間の敵になっていくの。そんなこと、今更許されるわけないじゃない。たとえ世界中の吸血鬼に敵視されて、独裁者として蔑さげすまれることになったとしても……時村は、支配者じゃないといけないのよ。じゃないと、もっと多くの人が……悲しい思いをするかもしれないんだから」

　うつむきながら、必死になって言葉を発する沙良の姿は、泣いているかのように辛つらそうだった。

　背負ったもの全てのために、時村の女は――その宿命のために生きようとしていた。

「あの子は……由良は、時村としての宿命を果たしたの。次は私の番。京一郎を襲ったあの吸血鬼は、私がどうにかするわ。だから、あなたは何も心配しないで、怪我を治してね。京一郎」

　無理して、笑顔を見せていることがわかった。

　辛いのに無理して笑っている彼女に、かけてあげる言葉が見つからない。

「さ、沙良……」

　いつかの由良と同じように、沙良の人差し指が、京一郎の唇をそっと押さえた。

「何も言わないで。私だって、そんなに強くないんだから。優しい言葉は、全部終わってからにしてよ」

　そう言って笑顔を見せると、沙良はふわりとスカートを翻ひるがえし、京一郎に背中を向けた。

　初めて、京一郎は沙良のことを可愛かわいいと思った。

「じゃあね、京きよう一いち郎ろう。不本意だけど約束だから、次はあのチビに時間をあげることにするわ。全部終わったら、もう一度あなたに会いにくるから。ちゃんと待っててね」

「まっ……沙さ良ら」

　京一郎の声に耳を貸さず、沙良が部屋の戸を開ける。

「わわわ…ちょ、いきなり開けないでくだ……」

　開いた瞬間、戸に耳を当て、中の様子を窺うかがっていた菊きくの体が転がり込んできた。

「……最低。チビで下品なのは知ってたけど、覗のぞきの趣味まであるの」

「ち、違います。二人っきりなのをいいことに、変なことでもしてるんじゃないかと心配になって……」

「そういうのを覗きっていうのよ」

「ち、違いますもん」

　顔を真っ赤にして弁明しても、全すべてが虚むなしい。

　菊に冷たい視線を送りながらも、沙良は約束どおり部屋を出て行き、二人の時間を作り出してくれた。

「京一郎さん……い、命に別状はないみたいですね。安心しました。天てん城じよう先輩に聞かされたときは凄すごく心配しましたけど……大丈夫だったら、それでいいです。心配してあげたんですから、私に感謝してください」

　菊は胸を張り、感謝してくださいオーラを全開にした。それが、照れ隠しからくるものだということがすぐにわかった。

　そして――この次に、彼女が言おうとしていることも。

「鳴なる神かみさん……キミも、行くの？」

　時とき村むらには宿命があり、そのために沙良は、戦うことを選んだ。

　そしてその宿命は、鳴神にもある。

　人の敵となる吸血鬼と戦うという、鳴神の宿命が。

「京一郎さん……………はい。あなたに隠し事をするのは嫌なので、はっきり言います。私は鳴神として、京一郎さんを襲った危険な吸血鬼と戦うつもりです。義理や義務のためだなんて言うつもりはありません。そうしないと、私はきっと後悔すると思うから、私は行きます」

「でも、キミじゃあ、あの子には勝てないよ。由ゆ良らが……吸血鬼としての力がずば抜けている時村が相手でも、どうしようもなかったんだ。それを、鳴神さんが一人でどうにかしようなんて……ただの思い上がりで――」

「一人じゃないです」

　もう、何を言っても無駄なんだ。

　覚悟を心に秘めた菊の顔を見ていると、自然とそう思ってしまった。

「私には、京きよう一いち郎ろうさんがいます。私を心配して、そう言ってくれるのは嬉うれしいですが……私の気持ちはもう変わりません。弱かったせいで、私は過去に大切な人を失いました。そんなことを、もう繰り返さないために――私は、あなたの血を吸って戦います」

　そっと、菊きくが近づいてくる。

　ほんの少しうっとりとした顔を見せると、菊はそのまま、京一郎の首筋に唇を当てた。

　抵抗する気が、これっぽっちも起こらなかった。

　されるがまま、京一郎は菊に血を吸われていた。

　京一郎が持つ、吸血鬼に力を与える特殊な血。例外的に、何度か菊にだけは吸わせてあげたことがあった。

　どうしても力が必要なとき。

　力がなければ、何も変えることができないとき。

　京一郎は菊に血を吸わせ、力を与えてきた。

　そして今――力が必要なときだった。

　紅あかい瞳ひとみの吸血鬼と戦うために、誰だれにも負けない強い力が必要だった。

　さすがに、菊は京一郎の血を吸い慣れていた。注射のように、痛みが走るのはほんの一瞬のみで、後は、噛かまれたこちらが気持ちよくなるような、甘い熱と感覚を届けてくれる。

「はぁ、はぁ……はむ、ちゅ……」

　吐息のように甘い声音が、首筋から聞こえた。

　血を吸うために体を預けてくる菊の胸が、京一郎の胸に押しつけられた。

「ふわっ……………はぁ、はぁ、はぁ……」

　血を吸い終わり、菊が顔を上げる。至近距離で見る菊の顔は、思ったとおり出来上がっていた。

　荒い呼吸に、甘い瞳。赤くなった頬ほおに、熱い体。

　全すべてが、男を誘う女の武器になっていた。

「な、なにみてるんですか……京一郎さんのくせして、そんな眼めで、みないでください……は、はずかしいですよ、いじわる……」

　顎あごを引いて上目遣いで、菊は京一郎に向かって文句を言う。いつもの強気とのギャップが、その姿を更に可愛かわいらしいものに見せた。

「じゃあ、行ってきます。京一郎さん。あなたは怪け我がをしてるから、ここで大人しくしていてください。全部終わったら、ちゃんと報告にきますから」

　そして菊も、病室を後にしようとした。

　呼び止めたかった。危ないから行くなって、大きな声で彼女に言いたかった。

　だけど、言ったところで――もう何も変わらない。

　血を吸う鬼が街まち中なかを彷徨さまよっている。放ほうっておくなど、許されるわけがない。

　宿命を背負った二人の少女が、戦いに行こうとしている。

　それを、何もできない自分が……とめられるわけがない。

　京きよう一いち郎ろうにできることは、ただ無言で、二人の無事を祈って見送ることだけだった。

　覚悟を決めた菊きくは、普段よりも凛り々りしい顔で病室のドアを開けた。

　さっきの菊と同じように、戸に耳を当て中の様子を窺うかがっていた沙さ良らが、病室へと転がり込んでくる。

「……最低ですね。悪いのは目つきだけじゃなくて、中身もだったんですか」

「な、何よ？　うっさいわねっ。あんたみたいな赤毛で下品なチビ、何するかわかんないでしょ。だから、私が責任持って監視してあげてたのよ」

　偉そうな態度で立ち上がると、沙良は制服を軽く叩はたいて、身だしなみを整えた。同じような前科がある菊は、もうそれ以上文句を言わなかった。

「チビ……特別よ。一緒に戦うことを許してあげる。だから手伝いなさい。御み神かみ樹じゆ里り……紅あかい瞳ひとみの吸血鬼は、今日で終わりよ」

「表現が間違っています。特別に許すのは私のほうです。だから、性格の悪さには目を瞑つぶってあげますから、私に協力してください」

「はあ？　何よ、その偉そうな言い方は？」

「偉そうなのはそっちのほうです。私は、気分が悪くなるのを我慢して、頭を下げてあげてるんですから」

　意地を張り合い、二人は顔を近づける。敵意むき出しで勢いよく顔を近づけたせいで、お互いのおでこが正面衝突してしまった。

「あぁっ、もう、痛い……ぶっ潰つぶすわよ、この赤毛チビっ」

「それはこっちのセリフです。目つきと性格が悪い女っ」

　強打したおでこを押さえながら、二人は部屋を出て行こうとする。

　最後、部屋を出る間ま際ぎわ。二人とも京一郎のほうを向き、微笑ほほえみかけていった。

　そしてバタンという音と共に、病室に静寂が訪れた。

　行っちゃった……

　後悔にも似た感情が、心に去来する。だけど、どうすればいいのかすらわからず、京一郎は顔を伏せることしかできなかった。

　沙良と鳴なる神かみさんが協力するなんて……二人ともわかってるんだ。あの子、御神樹里って子は、それだけ危険だっていうことを。

　時とき村むらと鳴神は、尋常じゃないほど仲が悪い。

　それは、先ほどの沙良と菊が証明しており、吸血鬼であるにもかかわらず菊が普通校区に通っているのも、その仲の悪さが原因であった。

　そんな二人が、目的のためとはいえ、お互いのことを必要とした。



    

  
    
      



    

  
    
      　吸血鬼と戦う宿命を持った二つの家よりも、たった一人の紅あかい瞳ひとみの吸血鬼のほうが、強くて恐ろしいということだ。

　俺おれは、俺は……

　目を瞑つぶると、心臓を握にぎり締められたような息苦しさを覚える。

　殺されるという予感を前にして、強がりで嘘うそを言い続けることは、誰だれにもできない。

　紅い瞳が怖かった。もう、あの瞳とはかかわりたくない。

　情けない話だが、京きよう一いち郎ろうが動けない一番の理由は、それだった。

　それからしばらくぼうっとしていると、誰かが病室のドアをノックした。

　返事をすると、普通校区の制服を着た天てん城じよう焔ほむらが姿を現した。腰には、いつものように警棒がぶら下がっている。

「もう、怪け我がはいいのか？」

「委員長さん……はい。怪我だったら、もう大丈夫ですけど」

「そうか。ならば話が早い。今回のことは災難だったな。まあ、命に別状がなくて何よりだ。交通事故にでもあったと思い、気持ちを切り替えろ。この程度の怪我を乗り越えた人間など、この世には何人もいるんだ。弱音を吐かずに頑張れ」

　矢や継つぎ早ばやに、自分の言いたいことだけを並べたてていく。どうやらこの人は、会話を重ねて他人を励ますといったことが苦手なようだ。

「あの、委員長さん。委員長さんに、聞きたいことがあるんですけど」

「質問か？　ならば、答えてやろう。葵あおいを庇かばい傷を負ったんだ。お前にも、聞く権利くらいはあるだろうからな」

　近くにあった丸まる椅い子すを引き寄せ、焔ほむらが腰を下ろす。威圧感たっぷりの態度で腕と脚を組み、厳しい目つきで京きよう一いち郎ろうを見つめる姿は、どこかの軍隊の教官のようだ。

　チラチラとスカートから覗のぞく脚と、凶悪な豊かさを持った胸が、嫌でも気になった。

「で、質問はなんだ？　悪いが、お前と陽気に世間話をしている暇はない。できる限り、質問は簡潔なものにしてくれ」

「わかりました。じゃあ聞きますけど……委員長さんって、いったい何者なんですか？」

「風紀委員長だ。よし、次の質問を――」

「いえ、そうじゃなくて……」

　やばい。もしかしたら、この人は少し天然なのかもしれない。そう思うと、ちょっと不安になってくる。

「俺おれたちを助けてくれたのは、委員長さんですよね。吸血鬼を相手にそんなことができるなんて、普通だったらありえません。つまり……委員長さんは、普通じゃないんですよね」

　値踏みするように熱心に京一郎を見つめると、焔は組んでいる腕を解ほどいた。そして、説明するよりも見せるほうが早いと言わんばかりに、その力を京一郎に示す。

「なるほど。それなりに場数は踏んでいるようだな。自分だけではなく、周りのことも気にすることができる。結構だ。それを賞して、話をしてやろう」

　焔の左手が蒼あおく光る。それは、京一郎が意識を失う前に見た光と同質のものだった。

「退たい魔まの力――といっても、お前にはピンとこんだろうが。要は、吸血鬼が使う赤い幻術に対抗するために、人がつくりだした術だ。我々は、この力を武器にして戦っている。この蒼い光は吸血鬼に対しての特効能力を有しており、並の吸血鬼なら、私一人でもどうにかすることができる」

「じゃ、じゃあ、委員長さんがあの子を……」

　焔はゆっくりと、首を横に振る。

「倒してはおらん。というよりも、正確に言えば相手にされなかったというところだな。あの娘は、当初の目的であるお前の血を吸って満足したのだろう。私の相手などほとんどすることなく、踵きびすを返して帰っていた。無論、私としてもそれを黙って見送るようなことはしたくなかったが、けが人を複数抱え、オマケに一人では埋めがたい圧倒的戦力差だ。あの娘が操る鳥の羽ばたき一つで、こちらはもう手詰まりになる」

「そ、そうなんですか……」

　何一つ疑うことなく、京一郎は焔の説明を受け入れた。

　樹じゆ里りの戦闘力は京一郎も目まの当あたりにした。時とき村むらを凌しのぐ身体能力に、怪物という表現以外相応ふさわしくない、あの鳳ほう凰おうだ。多少の実力では、触れた瞬間に火傷やけどして終わりだ。

「で……これは、本題とは関係ない質問かもしれませんけど、委員長さんはどうしてそんな能力を持ってるんですか？」

「……」

「この学園の特殊性は、俺おれも充分すぎるほど理解しているつもりです。そんな環境下で、風紀委員長という立場のあなたが、対吸血鬼用の力を持っている。それが……偶然なわけがないですよね？」

　いつもと同じように、焔ほむらの視線は熱く厳しかった。もしもこちらが質問されている立場だったとしたら、この眼めのせいで何でも話してしまうような気がする。

「……なるほど。葵あおいが気にかけていたわけだ。問題の捉とらえ方が的確だ。そう聞かれたら、私としても『関係ない』で済ませるわけにはいかないな。しかしいいのか？　秘密を知るということは、その秘密を背負うということだ。無論、軽くはないぞ」

「もう、何度も経験したことですから」

「そうか。実戦経験も豊富ということか……ならばいいだろう。時とき村むらと私たちの関係を説明してやる」

　焔が組んでいた脚を組みかえる。その仕草は呆あきれるほど大人っぽく、とても、同じ高校生には見えなかった。

「元々、時村という家は、この辺りに住んでいる吸血鬼の家系ではなかった。その始祖的な立場となる吸血鬼は、海を越えて外国からやってきたのだ。詳しい事情は語られていないが、おそらく、教会といった組織の迫害を恐れて逃げてきたのだろうな」

　教会については、京きよう一いち郎ろうもそれなりに知識がある。立場上、たとえ害がないとしても、教会は吸血鬼を敵視しなければいけない。そんな環境から逃れるために海を渡ってきたとしても、何らおかしくはない。

「その吸血鬼は、この土地の人間と交わり、新たな吸血鬼の家系をつくりだした。本意ではなかったのだろうが、この交わりは奇跡的なまでに相性がよかった。生み出された吸血鬼は極上の良血で、生まれながらにして、吸血鬼としての能力を色濃く受け継ぎ、その戦闘能力は圧倒的なまでに高かった」

「それが……今の時村ですね」

「そうだ。時村は神が与えてくれたその力を使い、まずはこの土地に住む吸血鬼を集めだした。理由はもちろん、教会などの敵対組織が現れた際、それに対抗するためだ。吸血鬼だというだけで迫害されていたのは、どの土地でも同じで、先にこの土地に住んでいた吸血鬼たちの大半は、時村を信じる形でその後に続いた。しかし、全すべての家が無条件で時村を信じたわけではない。中にはもちろん、それに反抗し、敵対する家系もあった」

「……それが、鳴なる神かみ」

　小さく、焔ほむらが首を縦に振る。

「鳴なる神かみだけというわけではなく、時とき村むらに反抗し、敵対する家系はいくつかあった。どんな状況にも対応できる優秀な組織をつくりたい時村としては、そういった不安分子を無視することはできなかった。かといって、話し合いで解決するような問題ではない。となると答えは一つしかない。時村は、自分たちが持つ圧倒的武力を使い、鳴神をはじめとした、自分たちに従わない吸血鬼たちに戦争を仕掛けたのだ。内容はもちろん凄せい惨さんなもので……最終的には、互いに疲ひ弊へいしてしまい、相互に干渉しないという約束をし、決着ということになった。今の時村と鳴神の喧けん嘩かなど、そういった歴史から見ればかわいいものだ。昔だったら、間違いなくどちらかが大量の血を流していただろうな」

　過去を想像した京きよう一いち郎ろうは、思わず息を飲んでしまった。

「これは蛇足だが、御み神かみは、そのときに時村と戦った家系の一つだ。その家系から紅あかい瞳ひとみという凶悪な鬼が出たことを恐れた時村は、幼い頃ころの御神樹じゆ里りを隔離し、管理したのだ。まあ、簡単に言ってしまえば、復ふく讐しゆうを恐れて監禁したということだ」

「監禁……馬ば鹿かな。今の時代に、そんなことが」

「憎しみの連鎖とはそういうものだ。たとえば恋人を殺されたとして、お前は復讐せずに忘れることができるか？」

「……」

「そういうことだ。奇麗事で片付くのは、絵本の中だけの話だ。大人はいつでも、冷たい現実としか向き合っていない」

　詳しい歴史を何も知らない。ただそれだけで、京一郎は何も言えなくなっていく。

「やがて、不干渉という契約を取り交わした時村は、邪じや魔まされることなく勢力を拡大していった。元々、迫害さえなければ、吸血鬼というのは優れた人種なのだ。成果のほうは凄すさまじく、それを、今日の時村が証明している」

　世界的大富豪、時村。その地位を築くために、流してきた血の量は計り知れない。

「となると黙っていないのが教会だ。時村が建てた吸血鬼のための学校、神じん愛あい学がく園えんのすぐそばに、教会直結の学校を建てるという手段にでた。といっても、本気でことを構えるつもりはなく、あくまでも形式だけのパフォーマンスだがな」

　それは京一郎もよく知っている。つい先日も、その関係で一波乱あったところだ。

「そこまでが、過去から今に至るまでの大まかな流れだ。それは理解できたな」

「はい。要点はちゃんと理解したつもりですけど……それで、委員長さんが言っている我々というのは、どこに出てくるんですか？」

　子供だったら泣き出しそうになるくらい厳しかった焔の視線が、更に厳しくなる。本題は、ここからということだ。

「説明したとおり、時村がこの土地に生まれる前から、鳴神をはじめとした吸血鬼がこの土地には住んでいた。しかし、教会直結の組織がなかったからといって、野放しで生きていたというわけではない。この土地には、教会に代わる、人間が主体となる自衛組織があった。それが我々――退たい魔ま師しの一族だ。この一族は、吸血鬼に対抗するための力を生み出し、育てていった。それが、この蒼あおい光だ」

　蒼く光った左手を京きよう一いち郎ろうに見せつける。用が済むと、焔ほむらの左手の光は消えた。

「退魔師の一族は、その力を使い、長い間吸血鬼たちと敵対してきた。といっても、時とき村むらが仕掛けた戦争に比べれば、些さ細さいなものだがな。そうやって敵対しているうちに、ある吸血鬼の家系が、変わったことを言い出した。それは、『人に害をなす吸血鬼が現れれば、責任を持って自分たちが狩る。だから、それが終わるまで人間は手を出すな』ということだった。無論、簡単に信じられる話ではないが、その家は実際に、同族である吸血鬼たちを狩っていき、自分たちの言葉が嘘うそではないことを証明した。その家の名――今更説明するようなことではないが――鳴なる神かみだ。鳴神は同族が狩られていくのを不ふ憫びんに思い、それならば自分たちがと考え、汚れ役を引き受けたのだろう。裏切り者だと、誹そしりを受けるのを覚悟の上で。しかし、そのやり方は有効だった。そのおかげで、人間は吸血鬼に対して手を出しにくくなった。鳴神は自身が間に立つことで、両者の軋あつ轢れきを防いだのだ。それが縁で、我々の一族は鳴神と交流を持つことになった。といっても、何世代も前の話で、今の鳴神――菊きくはそのことを知らんがな」

「委員長さんが、退魔の力を持っているということは？」

「まだ知らん。無論、いつか話すだろうが、今はまだその機会に恵まれていない。鳴神菊は、私を普通の人間としか思っていないはずだ」

「そうなんですか……じゃあ、委員長さんは退魔師としての使命のために、この学校に潜入を？」

「その表現は正確ではない。私たちは、時村と敵対するために潜入したわけではない。むしろ逆だ。時村が我々を招いたから、私たちはこの学校に籍を置いているのだ」

「招いた？　何で？　時村は、自分を中心とした吸血鬼世界を護まもろうとしてるんじゃ……」

「そうだ。護るために我々は招かれたのだ。鳴神の登場により、退魔師の一族はその存在意義の大部分を失った。それによりかなり規模が縮小していったのだが、さすがに消滅するということはなかった。わずかにだが、確実に数を維持したまま、退魔師の一族は今世まで生きながらえてきた。生きながらえてきたということは当然、時村が起こした戦争を近くで見てきたということだ」

「まさか、そのとき時村と結託して、他の吸血鬼たちと戦って？」

「いや。さすがにそんな愚は犯さん。吸血鬼同士の戦争に、力を持った人間がかかわっていったら、問題が泥沼化していくだけだ。我々は手を出すことなく、遠くから見守っていただけだ。そうしているうちに、時村が起こした戦争は終わった。そして現在に至ったのだが……その間に、時とき村むらは我々に接触してきたのだ。目的は、『生活の面倒を見る代わりに、人に害をなす吸血鬼が現れたらそれを秘密裏に狩ってくれ』という契約をするためだった。時村の起こした戦争を見ていた我々だ。今後、ああいった悲惨なことが起こらんようにするため、我々は緩かん衝しよう材ざいとなるべく時村の誘いを受けることにした。そうして、この学校に籍をおくことになったのだ」

「それを、沙さ良らや由ゆ良らは……」

「このことを――時村の双子は知らん。時村の中にあるもう一つの時村の意思とでもいえばいいのか。時村が最も恐れているのは……自分たちの家系から、人に害をなす吸血鬼が生まれることだ。それが世に出てしまってからではもう遅い。鳴なる神かみやその他の一族、ましてや教会が参戦してきたら、時村のメンツは潰つぶれ、信用は地に堕おちる。それを防ぐためのジョーカーとして、時村は退たい魔ま師しの一族を懐に招き入れたのだ。無論、時村の血を引く者相手に切る、カードとしてな」

「そ、それが過去に切られたことは……」

　何となく、わかってきてしまった。

　時村と鳴神。その全すべてを知っていた蒼あおい十字架。

　紅あかい瞳ひとみの鬼から、自分を助けてくれたあの人は――

「一度だけある。時村から出た紅い瞳の吸血鬼。それと戦い、一人の人間が犠牲になった」

　――蒼を背負った一族の、女性だった。

「そ、それって……」

　聞こうとして、途中で気持ちが折れた。わかりきっている話を、今更聞いて何の意味があるというのだ。

「じゃ、じゃあ……もしも、沙良や由良が、何かの拍子で、人の血を吸う吸血鬼になってしまったとしたら？」

「無論。契約を遂行するだけだ。時村は、そのために我々に近づいてきたのだからな」

　どんな関係にも必ず表と裏がある。ただ、いつだって、裏側は冷たいというだけだ。

「といっても、今の双子にその危険はないだろう。それは、葵あおいからも報告を受けている」

「会長っ？　そ、そうだ。会長は……あの人も、退魔の……」

「何だ？　その点は推測できていなかったのか？　まあ、無理もない。あの能天気な女が、そんな役目を背負っているとは夢にも思うまい」

「か、会長も、委員長さんみたいな力が使えるんですか？」

「いや。葵にはその才能がなかった。葵がおこなっているのは、主に緩衝材としての役割だ。問題が起これば、素早くその間に入り問題を解決する。言うなれば調停者として、葵はこの学校の生徒会長をやっている」

「調停者……」

　思い当たる部分はたくさんあった。

　豊富な知識に公平な判断。行き届いた気配りと適切な処理。

　全すべて、調停者としての名に恥じぬものだった。

「まあ、今回は相手が悪く、怪け我がを負ってしまったがな。お前が気を失ってからも、葵あおいは怪我をおして、できる限りのことをしていた。その結果、命に別状はないが疲労が大きく、今も他の病室で眠っているところだ」

「か、会長……」

　京きよう一いち郎ろうはシーツを握にぎり締めた。あの笑顔の裏で、そうやって生きてきたのかと思うと……自分が情けなく思えて仕方ない。

「大体の話はこれで終わりだが、他に何か質問は？」

「……委員長さんは、これからどうするんですか？」

「無論。時とき村むらとの契約を遂行するだけだ。紅あかい瞳ひとみの吸血鬼となれば、時村だけでは荷が重いからな。我々が前に出なければならんだろう……………そういえば、時村沙さ良らと鳴なる神かみはどうした？　お前を心配し、廊下で病人のことも考えず喧けん嘩かをしていたはずだが」

「二人だったら、委員長さんが来る前に、決着をつけにいくって出て行きましたけど……」

「なにッ？　ちッ。読みが浅かったな。こうも早くあの二人が行動を起こすとは――」

　凛りんとした表情を崩し、丸まる椅い子すを倒す勢いで焔ほむらが立ち上がる。

「あの二人……早まったことを。紅い瞳と正面からぶつかって、勝てると思っているのか。無策で行って勝てる相手ではないことは、よくわかっているだろうにッ」

「……委員長さんは、何か作戦でもあるんですか？　あの、紅い瞳の吸血鬼に勝つ作戦が」

　厳しい視線。その眼めは、戦場を指揮する者の眼だった。

「作戦と呼べるほど大したものではないがな。吸血鬼には、どうすることもできないある弱点がある」

「弱点？」

「それは、力を使い過ぎると、その血によって自らが『破滅』するということだ」

「『破滅』……それって」

「その名の通り、自らの身を滅ぼすということだ。吸血鬼であれば、全員が例外なくその危険性を有しており、誰だれであろうがその弱点から逃れることはできん。それは過去から伝わってきたことで、最近でも――時村から出た吸血鬼が、その運命を迎えた」

「あ、あの吸血鬼も……」

「そうだ。まあこちらも、それだけの力を使わせる代償として、一人の人間を失ったがな」

　あの人は――最期まで諦あきらめなかった。

　だから、最期の最期まで、戦い続けた。

「『最期の紅の名クリムゾンラストネーム』。我々が使っている暗号のような言葉で、意味は――力を使わせて、吸血鬼を『破滅』させろというものだ。吸血鬼が迎える結末は『破滅』。それ以外の結末は、ありはしない。ましてやあの女は、『赤の極点クリムゾンブラツド』、お前の血を吸った。凶悪なまでに力が増しているだろうが、その分リスクも増した。それを利用してあの女に必要以上の力を使わせれば――最低限の被害で、『破滅』という結末に導くことができる。我々にとっての、最善の結末にたどり着くことができるのだ」

　本当にそうだろうか……それが、最善の結末なのだろうか。

　思っても、言葉にすることができなかった。

「そのために御み神かみ樹じゆ里りの下もとに向かうのは、当初からの計画通りなのだが……時とき村むら沙さ良らと鳴なる神かみが先に行ったとなると、こちらも急がねばならんな。あの女……肝心なときに限って、いつも行動が遅い」

「あの女？　それって、会長のことですか？」

「違う。葵あおいの百倍戦力になるかわりに、葵の百倍面倒で変な女だ。協力を頼むのは不本意だが……あの女抜きで、紅あかい瞳ひとみの吸血鬼と渡り合うのは不可能だからな」

「そ、それって……」

　思い当たるのは、長い黒髪が特徴の、態度がでかい変な先輩だった。

　確かにあの人なら……いや、あの人以外に、この状況をひっくり返せる人がいるとは思えない。

「その女と合流し次第、私は御神樹里の下へ向かうが……お前はどうする？」

「お、俺おれは…………………………」

　長い沈黙の後のち、京きよう一いち郎ろうはうつむいてしまった。

　俺にいったい何ができる？

　答えはいつも――何もできはしない、だった。

「……そうか。安心しろ。この状況でお前を責める者など一人もおらん。むしろ、あのとき葵を庇かばってくれて感謝しているくらいだ。お前の血を吸ったことで、御神樹里の危険度は増した。しかしそれは同時に、『破滅』が早まったということでもある。お前は――もうお前の仕事を終えたんだ。だから、そこでゆっくりと怪け我がを治せばいい」

　菊きくが焔ほむらを尊敬している理由がよくわかった。厳しい態度の中にも、焔は優しさを隠している。こういう人物だからこそ、特殊な学校の風紀委員長をやれるのだろう。

　別れ際は何も言わず、焔は黙って病室を出て行った。

　一人になった京一郎は、深く瞳を閉じ、強く唇を噛かんだ。

　何か……何かを、俺は間違えようとしている。何か……間違っている。

　そんな予感があったが、それが何なのかわからなくて――京一郎は逃げるように瞳を閉じることしかできなかった。

　耳鳴りがしそうな静寂と、治さなければいけない怪我。

　逃げようとする心に同調するように――

　いつしか、京きよう一いち郎ろうの体は眠りに落ちてしまった。





「……今更だけど、一応お礼だけは言っておいてあげる」

　駅前から、少し離れた場所にあるオフィス街。立ち並んだビルに挟まれるように、四車線の車道がある。オフィス街は、退社時間を過ぎたら劇的に人の数が減る。それに加え、すでに夜も深い。

　並んで歩く時とき村むら沙さ良らと鳴なる神かみ菊きく以外に、人影らしいものはまったくなかった。

「何ですか。やぶからぼうにお礼だなんて？　何か悪わる巧だくみでもしてるんですか？」

「ふんっ。やっぱりムカつく女ね、あなたって……あれよ、あれ。由ゆ良らが問題を起こしかけたときに、由良を助けてくれてありがとうって言ってるのよ」

「ああ、あのときのことですか。だったら、私にお礼を言う必要なんてないですよ。あれは、京一郎さんがそうしろって言ったから、そうしただけです。別に私の意思じゃないですから。まあそれでも、お礼が言いたいんだったら受けつけてあげます。さあ。お礼を言ってください」

　相手が頭を下げようとしているから、菊は調子に乗って胸を張ってやった。返ってきたのは、お礼ではなく手首のスナップを利かせたきれいなゲンコツだった。

「いたいッ。何するんですかッ？　あなたがお礼を言うって言ったから、私は素直に言われてあげようとしたのに」

「どこの世界に胸張ってお礼を言えって言う女がいるのよ。馬ば鹿かじゃないッ。頭おかしいんじゃないのッ。常識ってものがないのッ。ああもういいわ。気が変わった。あんたみたいな赤毛のチビには、一生お礼なんて言ってやらないから」

「上等ですよ。そっちがその気なら、こっちもその気ですから。もう二度とお礼なんか受けつけてあげませんから。ふんっ」

　右を歩いていた菊は右に、左を歩いていた沙良は左に。それぞれ、意地を張ってプイッと顔を向けた。

　もうっ。やっぱり、時村沙良みたいな、性格の悪い人と一緒に来るんじゃなかったです。時村由良なら、もう少し話ができてやりやすいんですけど……………時村由良と、京一郎さん。大丈夫かな。

　病院で安静にしているとはいえ、この先どうなっていくのかはわからない。最近できた友達と、仮かり免めんとはいえ、恋人である二人のことを考えると、どうしても心配になってくる。

「……由良が言ってたわ。お菊ちゃんは、ドジで抜けてるけど、信用できる子だって」

「時村由良が？　……うん？　ドジで抜けてるってどういうことですか？」

「うっさいわね。事実なんだから文句言わないで受け入れなさいよ。それより、由ゆ良らがそう言うってことは、それは間違いない事実なんでしょうね。あの子、素直で可愛かわいくて優しくて、スタイルがよくて勉強ができて運動神経がいいうえに、私よりも人を見る眼めがあるから」

「……甘やかし過ぎなんじゃないですか？　あの人が、馴なれ馴なれしくて図ずう々ずうしい理由がわかったような気がします」

「事実だからいいのよ。馬ば鹿かでチビで乱暴で、ブスで頭が悪いからって嫉しつ妬としないでよ」

「くっ。この人だけは本当に……」

　二人は決して、顔を合わせようとしない。だが、会話だけはちゃんと続いていく。

「その由良があなたを認めたってことは……そういうことなんでしょうね。まあ、勘違いって可能性は充分あるんだけど」

「何が言いたいんですか？」

　沙さ良らは顔を上げ、何かを見上げた。追った視線の先には、ぽっかりと大きな月が浮かんでいた。

「京きよう一いち郎ろうの血……吸ったんでしょ？　特別よ。特別に、気づかなかったことにしてあげるから……その力を、私に貸しなさい」

「むっ。言い方が偉そうです。誰だれがなんと言おうが、京一郎さんの血は京一郎さんの物なんですから。別に許可を得る必要なんて――」

「時とき村むらが――鳴なる神かみが力をつけようとしているのを、見逃せるわけがないじゃない」

「……」

　聞いた話程度だが、菊きくは、過去に時村が仕掛けてきた戦争のことを知っている。それを踏まえれば、今こうして、並んで歩いていることも奇き蹟せきのような話なのだ。

「過去に、何があったのかは詳しく知らないわ。でも、私はあなたを――鳴神を絶対に認めてはいけない立場の人間なのよ。何の理由があって、時村があなたの入学を許可したのか知らないけど……もしも京一郎が間にいなかったら……どこかで必ず、私とあなたは剣を交えていたでしょうね」

「……それは、認めますけど……」

「『赤の極点クリムゾンブラツド』は、最高の切り札にして禁きん忌きなの。それをあなたに渡すってことの意味……馬鹿は馬鹿なりに、ちゃんと理解してよ」

　吸血鬼を支配する一族の女として、強い覚悟と使命感を持っている沙良は、もしも、菊がその力を使って何かをしたら、命をかけて責任を取るだろう。

　そんなに知っているわけではないが、沙良ならばそうすると、菊は思った。

「だったら、あなたが京一郎さんの血を吸ったらよかったじゃないですか？　切り札って言うんだったら、こんなときに切らないでいつ――」

「時とき村むらがあの血を吸ったら終わりよ」

　抑揚のない声で言われ、菊きくは言葉を詰まらせてしまった。

「そもそも、どうして吸血鬼は、他人の血を吸ったら力が増すと思う？」

「そ、それはその……詳しく知らないですけど……」

「血を吸うことで、相手の情報を体が理解し、それに合わせた幻術が創つくりだせるようになるからよ」

「ど、どういう意味ですか？」

「要は、経験を積み、その経験を生かす形で、力が使えるようになるってこと。血を吸うことで、自分の中にはなかった情報を手に入れることができる。その情報を生かして、より相手に作用する幻術を創りだすことができる。それが、血を吸ったら力が増すという、吸血鬼の仕組みよ。その中で……京きよう一いち郎ろうの血は、普通の人間数百人とほぼ同じっていう、途方もないレベルの情報を持っているの。だから、その血を吸うことで、一時的とはいえ、究極に近いレベルの吸血鬼になることができる。そして究極になった吸血鬼には、血と共に、相手が持っている血の情報を根こそぎ奪っていくという副次的能力まで備わるの。血を吸うことで、相手の吸血衝動と力を失わせることができる……あなたは、それを利用して由ゆ良らを助けてくれた。そこにはほんの少しだけ、感謝してやるわ」

　長々と、吸血鬼に関する説明をしてくれた沙さ良らの本音を、菊は理解した。素直じゃないから、こうやって遠回りでなければ、お礼の一言にたどり着けなかったのだ。

「吸血鬼が血を吸うことのシステムは理解しました。で、それと時村が京一郎さんの血を吸えないことに、どんな関係があるんですか？」

「……簡単な話よ。吸血鬼としての力が強いっていうことは、時村は元々、その体に莫ばく大だいな量の情報を宿してるっていうことよ。そこに、更に莫大な量の情報を与えたらどうなると思う？」

「……パンク、しちゃいますね」

「そういうこと。だから時村は、間違っても京一郎の血を吸ってはいけないのよ」

「そうなんですか……むっ。ちょっと待って下さい。ということは、あなたはいつか私がパンクすることを願って、京一郎さんの血を吸うことを黙認してるんじゃ……」

　遠くを眺めたまま、沙良は「けっ」と意地悪に鼻で笑った。

「私としては、そうなってほしいんだけど……残念ながら、そうなることはないわ。そこが、京一郎が持っている血の、最大にして最高の利点よ。あの血は、幻術に必要な莫大な情報を相手に与えるにもかかわらず、相手の体には一切残らないのよ。言うなれば、まったく副作用がないドーピング。蓄ちく積せきすることがないから、何度でも吸えて、何度でも最高の効果を得ることができるのよ」

「そ、そんな便利な血だったんですか」

「何よあなた？　チビで馬ば鹿かのくせに……違った。京きよう一いち郎ろうの血を狙ねらって京一郎に近づいたくせに、そんなことも知らなかったの？」

「ふ、副作用がないことは、何となく知ってましたけど……」

「はぁーあ。これだから馬鹿は。とにかく、京一郎の血はそういうもので……唯一の弱点は、利点でもある、体に残らないっていうことよ。体に残らないっていうことは、力を維持し続けられないっていうことでしょ？　だから熱が冷めていくように……京一郎の血から得た力は、いつかきれいに消えてなくなってしまうわ」

「……でも、しばらくの間は、確実に力が増しているということですよね？」

「そうね。吸血鬼の究極――吸血姫レイブラツドと呼ばれるほどにね。そして、私たちがこれから戦おうとしているのは――」

「京一郎さんの血を吸った、究極の力を持っている吸血鬼……」

「気持ちはわかるけど、怖おじ気けづいてる時間はないわよ。時間制限つきとはいえ、今のあの女は最悪に危険な存在なの。放ほうっておいても、どうせ別の誰だれかの血を吸って力を増すに決まってるんだから……」

「わかってます。わかってるから、私はあなたと行動を共にしているんです」

　さすが時とき村むらといえばいいのだろうか。時村側は、すでに御み神かみ樹じゆ里りの居場所を掴つかんでいた。

　掴んではいたが、特にこれといった行動は仕掛けていない。あまりにも強力な存在であるがゆえに、時村が持っている最高のカード、沙さ良ら以外は手を出すことができないのだ。

　そして今、二人はその場所に向かっている。

　オフィス街にあるバス停。

　白い髪に左目を覆おおい尽くした包帯。異常な風ふう体ていの少女、御神樹里はバス停のベンチに腰かけ、文庫本を読んでいた。

「さあ、話してた最悪を見つけたわよ。準備はいい？　赤毛。あなたも京一郎の血を吸ったんだから……できる限りのことはしなさいよ」

「わかってます。私は……私のすべきことをします」

　そこらじゅうの地面に、無数の、細身の剣が突き刺さった。

　沙良が創つくりだした剣の世界。吸血鬼を統すべる一族、時村だからこそ創りだせる、圧倒的な幻術の世界。

　呼応するように、菊きくは我が身を包む赤い羽衣を創りだした。吸血鬼としての力を使い、菊が創りだした彼女の武器だ。

　そのまま、菊は力を増し、この世界を赤く染め上げるだけの幻術を展開しようとした。

　だが――

　……おかしい。いつもみたいな、強力な力を感じない。それでも、京一郎さんの血を吸ってない、いつもの私よりは強いみたいですけど……でも、こんなものじゃない。京一郎さんがそばにいるときの私は、もっと――――ッッ。

　京きよう一いち郎ろうがそばにいる。

　自分で意識して、その存在の大きさと、その意味に気づいた。

　吸血鬼が使う力――『血の共鳴ブラツドシンパシー』の正体は幻術だ。その力の強弱は、本人が有している才能に頼る部分が大きいが……強く信じる力がなければ、最大限の力を発揮することはできない。

　京一郎の血を吸い、菊きくが吸血姫レイブラツドへと昇華するとき。そばにはいつも京一郎がいてくれた。そしていつも、俺おれを信じていれば勝てるという魔法をかけてくれていた。

　今は、そう言ってくれる京一郎がそばにいない。

　血を吸ったことで格段に力が増していても――限界を超えるだけの何かを、菊一人ではつくりだすことができなかった。

「どうしたのよ赤毛？　怖おじ気けづいたんだったら、帰ってもいいのよ」

「か、帰ったりなんかしません。ちょっと、考え事をしていただけです」

　それでも、普段の数倍の力が出ていることは間違いない。相手が途方もない怪物だとしても、この力ならある程度は戦えるはずだ。

　そして、そばには最大の敵であるはずの――時とき村むら沙さ良らがいる。

　やり方次第では、充分に勝機があるはずだ。

　二人がすぐそばまで来ると、樹じゆ里りは無言のまま、読んでいた文庫本を閉じた。

　そして戦場に誘いざなうかのように、一台の車も通らない、広い車道へと歩き出す。

「待っててあげたの。必ず、わたしを追いかけて誰だれかが来るって思ってたから。追いかけっこは嫌いだから、ここで早く終わらせてしまいましょう。それに……『赤の極点クリムゾンブラツド』っていう血の力も使ってみたいし」

　スカートを揺らし、微笑を交えてそう言った樹里は、少女の姿をした死神のようだった。

「いいわよ。ここで終わりにしてあげる。ただし、あなたにとっては、あまりいい結末じゃないけどね」

　沙良は、近くに刺さっていた細身の剣を手に取り、樹里に向かっていった。羽衣を揺らし、菊もその後に続く。

　威い嚇かくのために軽く振った樹里の指先を、赤い残光が追いかける。一瞬、その美しさに眼めを奪われた次の瞬間、正面にいたはずの樹里が体ごと消えてしまった。

「危ないッッ」

　少し後ろにいたから、菊はその姿を捉とらえることができた。

　沙良の斜め後ろ。沙良にとっては完全に死角となる暗くら闇やみから、樹里は爪つめを振り上げながら姿を現した。

　肩で沙良の体を押し、菊は羽衣を使って樹里の爪をガードする。普段の菊の力だったら、そのまま羽衣ごと体を切り裂かれていた。だが、力を増している今の状態であれば、問題なくその一撃を受け流すことができた。

「誰だれ、あなた？　時とき村むらとは関係のない人みたいだけど……まあいいや。邪じや魔まするんだったら、あなたも裸にしてあげちゃうから」

　こんな小さな子が、こんなにも冷たい顔で笑うのか。

　そう思わずにはいられない、樹じゆ里りの微笑だった。

　菊きくに肩で押された沙さ良らは、素早く体勢を整え、樹里に切りかかった。

　不必要なほど大きな跳躍で、樹里は二人との距離を取る。

　距離を取り、構えることなく樹里は立ち尽くす。クスッと、小さな笑みを浮かべた瞬間、音を置き去りにする速さで二人に襲い掛かった。

　振り下ろす爪つめを、前に出た菊が羽衣で受ける。その隙すきを突いて切りかかった沙良の剣を、樹里は振り上げる爪で弾はじき飛ばした。

「ちッ。忌いま々いましい」

　舌打ちした沙良はバックステップで距離を取り、地面に刺さっている別の剣を抜こうとした。それを、赤い残光をばら撒まき、樹里の鋭利な爪が追う。

「時村沙良ッ」

　追いかける形で、菊が樹里の背中を狙ねらう。気づいた樹里は素早く振り返り、大げさなまでに大振りで爪を振り上げた。

「赤毛ッ」

　爪は、菊の体ギリギリを駆け抜けていった。もしもまともに当たっていたら、赤い残光は、そのまま赤い鮮血へと形を変えていただろう。

　逃げ遅れた菊の髪の毛が、数本夜空に舞う。

　新たな剣を手に取り沙良が攻撃を加えると、樹里は手を伸ばしても触れることができないほど、大きく距離を取った。

「やっぱり……大人は嘘うそつきで卑ひ怯きよう。二人がかりだと、面倒で時間ばかりかかっちゃう」

「卑怯なのはどっちよ。人の血を吸って力を蓄えて……文句が言いたいんだったら、自分の力だけで戦いなさいよ」

「やだ……あなたは偉そうで下品だから嫌い」

「そうです。時村沙良は偉そうで下品だから、少し自じ重ちようしたほうがいいです」

「あなたは黙ってなさいよッ」

　味方であるはずの菊に、沙良の一いつ喝かつが飛ぶ。だがそこに憎々しさはなく、聞きようによっては、信頼しているからこその軽口にすら聞こえる。

「ふーん。仲良しの喧けん嘩かなんて、わたしに見せないでよ。大人の自慢とか、大ッ嫌いなんだから」

「どこが仲良しの喧けん嘩かよッ」

　沙さ良らが剣の切っ先を突きつける。戦闘状態を維持したまま、菊きくはそのそばに場所を移す。

　どうにか……戦えるレベルのようだ。一人だったら、あっさり終わってもおかしくない力量差だが、二人ならば渡り合える。

　沙良と菊。言葉こそ交えないが……この瞬間は、お互いを味方として信頼していた。もちろん、そうしなければ戦えないという現実があるからこそだが。

「まあいいや。そっちが二人だったら、こっちも二人でいいでしょ。最初に卑ひ怯きようなことをしてきたのは、そっちなんだから」

　空気が収縮し、収縮した空気が赤く染まる。

　途方もない何かが姿を現す。二人は気配でそれを察した。

「ここからよ、チビ。あの爪つめとあの動きは、あの女にとってはただのオマケよ。あの女の本当の武器は……まだ姿を現してない」

「それくらい、わかってます」

　唾つばを飲み、冷たい汗を流しながら、二人はその瞬間を待った。

　形作られたのは、大きな翼つばさを持ち、赤い炎ほのおを纏まとった鳳ほう凰おう。紅あかい瞳ひとみの怪物は、自身の存在に引けを取らない怪物を創つくりだした。

「……死んだら、骨くらいは拾ってやるから」

「……あなたのお墓に、お饅まん頭じゆうくらいだったら供えてあげてもいいです」

　互いを奮い立たせるため、二人は悪態をついた。

　鳳凰が翼を広げて舞い上がる。もう――後戻りはできない。

「いくわよ、チビっ。足を引っ張らないでよ」

「偉そうに言わないでください」

　先制攻撃として、沙良と菊が同時に駆ける。相手を自由にしたら、間違いなく戦力差によって圧殺される。それを予感したからこその、先制攻撃だった。

「燃えちゃえ……大人は全部」

　舞い上がった鳳凰は急降下し、炎の体で二人を撫なでる。

　菊が羽衣で防ごうとするが、攻撃力のレベルが違う。

　車に轢ひかれたかのような重量と、炎に直接触れたかのような熱量――後ろにいた沙良ごと、菊の体は数メートル後方に吹っ飛ばされてしまった。

「きゃあっ」

　悲鳴をあげたのは沙良。反撃を狙ねらっていたせいで、菊よりも無防備に攻撃を受けてしまったのだ。

「あはははは。どうしたの？　偉そうな態度はもうやめたの？　やっぱり、大人って卑怯。自分より強い相手には、何も言わないんだから」

　役目を終えた鳳ほう凰おうが、樹じゆ里りのそばへと舞い降りる。

　菊きくは自分のダメージを確認しつつ、沙さ良らの様子を窺うかがった。

「時とき村むら沙良。一応心配してあげますけど、大丈夫――」

　一目でわかる、生々しくて酷ひどい火傷やけどが、沙良の左腕にできていた。眼めを逸そらしたくなる光景だが、本人である沙良は一切怯ひるんでいない。

「大丈夫よ。これくらいの怪け我が。切り裂かれた由ゆ良らに比べたら、小さなものよ。それよりチビ。作戦があるから聞きなさい」

「さ、作戦？　そんなことより、今は傷の手当てを――」

「いいのよ。私の腕なんかどうなっても。それより、今はあの女をどうにかすることにだけ集中して……お願い、だから」

「と、時村沙良……」

　時村の女として、その身に背負った覚悟を見せつけられた。

　菊は素直に、沙良の言葉に耳を貸すしかなかった。

「一瞬でいいわ。一瞬でいいから、あの馬ば鹿か鳥の動きを止めて。そうすれば、私が必ずあの馬鹿鳥を切り裂いてやるから」

「き、切り裂くって……そんな無む茶ちやなこと」

「やれるわよ。私だって、時村の血を引いてるんだから。それよりその後、あの女は必ず隙すきをつくるはずだから……その瞬間を見逃さないで。いい？　一瞬よ。あの女が、私たちを舐なめている今の間しか勝機はないわ。一瞬に全力をつぎ込んで、後悔する前にあの女を黙らせるわよ」

「……もしも、失敗したら」

「成功しなかったら、そこで終わりよ。元々、ムカつく話だけど、それくらいレベルが違うんだから」

　息を呑のみ、菊も覚悟を決めた。

　沙良の言うとおりだった。一瞬のみたどり着ける限界以外、御み神かみ樹里にはとどかない。ならば、その一瞬に賭かけるしかない。

「最初の一撃を、私が真正面から受けます。ほんの少しだと思いますけど、それで、あの鳥の動きが止まると思いますから……後は任せますよ」

　言葉ではなく瞳ひとみで、沙良は菊の呼びかけに答えた。

　そして、羽衣を纏まとった菊が樹里の正面に立つ。

「どっちにする？　炎ほのおで焼かれるのと、爪つめで裸にされるの。わたしはどっちでもいいけど……あ、そうだ。逃げたいんだったら、逃げてもいいよ」

「逃げません。私は、あなたを倒しに来たんですから」

「あっそ。じゃあ、炎で焼いて裸にしてあげる」

　鳳ほう凰おうが舞い上がる。翼つばさを広げただけで、肌を刺すような熱風が襲ってきた。

「ほら。燃えちゃえっ」

　樹じゆ里りの合図と共に、鳳凰が空を舞い、二人の少女に襲い掛かる。

　翼を広げ、小細工ナシでぶつかってくる鳳凰の体を――菊きくは両手を突き出し、全力まで力を高めた羽衣で受け止めた。

「くっ。くぅう……………」

　重く、かつ、熱い。掻かいた汗は一瞬で蒸発し、奮い立たせた心は秒単位で焼き尽くされていく。それでも、菊はその場を逃げずに、鳳凰に対して両手を捧ささげ続ける。

　赤き炎ほのおが臨界点を迎える。

　重量をもって襲い掛かってくる灼しやく熱ねつの炎を、菊は自らの限界で受けきった。

「上等よ。鳴なる神かみ菊ッ」

　火傷やけどの痕あとが痛々しい左手を気にすることなく、沙さ良らは両手で剣を握にぎっていた。

　攻撃を受けきられた鳳凰が、力の逃げ場所を求めて顔を上げる。

　その隙すきを――剣の世界の支配者は見逃さない。

　完全に無防備となっている鳳凰の体。

　沙良は風のような速さで駆け抜け――その体を真正面から真まっ二ぷたつに切り裂いた。

「うそ……」

　最も信頼しているものを切り裂かれたことで、樹里の時間に空白が生まれる。

　今度は菊が風のように動き、樹里に対して攻撃を仕掛けた。

「くッ」

　しかし、疲ひ弊へいしていた菊では、樹里の動きを捉とらえきることはできない。樹里は跳び上がり、菊の攻撃を軽くかわした。

「あの子が倒されるなんて、ビックリした。でも、残念。それだけじゃ、わたしには勝てないから」

「残念？　それはこっちのセリフですよ。まだ、こっちの攻撃は終わってないんですから。そうですよね――時とき村むら、沙良ッ」

「―――――」

　跳び上がることがわかっていたかのように、最高の場所に、その少女はいた。

「そうよ。残念なのは……あなたのほうよ。御み神かみ樹里ッッ」

　月を斬きるかのように、美しき剣先が虚こ空くうを駆ける。

　沙良が振り下ろした剣は、樹里の体を完かん璧ぺきに捉えた。

「きゃあぁぁぁッ」

　少女らしい悲鳴を上げ、樹里の体が地面に倒れこむ。

　数秒後。

　全すべて終わったと予感させる静寂が、あたり一面を包み込んだ。

「まさか……殺したんじゃないですよね？」

「……そうなっても構わないと思って斬きったんだけど……そこまでの手ごたえはなかったわ。攻撃力と同じくらい、防御力もあるっていうことよ。『血の共鳴ブラツドシンパシー』で創つくりだした武器じゃあ、意識を切り取るのが精一杯っていうところね」

「そうですか。それなら、それでいいですけど……この先、この子をどうするつもりなんですか？」

「殺すタイミングを逃した以上……今までよりも厳重に隔離するくらいしか、選択肢はないわよ。どっちにしろ、無罪放免で放ほうっておくことなんてできないんだから」

「それはまあ、そうですけど……」

　どうして人の血を吸ってまで、力を求めたのか？　どうして『赤の極点クリムゾンブラツド』のことを知っていたのか？

　菊きくとしては、聞きたいことが山ほどあった。だが、こうなった以上、もう話をすることはできない。終わった問題を、好奇心で掘り返すような真ま似ねをしてはいけないのだから。

「あの……い、今更ですけど、誤解されたら困るので、はっきりと言っておきます。協力するのは、今回限りですから。もう二度と何があっても、私は絶対に時とき村むらには手を貸しませんから。いいですか？　それを忘れないでくださいよ」

「ふんっ。そんなのこっちだって最初からわかってるわよ。それよりこっちも言いたいことがあるの。もう二度と、京きよう一いち郎ろうの血は吸わないでよ。次に京一郎に近づいたら、その赤毛を全部、紫に染め替えてやるから」

「な、何でそんなことをあなたに言われないといけないんですか？　わ、私と、京一郎さんは……ま、まああの……京一郎さんが一方的にそう言っているだけとはいえ、恋人同士なんですから。その辺は、二人の自由じゃないですか」

「何が恋人同士よっ。サルみたいな顔して。どうせそれも、はっきり断れない京一郎につけ込む形の、強引な詐さ欺ぎ商法でしょ」

「だ、誰だれがサルの詐欺師なんですかッ。ああもういいですッ。ちょっとだけ、時村のことを見直してあげようと思いましたけど……意味がないからやめました。時村なんて大ッ嫌いですから。ふんっ」

「上等よチビッ。お礼代わりにバナナを一本だけ送ってあげるから、ウッキーって言いながら食べたらいいのよ」

「うるさいですバカッ」

「何よッ。ふんっ」

　互いに顔を逸そらし、そっぽを向いてしまう。

　二人とも、もっとちゃんとしたことを言いたいはずだった。だが、どうしても意地の張り合いになってしまう。

　悪気があるわけではない。素直ではないだけだ。そしてそれが、時とき村むら沙さ良らと鳴なる神かみ菊きくという、二人の少女の共通点であった。

「チビ……」

「何ですか？　性格の悪い性しよう悪わる女」

　むず痒がゆそうに、クソ面白くなさそうに――だけど誤ご魔ま化かすことなく、沙良は言った。

「ありがとう……今回だけは、あなたに助けられたかもしれないわ」

　むず痒そうに、クソ面白くなさそうに――だけど逃げることなく、菊は答えた。

「どういたしまして……って、今回だけは言ってあげます」

　何ともいえない空気が二人を包む。

　二人は妙な居心地の悪さを感じ出し、逃げ出したい気分になっていた。



「お話、終わった？　じゃあ、もういいよね」



「ッ―――――」

　二人の呼吸が止まり、沙良と菊は同時に振り返った。

　視線の先では――



    

  
    
      



    

  
    
      　御み神かみ樹じゆ里りがバス停のベンチに座り、文庫本を開いていた。

「な、何で……どうして……」

　クスッと笑い、文庫本を閉じる。ベンチから立ち上がった樹里の体には、傷一つついていなかった。

「まだわからないの。やっぱり、大人って偉そうな顔してるくせして馬ば鹿か。あなたたちは、ずっとわたしの幻と戦っていたのよ。わかる？　あなたたちは、わたしの幻と戦って、わたしの幻が創つくりだしたあの子を斬きって、わたしの幻を倒しただけ。じゃあ、本当のわたしは何をしてたと思う？　ほら、大人なんだからちゃんと答えてよ」

　楽しそうに笑う樹里の顔は、一人の立派な鬼だった。

「うそ……そんな……………」

　さすがの沙さ良らも、心が完全に折れてしまっていた。

　二人が協力してたどり着いた限界は――樹里にとっての、お遊びでしかなかった。

　逃げ出したい。泣き出したい。

　そんな気持ちすら、今の二人には湧わき上がってこない。

　今はただ、現実が受け入れられずに呆ぼう然ぜんとするだけだった。

「ブー。時間切れ。答えを教えてあげる」

　言葉と共に、樹里の姿が消える。次の瞬間、沙良の体が吹き飛ばされ、地面に転がった。

「時とき村むら沙良ッ」

　悲鳴にも似た菊きくの叫び。

　菊が最後に見たのは――夜の闇やみを奔はしる、赤い残光だった。

「わたしは最初からずっと、座ったまま本を読んでいました」

　服が引き裂かれ、体が吹き飛び意識が刈り取られる。

　京きよう一いち郎ろう、さん……………

　無意識のうちに呟つぶやいたその名と共に、菊の意識はゆっくりと消え去っていった。



    

  
    
      
３　「はじまりから、終わりへ向けて」



「う、うぅん……」

　意識を取り戻すと同時に、古こ城じよう葵あおいは顔に違和感を覚えた。

「え？　え？　お、重くて、ふわふわ……」

　毛むくじゃらででっかい肉の塊が、視界の全すべてを占領する。手を伸ばして掴つかんだそれは、葵の盟友、デブ猫のシュナイダーであった。

「しゅ、シュナイダー……どうして、あなたがここに？　というより……どうして、わたしの顔の上に……」

　ここが病室だということはすぐにわかった。体を起こし室内を見回す。壁際に、選抜校区の制服を着た、長い黒髪の女生徒がいた。

「あ、駄目よジョニー。こんな、誰だれもいないからって病室なんかで迫ってきたら……そんな、あっ、だめ……もう。強引なんだから……うーん」

　タコみたいなアホ顔で、その女生徒は唇を伸ばした。

　その女生徒が、友人の四し方ほう堂どう翼つばさだということはすぐにわかった。

「……翼さん」

「はっ」

　妄想の恋人相手にシャドー恋愛を楽しんでいた翼は、葵に声をかけられ硬直した。

「あの……病室なんて特殊な場所で、翼さんの妄想力に火がついたのはわかりますけど……できれば、そういうのは一人だけの時に楽しんでいただいて」

「なななな何よッ。こういう場所でそういうことしちゃいけないっていう法律でもあんの？　文句があるんだったらかかってきなさいよっ。相手になってやるわよ」

　力でなかったことにしてやろうという、強引な逆切れ。もちろん、迫力がなければ威圧感もない。それに加えて道理と正当性もないため、とても滑こつ稽けいな姿にしか見えなかった。

「翼さん……あなたがいつもどおり、へっぽこなのはよくわかりましたけど……どうして翼さんがここに？　それに、何でシュナイダーまで」

「ああ、そのデブ猫だったら、あたしが連れてきたのよ。そのために一回学校に寄ったから到着が遅れちゃったけど……あんたは寝てたから、別に問題ないわね」

「翼さんが連れて来てくれたんですか？　でも……それがどうして私の顔の上に？」

「そうすりゃ息ができなくなって眼めを覚ますと思ったのよ。ふっ。まあ、結果的にあんたは眼を覚まして、あたしの予想通りになったんだけど」

　手がつけられないくらい自信満々の態度で、翼は自慢の黒髪をかきあげた。友人ゆえ何度も見たことがある翼の癖で、そうしているときの翼は、例外なく自分大好きオーラを辺りに放ちまくる。

「息ができなくなって眼めを覚ます……そうですか。できれば、呼吸が止まるほうの身にもなって、考えてほしかったんですけど」

「大丈夫よ。あたしの呼吸は止まらないから」

「……」

　文句を言いたかったが、翼つばさ相手では言っても無駄なのでやめた。

「それより、女教師に聞いたわよ。通り魔に襲われて、怪け我がしちゃったんだって？　駄目よ。ニャン子はニャンニャン言うだけのへっぽこピー助なんだから。危ないところに近づいたら怪我するに決まってるじゃない」

「へっぽこピー助…………『純度百のへっぽこ』、翼さんにだけは言われたくなかった……」

「はっはっは。まあ、事実だから仕方ないじゃ……………うん？　『純度百のへっぽこ』ってどういうことよッ」

　プンスカプンスカ、翼が怒るが、それはあくまでも一時的なこと。

　付き合いが長い二人は――どちらからともなく黙り込み、大切なことを話すための空気をつくりだした。

「……やっぱり、行くんですか？」

「うん？　まあね。女教師に頼まれちゃったし……ほら。あたしって、見た目に比例するように中身も良いい女じゃない？　だから、頼まれたら嫌って言えないのよ」

「前に私がお願いをしたときは、コンマ数秒の速さでイヤッて言いましたけど」

「覚えてないわ。ほら、美女っていつも前だけを見て生きてるから。あたしは過去に縛られるのは嫌なの」

「はあ、そうですか……」

　翼が言う女教師とは、焔ほむらのことだ。葵あおいと焔。それなりに付き合いが長い二人を、翼はそれぞれ、女教師・ニャン子とあだ名で呼んでいた。

「でも……せっかく来てくれたのに申し訳ないですけど、今回は、翼さんが出向いていく必要はないですよ」

「にゃんですって？」

「学園内のことならいざ知らず、学園の外……しかも、時とき村むらが主導している今回の事件に、翼さんがかかわる必要はないですよ。だから、翼さんは気兼ねなく、ジョニーさんとの妄想ごっこを楽しんでください。何でしたら、私はしばらくの間病室を出てますから」

「……ああそうですか。お心遣い感謝しますよ……って、何よ。らしくないわね。いつもみたいな、あたしを利用しようとする狡こう猾かつさはどこにいったの？　それに、学園の外ってことなら、女教師もニャン子も同じじゃない。あたしだけ仲間はずれなんてズルイわよ」

「だって、実際に翼さんは……仲間じゃないんですから」

「にゃんですって」

　葵あおいは、翼つばさの顔が見れなくなってきた。

　退たい魔ま師しの一族として、葵は宿命を背負って神じん愛あい学がく園えんにやってきた。そこで出会った吸血鬼が翼で、過去に何度も、翼の力によって助けられてきた。

　何となくは、翼も見当をつけているかもしれない。だけどまだ一度も……葵は自分の口から、退魔師としての宿命を語ったことがない。

　怖かったのだ。

　親愛なる友達が……宿命のせいで離れていくことが。

　翼を失うことが怖くて、葵はずっとそのことだけは誤ご魔ま化かしてきた。だが、もうそれも限界だ。今回ばかりは相手が悪い。

　紅あかい瞳ひとみの吸血鬼が相手では、さすがの翼でもどうなるかわからない。ただでさえ、過去に、紅い瞳の吸血鬼のせいで恩師とも呼べる人を失ったことがあるのだ。

　もう、逃げてはいけない。

　全すべてを話して、事実を伝えて。翼には、身を引いてもらおうと思った。

「今まで、翼さんに隠してたことがあるんです」

「何よ……………はっ。ちょっと待ってやめてっ。彼氏がいるだなんて嘘うそみたいなことを言うのだけはやめてっ。他の女に後れをとったとしても、あんたにだけは負けたくないんだから」

「翼さん。大切な話なんで真面目まじめにお願いします」

「あ、あたしは結構真面目なんだけど……」

　どんな顔をしたらいいのかがわからず、葵は翼の顔を見ることなく、言葉を続けた。

「私は……普通の人間じゃないんです。時とき村むらと契約した一族の人間で……状況次第では、吸血鬼と敵対するかもしれない立場の人間なんです。わかりますか？　私は、いつあなたの敵になってもおかしくない人間なんです。だから、情を感じて、力を貸していただく必要はありません。今回のことは、時村との契約によるもので……私は、そうしなければいけなかったから、そうしただけで……あなたが、その仕返しに行く必要なんて……」

　気を抜いたら、涙が流れ出すような気がした。

　翼が相手だと、どうしても弱い自分が顔を出してしまう。

　信頼しているからこそ、本当のことが言える。

　信頼しているからこそ、失うことが怖い。

　そして信頼しているからこそ――失う覚悟をし、本当のことを言わなくてはいけない。

　翼が何て言うのか？　その反応全てが怖かった。

　肩の傷が、激しい痛みを訴えてきた。

「ニャン子……本気で、言ってるの？」

「はい。もちろん本気です。私は、翼つばささんと違って、真面目まじめにすべきところは真面目にしますから。だから、これは私の本音だと思ってください。もう、私のために翼さんが戦う必要なんてないんです」

「……」

「この学校に入学して、翼さんに出会ってすぐの頃ころ。吸血鬼のことで困っている私のために翼さんは戦ってくれましたよね。教会と揉もめたときも、翼さんは一人で乗り込んでいって戦ってくれて……もう、そんなことしてくれなくていいんです。私はずっと、あなたに甘え、利用してただけなんです。だからこれ以上優しくされると……私は、どうしていいのか、わからないですよ」

　ずっと、秘密を隠してきたという負い目があった。

　ずっと、翼を利用しているという負い目があった。

　本当の友達でいたいから――葵あおいは、自分の気持ち全すべてを、翼に伝えたかった。

「そう……ニャン子の本音、よくわかったわ。じゃあ、あたしはあたしの本音をあんたに聞かせてあげる。耳の穴かっぽじって、よく聞きなさいよ」

　翼が近づいてくる。葵は、最悪ぶたれると覚悟し、翼の行動を待った。

　近くにいたシュナイダーの体が宙に浮く。驚くと同時に、翼に体を掴つかまれたシュナイダーの旋せん風ぷう脚きやくが炸さく裂れつした。

「ふにゃぁ……つ、翼さん。いったい何を？」

　持っていたシュナイダーを放ほうり投げる。シュナイダーが見事に着地すると、翼は偉そうな態度で髪をかきあげた。

「何をじゃないわよ、このへっぽこピー助。一人でベラベラ喋しやべって気持ちよくならないでよ。は？　何？　普通の人間じゃなくて、吸血鬼と敵対するかもしれない？　私を利用してきた？　それがどうしたのよ。悪いけどあたし、宿命とか運命とか、そんなの全部どうでもいいって思ってるタイプだから。付き合う人間くらい自分で決めるわよ。そこで騙だまされたとしても、そんな人間を信じた自分が悪いって、ちゃんと自分で責任を取るわよ。だから、一人で勝手に、悲劇のヒロインみたいな顔をするのはやめてよね」

「つ、翼さん……」

「それにね、あたしは、あんたのために生きてあげた時間は一秒だってないの。いつだって、あたしはあたしのために生きてるの。今回もそうよ。スーパー美女で正義の味方であるあたしが、あんたみたいな弱虫をいじめる奴やつを放っておけるわけがないじゃない」

「で、でも……相手は、凄すごく危険な人で……」

　何度も見たことがある、翼の偉そうな態度。

「あたしを誰だれだと思ってるの？　四し方ほう堂どう翼よ。あたしはいつだって――」

　自らの存在を誇るように、翼は胸に手を当てた。

　そして、最高に偉そうに言い放った。

「――昨日の自分よりも、格かつ好こよく生きたいと思ってるだけよ。だから行くわ。だってあたしは、四し方ほう堂どう翼つばさなんだから」

　いつだってそうだった。

　普段へっぽこなくせして、いざというときはどうしようもなく格好いい。

　そんな翼が……葵あおいは好きだった。

「……怪け我がしても、知りませんから」

「大丈夫よ。美女は大した怪我をしないって、世界の法則で決まってるから。それよりあんたは、あんたにできることでもしてなさい。今までみたいにね」

　付き合いが長いからこそのセリフだった。

　この絆きずながあったから、葵は今まで前を向いて生きていくことができた。

「んじゃね。お土産みやげ買ってこないから。楽しみにしないでね。あ、それと――」

「はい？」

「あんたが何と思おうが、あたしはあんたの友達でいてあげるから」

「翼さん……」

「だから、先に彼氏とか作ったらぶっ殺すから」

　最後に怖いことを言い残し――だけど笑顔で手を振りながら、翼は病室を出て行った。



    

  
    
      



    

  
    
      　最強最悪の鬼を相手に、格かつ好こつけるためだけに――

　残された葵あおいは病室を見回し、壁にかけてある自分の制服を見つめた。

　あそこまで格好いい姿を見せられたら、もうメソメソするわけにはいかない。

　まだ、私には――すべきことがある。

　翼つばさの友達であり続けるために。

　葵は、自分のすべきことをする、覚悟を決めた。



　翼が病室を出ると、廊下で待っていた焔ほむらが声をかけてきた。

「話は終わったか？」

「うん？　まあね。といっても、挨あい拶さつだけで大した話はしてないけど」

「そうか。ならばそれでいいが……本当にいいのか？　頼ったのは私だが、お前がそれに応こたえる義務はない。今回の相手は最悪だ。万が一が起こる可能性は充分過ぎるほどあるぞ」

「別に大丈夫よ。相手の時間切れまで逃げ回ってればいいんでしょ？　だったら楽勝よ。今まで、どんな男だってあたしの恋心を捕まえたことはないんだから。逃げるくらい簡単に決まってるじゃない」

「男の恋心を捕まえたこともないだろうが」

「うっさいわねコラッ。ブーブー言ってるんだったら、協力してやらないわよ」

「いや、すまん。本音がこぼれやすい性格をしているものでね」

　二人の視線が合う。余裕一杯で微笑ほほえむ翼に、焔は緊張感を全開にした瞳ひとみで応えた。

「準備はいいな。行くぞ」

「ええ。どこへなりとも、付き合ってあげるわよ」

　そして二人は、最期になるであろう場所へと向かった。





「あ、あの……私も、連れて行ってください」

　鳴なる神かみ菊きくは、目の前の背中に向かってそう言った。

　声をかけられた女性が振り返る。胸では、蒼あおい十字架が光って揺れていた。

「連れて行ってほしいって言われても……気持ちはわかるけど、今の君じゃ無理よ」

「どうしてですか？　足手まといになるからですか？」

　言いにくそうにしながらも、女性は誤ご魔ま化かすことなくはっきりと言った。

「そうね。今の君じゃ、足手まといになるかな。今回は、ちょっと相手が悪いから……戦力にならない子は連れて行けないのよ」

　この人は、自分に吸血鬼としての力の使い方を教えてくれた人だった。

　なぜそんなことを知っていて、どうしてそれを教えてくれるのかはわからない。ただ、信用できる人で、この人は私に期待してくれているんだと思ったから――菊きくは素直に彼女が教えてくれたことを覚えていった。

　そんな人が、一人で危険な場所に向かおうとしていた。

　相手は、血を吸うことを覚えた時とき村むらの吸血鬼。話だけで実際にその姿を見たことはないが、相当危険な相手だということは、容易に想像できた。

　吸血鬼同士の殺さつ戮りくの歴史に、時村あり。

　鳴なる神かみの女として、菊はそう教えられてきたのだから。

「で、でも……何か、何か少しくらいは役に立てると思うんです。お、お弁当とかジュースとか、買って来いって言われればちゃんと買ってきますし」

　菊としては真剣にそう言ったつもりだった。だが、女性は冗談と受け取り、笑い出す。

「ふふ、大丈夫よ。お弁当やジュースくらい、自分でちゃんと買えるから。君は言われたとおり、帰りを待っていてよ」

「で、でも……」

　何としてでも、菊は彼女についていきたかった。

　嫌な予感がする。

　出かけたら、もう永遠に帰ってこないような……

　この人のそばにいなければいけないと、自分の中の何かが叫んでいる。

　そんな菊の気持ちを察したからだろう。

　女性は、菊に目線を合わせるため、わずかに膝ひざを曲げた。

「残念だけど、今の君は弱いから何の役にも立たないの。まずはそれを受け入れなさい。そしてそこから努力して、自分が理想とする結末を目指しなさい」

　太陽のように、暖かな笑顔であの人は笑った。

「あなたは鳴神なの。誇りを捨て、情を捨ててでも……自分が理想とする結末のために戦った、誇り高い一族の娘なの。だから、わがままを言ったら駄目よ。この先何かあったとき、必ずあなたを必要とする人が現れると思うから。それまでは、無駄に命を危険に晒さらすようなことはやめなさい」

「こ、この先っていつですか？　私を必要とする人って誰だれですか？　そんな、わかりもしない未来のことよりも……今は、あなたと一緒に……」

　曲げていた膝を伸ばし、本来の視線に戻す。どんなに手を伸ばしても届かないくらい、その笑顔を遠く感じた。

「『赤の極点クリムゾンブラツド』」

「え？」

「高校生になったら、キミは神じん愛あい学がく園えんに行きなさい。そこで一人の少年を探すの。吸血鬼に力を与える血、『赤の極点』を持つ少年を」

「神じん愛あい学がく園えんって言われても……あそこは時とき村むらの学校だから、鳴なる神かみである私が入学できるわけないです」

「大丈夫。そこは、もう時村と話がついてるから。あなたは神愛学園に行くの。そして一人の少年と出会い、一緒に成長していくの。それが私の理想であり、願いだから――君とは、ここでお別れよ」

　あの人は背中を向けた。もう決して、振り返ることはないだろう背中を。

「………………探せって言われても、私、その人のことを何も知りません。知ってるんだったら、せめて、名前だけでも」

　それは、蒼あおい運命が演出した物語の、最初の言葉であった。

「相あい崎さき、京きよう一いち郎ろうくんっていうの。その男の子も、きっと君を必要としてると思うから。あなたは鳴神菊きくとして、強く生きていってね」

　最後に笑い、最後にその言葉を口にして、あの人は菊の前から姿を消した。

　そしてもう二度と、その姿を見ることはなかった。

　大切な人との別れの記憶。

　そしてその瞬間――真紅の血を持つ少年との、繋つながりが生まれた。



「……」

　朝の目覚めのように、体が重い。頭に霧がかかったような状態のまま、菊は瞳ひとみを開いた。

「私は……………」

　そうだ。紅あかい瞳の吸血鬼と戦って、簡単に返り討ちにあったんだ……そっか。やっぱり、あの人が言ったとおりだ。私は弱くて、何の役にも……………ッ。

　寝転がっているのは、冷たい地面の上だと思っていた。だけど、肌から伝わる感覚は明らかに違う。冷たいのは間違いないが、地面に比べればはるかにましだ。

　そして顔に、人肌のぬくもりを感じた。

「と、時村沙さ良らっ」

　焼けた左腕を押さえ、つまらなそうな顔をして――沙良は、菊に膝ひざ枕まくらをしてあげていた。

　寝転がっているのはベンチの上で、誰だれがここに運んでくれたのかは説明するまでもない。

「な、何であなたが、私の介抱なんか……」

　自分でも驚くほど、軽い感覚で体が動いた。とてもじゃないが、大ダメージを負って気を失った後だとは思えない。

　悪い夢だったのかと思うが、無残な見た目の制服がそれを否定する。

　気を失う前に見た映像どおり、菊の制服は樹じゆ里りの爪つめにより引き裂かれていた。

「……ふん。起きるのが遅いわよ。このまま朝が来てたら、死体と思ってカラスが突っついてるところよ」

「そ、そんなこと言われても、今まで気を失っていたんだから仕方なくて……それより、御み神かみ樹じゆ里りは？」

「さあ……私が起きたときには、もうどこにもいなかったわよ。きっと……根ね城じろにしている場所に戻ったんでしょうね。ここで待っていたのは、私たちを返り討ちにするためで……あの女にしたら、邪じや魔まな粗大ごみを捨てた……くらいの、感覚なんでしょうね」

　所々言葉が途切れる。沙さ良らの疲労と傷は、誰だれが見てもわかるほど明確で重い。

「……そうですか。それはわかりましたけど……どうしてあなたが、私の介抱を？　あなたは時とき村むらで、私は鳴なる神かみなんですよ。見捨てることこそあれ、助けるなんてこと……」

　風が、沙良の火傷やけどを刺激していく。苦痛に顔を歪ゆがめるが、泣き言だけは口にしようとしない。

「……由ゆ良らを助けてくれた恩を、返してあげただけよ……それに……元々、あなたはこの件には関係ないんだから……ここで死なれたら、寝覚めが悪いでしょ」

「で、でも、それは私の意思でやったことなんですから」

「時村は吸血鬼のために存在する一族なの。クソムカつく赤毛のチビが相手でも……それは変わらない。未み来らい永えい劫ごう絶対に……変えたりはしない。時村が流してきた……全すべての血にかけて」

「……」

　菊きくは言葉を失ってしまった。

　時村が――ここまで確固たる意思を持っているとは思わなかった。

　何か、ほんの小さなすれ違いで……過去の自分たちは血を流してきたのかもしれない。そしてそれを、何も考えることなく未来に繋つなげようとしていたのかもしれない。

　時村と鳴神。

　流れた血は、どちらも同価値のはずなのに……

「……でも、そんなに恩に感じる必要なんてないわよ。あなたの怪け我がは、元々大したものじゃなかったんだから」

「大したことなかった？　そんなことありません。私は制服ごと切り裂かれたんですから」

「じゃあどこにその傷があるっていうの？」

「それは……」

　制服の切れ目から露出した、自分の肌を確認する。確かに、そこには傷一つ存在しない。

「……京きよう一いち郎ろうの、血を吸ったからでしょうね。それで高まった吸血鬼としての血が、あなたの怪我を寝ているうちに勝手に治したのよ」

「京一郎さんの血が？」

「ムカつくけど……そういうことよ。京一郎の血とあなたは、相性がいいんでしょうね」

　話の切れ目に合わせ、沙良の顔が苦痛に歪む。隙すきさえあれば、激痛という名の怪物は、沙さ良らをいたぶろうとしていた。

　それを、時とき村むら沙良は集中力だけでねじ伏せていた。その姿に、尊敬の念を抱いだいてしまいそうになる。

「とにかく、あなたの出番はこれで終わりよ。怪け我ががなくて……よかったじゃない。後は、こっちでどうにかするから……あなたはもう……」

「あの人は……御み神かみ樹じゆ里りは、どこに行ったんですか？」

　その質問の意味を、沙良はすぐに理解した。

「……本気？　怪我と一緒に、記憶までなくしちゃったんじゃないの。あなた一人が行っても無駄よ。ううん……今のままなら、誰だれが行っても無駄。誰も、あの化け物には……」

「だからといって、放ほうっておくことはできません。もう、誰かが傷つくのは嫌なんです。誰かを失うのは……あのときだけで充分なんです」

「チビ……」

「時村の覚悟は見ました。今度は私が、鳴なる神かみの覚悟を見せる番です。だから、御神樹里がいる場所を教えてください。あの人が――決定的に最悪な過あやまちを犯す前に。後悔しなくて済むうちに……鳴神として、私が決着をつけます」

「……………」

　静かに時間が流れていった。

　二人は、出会ってから初めて――同じ時間を共有していた。

「……街外れに、洋館が立ち並んでる高台があるのは知ってる？　そこで一番大きな洋館を、あの女は根ね城じろにしてるわ。何でも、昔、あの女はそこに住んでいたんですって」

「そうですか……わかりました。じゃあ、私はそこに向かいます。あなたは一人で、大丈夫ですか？」

「あなたに心配されるほど、落ちぶれてはいないわよ。大丈夫……自分の後始末くらい、自分でできるわよ」

「だったら安心です。それじゃあ――私は行きます」

　一刻も早く最期の時を迎えるため、菊きくは駆け出そうとした。それを、沙良が強気な口調で呼び止める。

「待ちなさい。チビ」

「何ですか？　喧けん嘩かだったら、後で買ってあげますから――」

　おもむろに、沙良は着ている制服を脱いだ。下着姿になっても、恥ずかしそうな顔は一切見せない。むしろ誇り高き顔で、沙良は脱いだ制服を菊に差し出した。

「これ、着ていきなさい。別にあなたの裸なんて、誰も興味ないでしょうけど……女が胸をはだけたまま、戦うわけにはいかないでしょ。あと、その道を真まっ直すぐ行ったところに車を待たせてるから……御神樹里のところにはそれで行きなさい。あなたのことは説明してあるから、この状況を説明したら、すぐにわかってもらえると思うわ」

「時とき村むら沙さ良ら……」

　言葉よりも重要な、多くの気持ちをやり取りし――菊きくはその制服を受け取った。

　引き裂かれた制服を脱ぎ、沙良に貰もらった選抜校区の制服を着る。

　誰だれも見たことがない、新しい鳴なる神かみ菊の姿だった。

「……何だか、胸が小さいです。これだと、胸を強調しているようで違和感が……」

「うっさいわねバカッ。栄養を身長じゃなくて、胸に持っていったあなたの体が悪いんでしょ。文句があるんだったら自分に言いなさいよッ」

　激しく吼ほえた後、沙良は「超痛くてたまらない」といった顔をして、体を震わせた。その姿を見て、菊は「自じ業ごう自じ得とくです」といった顔で頷うなずいた。

　二人の間の何かが、ほんの少し変わったような気がした。

「それじゃあ、私は行きます。いいですか？　あなたが意地っ張りなのはよく知ってますから、無理はしないですぐに病院にでも行ってくださいよ」

「わかってるわよっ。バカ」

「ふん。性しよう悪わる女」

　最後に二人らしく悪態をつき合い、菊は駆け出していった。

「あーあ。何で私って、こんなに素直じゃないんだろ……もっと、由ゆ良らみたいに、素直で可愛かわいい子に生まれたかったな」

　そんな沙良の呟つぶやきは、風に乗って流れて消えていってしまった。

　駆ける菊は、一人ではないことを強く実感していた。

　もう、誰も傷つけられたくない。誰も失いたくない。

　あの頃ころとは違う……私には、たくさんの力があるんだから。

　見送ることしかできず、後悔に苛さいなまれるだけだった過去を乗り越え――菊は、その場所へ向かっていった。

　最期の時を告げる時計が、静かに動き始めた。





　知らない大人に連れていかれ、行き着いた先は、白くて狭い牢ろう屋やのような部屋だった。

　扉には厳重な鍵かぎが。窓には鉄の棒がついている。

　わたしは、どうしてここに連れてこられたのかわからないまま――この部屋の住人になった。

　閉じ込められていたけど、たまに、外に出してもらうことがあった。そのときは必ず、知らない大人が私を監視していた。

　部屋の外に出ると、いつも色んなことを聞かれ、色んなことを調べられた。

　血を吸ったことがあるかと聞かれたときは、「ある」と答えた。「なぜ？」と聞かれたから、わたしは「吸いたかったから」と答えた。

　大人は、酷ひどく哀れむような顔でわたしを見た。

　意味がわからない……

　何でわたしが、そんな眼めで見られないといけないの？　誰だれだって、お腹なかが空すいたらご飯を食べる。眠くなったらベッドで眠る。わたしは、それと同じことをしているだけなのに……何で、みんなわたしを哀れんでいるの？

　その答えを教えてくれる大人は……わたしのそばにはいなかった。

　白い部屋には窓があった。鉄の棒ごしだけど、そこから空が見えた。

　空を、たまに鳥が飛んでいた。

　白い檻おりの中での唯一の楽しみ。

　鳥が飛ぶところを見るのだけが、わたしの楽しみだった。



　白い檻に閉じ込められて、何年か経たった頃ころ。

　蒼あおい十字架のネックレスをした女が、わたしに会いに来た。

「どうしてこんな所に閉じ込められてると思う？」

　聞かれたから、わたしは素直に「わからない」と言った。

　やっぱりその女も、哀かなしそうな眼でわたしを見た。

「それじゃあ駄目よ。その理由がわからない限り、君は永久にここから出ることはできないわ。まずは自分のことを知って、受け入れることから始めないと。どれだけ泣いたって、どれだけ憎んだって……君が持って生まれたものは絶対に変わらないんだから」

　……何を知ればいいのか？　意味がよくわからなかった。

　その女は色んなことをわたしに話した。その女に教えてもらって初めて……わたしは、血を吸うことがいけないことだというのを知った。

「辛つらくなったら助けてって言えばいいの。きっと、君を助けてくれる誰かが、君のそばにいるはずだから……でも、何でも人に頼ろうとしては駄目よ。まずは、自分の力でどうにかしようとしないと。君が望む結末にはなってくれないわ」

「じゃあ、あなたはわたしを助けてくれないの？　ここから、出してくれないの？」

「私にできることがあれば、いつでも私は君を助けてあげるわ。だけど、ここから出るためには、君自身が変わらないといけないの」

「どんな風に？」

「簡単よ。人を愛し、愛される人になればいいの。そうすれば、君はここから出られるはずだから」

　言って、蒼い十字架をした女は笑った。

　空を飛んでる鳥を見たときと、同じ感覚が心に宿った。

　羨うらやましい……わたしもいつか、あんな風に生きてみたい……そう思った。



　その日は、夜だというのに騒がしかった。だけどすぐに静かになって……そのまま、何の音もしなくなった。

　誰だれかの足音が聞こえた。

　扉の前まで来ると、その人は鍵かぎを壊して部屋の中に入ってきた。

「……」

　その人は、わたしと同じ――紅あかい眼めだった。

「ごめんなさい。あなたの血を、吸わせてもらうわ。大丈夫よ。抵抗さえしなければ、殺したりはしないから。だけど抵抗するんだったら……すぐに殺すから。大人しくしててね」

　紅い眼は、怖いくらいに濃くて、暗かった。

　大人しくしてないと、この人は本当にわたしを殺す。それがわかったから、わたしは体を震わせ大人しくしていた。

「なに？　あなた、紅い眼をしているの……そう、そうなんだ。じゃあ可哀かわい想そうに。あなた、いつか誰かに殺されてしまうわよ」

　その人の顔には、火傷やけどの痕あとがあった。だけどそんなことは全すべてどうでもよくて……わたしは、どうしようもないくらい怖かった。

「同じ眼を持つあなただから教えてあげる。紅い眼をした吸血鬼は、いつか必ず殺される運命にあるの。私は……そんなの嫌。誰かに殺されるなんて絶対に嫌だから……こうやって血を吸って、力を高めているの。あなたも早く、そうしたほうがいいわよ。殺されるのが嫌なら……吸血鬼として処分されるのが怖いなら、一刻も早く誰かの血を吸ったほうがいいわよ。後悔したときにはもう遅いから。死んだら……もう絶対にやり直すことはできないんだから」

　声も出さずに、わたしは泣いた。

　その人は親指を、ゆっくりと伸ばした。



　そして――ためらうことなく、わたしの左目を抉えぐり取っていった。



「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　自分のものだと思えないくらい、哀れな悲鳴が出た。

　それを聞いて、その人は楽しそうに笑っていた。

「あはははは。わかったでしょ。力がなかったら、色んな人にそんなことをされて殺されるの。それが嫌なら血を吸いなさい。私が、最高に極上な血を教えてあげる。『赤の極点クリムゾンブラツド』。その血さえ飲めば、あなたはきっと救われるわよ。こんな、吸血鬼を閉じ込めておく檻おりに篭こもっている必要はなくなるわ。どこに行って何をしたって……邪じや魔まする奴やつを殺せるだけの力があれば、全すべて許されるんだから」

　空が……頭に浮かんだ。

　あの空を自由に舞う鳥に……………わたしは、なりたかった。

　気がつけば、鬼はわたしの前から姿を消していた。

　奪われたのは血と左目……そして、いつか誰だれかが助けてくれるという希望。

　蒼あおい十字架をしたあの女は、わたしに嘘うそをついた。

　助けなんて来ない。

　力がないと……わたしはいつか殺されて……永遠に、あの鳥みたいになれなくて……

　いやだ、そんなの嫌だ。

　誰か、誰か……助けてよぅ……………怖いのは、痛いのは……もうやだよ……

　欲しかった。

　誰にも、何もされない絶対の力が……

　窓から、空を見上げた。

　夜空を舞うような鳥は、一羽もいない。

　光がないから、暗くて怖いから……弱いから……鳥は、暗くら闇やみを舞えない。

　だったら……光を放つ鳥になればいい。

　そうすれば……わたしはきっと……きっと……

　手の平の中の、空気が赤く凝縮する。

　生まれたのは――炎ほのおを纏まとった鳥の姿をした、わたしの力だった。

　鳥になりたかった。

　誰にも邪魔されず――

　こんな檻の中に閉じ込められず――

　あの大空を自由に舞う鳥に。

　――わたしは、なりたかった。





　その先の記憶は、話に聞いていたとおりだった。

　力の使い方を覚えた御み神かみ樹じゆ里りは、ある日施設の職員を襲い、白い檻から逃げ出した。その力を使い人を脅し、『赤の極点クリムゾンブラツド』に関する情報を集め、その血を持つ少年の前へと姿を現した。

　たくさんの血を吸い、力を蓄えながら。

　眼めを覚ました京きよう一いち郎ろうは、自分が泣いていることに気づいた。手で涙を拭ぬぐい、体を起こす。

　誰だれもいない病室を見回すと、壁に自分の制服があることに気づいた。

　どうして、御み神かみ樹じゆ里りの過去を、夢で見たのか？

　合理的理由はたくさんあった。

　京きよう一いち郎ろうの血を吸い、京一郎の血が持つ情報を手に入れようとした際、樹里の記憶が情報として京一郎の中に流れ込み、夢を介して再生されることになった。

　あまりにも強力な力の余波として、彼女は幻術と共に、心に強く残っている記憶をばら撒まいていた。それを、人よりも特殊な血をしている京一郎が、敏感に感じ取った。

　もしくは、元々京一郎と樹里の血は似ていて、それが共鳴を起こして記憶を共有することに――

　理由はたくさん並べることができた。でも、京一郎にとってはそんなことは、どうでもいいことだった。たとえどんな仕組みがあったとしても、京一郎は、その理由以外では納得しなかっただろう。

　あの人が見せてくれた少女の記憶。

　助けてあげてと――あの人は言っていて。

　紅あかい瞳ひとみを思い出すと、今でも心臓が止まりそうなほど苦しくなる。

　殺されると思った。

　事実、あの瞳には、京一郎を殺せるだけの力と狂気があった。

　もう一度立ち上がるということは、もう一度あの瞳と向かい合うということだ。

　――死ぬ。

　無慈悲で冷たい現実から逃げ出したところで、誰も文句は言わない。そして誰だれ一人ひとりとして、京一郎に向かって「行け」と言った者はいない。

　ここで眠っているのが、一番賢い選択なんだ。

　だって、自分の命を賭かけてまで、他人を助ける必要なんてないのだから―――――

　怖くなると、

　逃げ出したくなると、

　決まって、誰かの顔を思い出す。

　そして――他の誰でもなく自分自身が、「行け」って、大きな声で叫びだす。

　怖いのは、当然のことだった。

　二度も、紅い瞳に殺されかけたんだ。

　怖いって思わないほうが、どうかしてる。

　だけど、それを乗り越えるだけの勇気をくれる絆きずなが、いつもそばにあったから――

　その絆を、あの少女にも教えてあげたいから――

　腑ふ抜ぬけていた自分の顔を平手打ちして、京一郎はベッドを降りた。

　……行こう。行かなきゃ、駄目だ。

　壁にかけてある制服を手に取り、着替えを始める。背中の傷が思いっきり痛んだが、「い、痛くないぞぉ」と、無理してるのが一発でわかる顔で、京きよう一いち郎ろうは無理をした。

　また、同じ過あやまちを繰り返すところだった。いつか、葵あおいが教えてくれたことを思い出す。

　選択肢の数が決まっていたとしても、それを選ぶのは自分なのだ。だったら、最後まで自分の責任でやっていかなくてはいけない。

　俺おれは勘違いしてた。「何ができる？」で考えてたら、何もできないに決まってるじゃないか。違うんだよ。そうじゃないんだ……

　俺は、「何がしたいんだ？」。

　そう考えないと、行動できるわけがないじゃないか。

　このまま終わらせるわけにはいかない。

　このまま迎える結末なんて――俺は絶対に認めない。

　着替えを済ませ、病室を飛び出す。向かう場所は、決まっていた。

「京一郎くん。どこ行くの？」

　病室を出てすぐに、後ろから声をかけられた。入院患者用の服を着た由ゆ良らが、心配そうな顔をして立っていた。

　額ひたいに巻いている包帯が、見ていて痛々しかった。

「由良……もう、起きても大丈夫なのか？」

「うん。由良はもう大丈夫だよ。それより、京一郎くんはどこに行くつもりなの？　買い物とかだったら、由良も一緒について行ってあげるよ」

「買い物じゃないよ。そんなことよりも、もっと大切な用があるんだ。だから――俺は行くよ」

　その場所を理解した由良は、体を預けるようにして京一郎に抱きついてきた。

「だめっ……お菊きくちゃんたちの所に行くんでしょ？　行ったら、駄目だよ。京一郎くん……もっと酷ひどい怪け我がをするかもしれないんだよ。由良、そんなのやだよ。お菊ちゃんや沙さ良らちゃんに任せて、京一郎くんは眠ってないと駄目だよ」

「由良……」

　彼女は、ずっと京一郎のことを護まもってきた。

『赤の極点クリムゾンブラツド』を監視するためにそばにいたと思っていたけど、それは全すべて勘違いだ。

　由良は、京一郎の血を護るために、京一郎のそばにいた。

　怖いこと。辛つらいこと。痛いこと。

　全てに耐えるという覚悟をし――時とき村むらの女としての宿命を背負い――彼女はずっと、一人で何かと戦ってきた。

　こんなにも優しくて、弱いくせして。

　由良の肩を両手で包む。

　抱きしめてやりたい気持ちに蓋ふたをして、京きよう一いち郎ろうは由ゆ良らの体をそっと離した。

「あっ……」

　見つめた由良の顔は、今にも泣き出しそうなものだった。

「由良、ありがとう。でも駄目だ。俺おれは行かないといけないんだ。やっとわかったんだよ。あの人が言っていたことの意味が。俺の血が、何のためにあるのか。自分の全すべてを受け入れるってことの意味が……やっとわかったんだ」

「京一郎くん」

「ここで行かなかったら、俺は一生後悔する。行ったとしても、後悔する結果になるかもしれない。だけど俺は行くよ――俺が、そこに行きたいから。まだ、俺が望む結末になっていないから」

「だ、だめだよ……京一郎くん、死んじゃうかもしれないんだよ。あの子は危険だよ。あの子だけは……だめだよぅ……」

　我慢できずに、由良は泣き出してしまった。

　子供に聞かせるように、京一郎は優しく言葉を伝える。

「大丈夫だよ。必ず帰ってくるって約束するから、お前はここで待っててくれ。見てろよ。お前の幼おさな馴な染じみは、実は結構格かつ好こいいってところを見せてやるから」

　涙で、由良の顔はクシャクシャになっていた。

「し、知ってるもん……きょ、京一郎くんが……格好いいことくらい………ゆら、もう知ってるもん……だから、だから……」

「行ってくるよ、由良」

「京一郎くぅん……」

　泣きじゃくる由良を説得し、京一郎は再び動き出す。

「京一郎くんっ。約束破ったら……大嫌いになっちゃうからね」

　最後のセリフに笑顔で応こたえ、京一郎は走り始めた。

　廊下を駆け抜け、エントランスに着く。扉を開けて外に出ると、白くて大きな月が眼めに入った。



　――そんな月を見上げ、彼女は立っていた。

　選抜校区の制服を着込み、すぐそばに体の大きなデブ猫を引き連れて。



「お散歩ですか。相あい崎さき君」

　振り返ることなく、古こ城じよう葵あおいは語りかけてきた。

　きっと、彼女は全てを知っている。京一郎がここにいる理由、そして、どこに行こうとしているのかを。

「いいえ。出かけてくるんです。会長」

　背中に向けて返事をするが、葵あおいは振り返ろうとしなかった。

「そうですか。それは奇遇ですね。私も、少しお出かけしようと思ってたんですけど……行き先は、多分一緒でしょうね。だとしたら、ここは先輩に譲り、レディーを優先しないといけませんよ。時とき村むら由ゆ良らさんも、あなたを心配して、ずっとあなたの病室の周りをウロウロしてたんですから。もうこれ以上、女性に心配かけたら駄目ですよ」

「それだったら大丈夫です。由良とは、ちゃんと話をしてきましたから」

「そう……ですか。ふふ、成長したんですね。出会った頃ころの相あい崎さき君だったら、女性を説得するようなことは、絶対に言えませんでしたのに」

　葵が見上げている月を、京きよう一いち郎ろうも眼めで追ってみる。

　今、この人には何が見えているんだろう？　そんなことが気になった。

「あなたが行ったところで、どうなるというんですか？　力もない、知識もない、経験もない。あるのは、このままじゃ嫌だという、子供じみた感情だけ。相崎君には、ちゃんと教えたことがあるはずですよね。力がなければ、どんな言葉も負け惜しみでしかないと」

「はい。教わりました。そして心がなければ力は暴力でしかないと、あなたは俺おれに教えてくれました。だから行くんです。あの子に……怖くて力を求めてる吸血鬼に、心を届けるために」

「……………ふふ。立派なことを言うようになりましたね。男の人は不思議です。少しの時間で、信じられないほど成長するんですから。そうなるまで何年もかかった私が、格かつ好こ悪いじゃないですか」

「会長……」

「もう、私の正体……と言ったら大げさですけど、秘密については、焔ほむらさんから聞きましたか？」

「はい。吸血鬼と人間の間に立って、不必要な争いが起こらないようにする。そのために会長は神じん愛あい学がく園えんに入学し、選抜校区で生徒会長をやっていたんですよね？」

「そうです。時村との契約は二つありました。争いが起こる前に間に入って仲裁することと、人に害をなす吸血鬼が現れたら秘密裏にそれを処分すること。私が担当していたのは仲裁役のほうです。まあ、正しく言えば、それ以外のことができないから、そのお仕事をしてたというだけなんですけど」

　見上げた月から視線を逸そらさない。葵の本音どころか表情すら、今の京一郎にはわからない。

「その私が、相崎君に哀かなしい現実を教えてあげましょう。人を救うなんてことは、頭で考えるよりも簡単な事ではないんですよ。嘘うそ、裏切り、暴力、憎ぞう悪お……多くの人が持っている嫌なもの。その全すべてと対たい峙じしつつ、相手のことを優先しなくてはいけないんです。そこでは、優しい理想なんてものは何の役にも立ちません。信じたら裏切られ、嘘うそをついたら蔑さげすまれ、傷つけたら傷つけられ……冷たい現実だけが、意味を持っているんです。間に立って生きていたら、嫌でもそれを意識していくことになります」

「……」

「それを理解していますか？　それを受け入れる覚悟はありますか？　もちろん、注射のように、一瞬の痛みなんかじゃ終わりません。あなたが理想を口にする限り、冷たい現実はいつだってあなたを試します。そしてそれが永遠に続きます。現実に屈するか、命を失うか。どちらかの結末を迎えるまで、永遠に――」

「……」

「正直に言います。私は、ある人に頼まれて、あなたの面倒を見てたんです。正直私には、あの人があなたを気にかける理由がよくわからなかった。私たちとは違う、何の宿命も背負ってないあなたを、どうしてこんな世界に引き込まないといけなかったのか？　今でも、私にはよくわかりません。だから相あい崎さき君……私の教えは、ここで終了です。この先は、あなたが足を踏み入れるべき世界ではないです。冷たい現実とお付き合いするのは、私たちだけで充分です。だから、あなたは――」

「俺おれは……現実を冷たいだけだと思ったことはありません」

「……」

「そりゃ、冷たい現実はいつでもそばにあって、隙すきがあれば俺たちを試そうとしているのかもしれないけど……いつだって、俺のそばには、そんな現実に立ち向かえるだけの温かさがあった。鳴なる神かみさんや、由ゆ良らや沙さ良らであったり、会長や、四し方ほう堂どうさんみたいに……俺のそばで、俺を励ましてくれた人がたくさんいた。だから俺は、逃げずにここまで来ることができた。だけどあの子には……誰だれもいないんだ……すぐそばにあるものが、あの子には見えてないんだ。そんなの、哀かなしすぎるじゃないですか……俺は、そんな結末を見るのは嫌なんです。冷たい現実を倒そうとか、永遠に理想を語ろうとか。そんな立派なことを、俺は考えてないんです。ただ――助けてって言って泣いてる女の子がいれば、助けてあげたいだけなんです。だから、心配してくれるのはありがたいんですけど、俺は行きます」

　静かに、優しい風が吹いた。

　葵あおいの背中を隠す髪の毛が、かすかに揺れた。

「……もう、これだから男の子は不思議です。話しているこの瞬間も、成長していくんですから」

　葵は制服のポケットに手を入れ、何かを取り出した。

　そして振り返り、手の平の物を京きよう一いち郎ろうに差し出した。

「過去から未来へ……ふふ。あの人が言っていた言葉の意味が――そして、どうしてあの人があなたを選んだのか。やっと、わかったような気がします」

　蒼あおい運命は、少年を迎えに来た。

　十字架のネックレスという、姿をして。

「これは……」

　葵あおいの手の平にある物は、紛れもなく、あの人が身につけていた十字架だった。

「時とき村むらから出た吸血鬼。その吸血鬼と最後の決着をつけに行くとき、あの人が自身の猫と一緒に、私にくれたんです。あなたの名前と、面倒を見てあげてほしいという言葉と共に。正直、存在が重たかったから、私自身は一度も身に着けたことがなかったんですけど……今のあなたなら、この十字架を受け取る資格があります」

「……」

「時がきたんです。過去から未来へ――蒼が受け継がれる、その時が。間を繋つなぐ私の役目は……ここで終わりです」

　京きよう一いち郎ろうは自分に、最後の問いかけをした。

　この十字架を受け取る覚悟があるのか？

　答えは、すぐに出た。

「最後の最後まで……あの人は、人を愛することをやめなかった。俺おれは、あの人のように、強くなければ立派でもない。だけど、それを補ってくれる人が周りにいるから……その絆きずなを、俺は形としていたいから」

　京一郎は、葵の手から十字架を受け取った。

『赤の極点クリムゾンブラツド』を持つ少年は――あの日見た、蒼い十字架を身に着けた。

「ふふ。似合ってますよ、相あい崎さき君」

「そうですか？　ありがとうございます」

「じゃあ、特別ですから、この先は相崎くんに譲ってあげましょう。私はここで、何かあったときの準備をしておきますから。この先は一人で大丈夫ですね」

「はい。何とかしてみせます」

「いい返事です。この先に、時村が用意してくれた車があります。それを使って、一刻も早く、あの子に言葉を届けてあげてください。頼みますよ。相崎君」

「はい。行ってきます。会長」

　蒼い十字架を首から下げ、京一郎は走り出す。

「相崎君っ。あなたに、幸運を――」

　背中に、葵の祝福を受け。

　最期の時、最期の場所へ。

『破滅』という『最期の紅の名クリムゾンラストネーム』を書き換えるために――

　紅あかと蒼を背負った少年は、最後の登場人物として、最期の場所へ向かった。



    

  
    
      



    

  
    
      
４　「赤い世界の果てに」



　昔、このお屋敷に住んでいた頃ころの記憶が、砂クズのようにほんの少しだけある。

　父も母も、あの頃は一緒だった。だけど、初めて誰だれかの血を吸った頃から、それは劇的に変わってしまった。

　知らない大人がやってきて、どこかに連れて行かれてから……父と母は、もう二度とわたしに会いに来ることはなかった。

　数日、数週間、数ヶ月……正確な日時は覚えていない。

　白い檻おりの中で、数え切れないほどの日々を重ねた頃……わたしは、捨てられたことを悟った。

　紅あかい眼めをして生まれたことが。

　人の血を吸ったことが……わたしを捨てた理由だと思う。

　戻ってきたお屋敷には、もう誰もいない。荒れ果てた庭と誰の気配もない静かな部屋。

　お化け屋敷のような場所でも、わたしにとっては楽園だった。

　だって、ここには……わたしを哀れむ大人がいないから。

　気が済むまで、ここにいようと思う。

　誰だれにも邪じや魔まはさせない。

　わたしはそのために、とても強い力を手に入れたのだから……

　もう、助けてくれる人なんて、必要ないんだ。





　そこに最初にたどり着いたのは、鳴なる神かみ菊きくだった。

　赤い髪の毛を揺らし、息を切らしながら菊は走る。その身は、時とき村むら沙さ良らに貰もらった制服に包まれていた。

　てっきり、屋敷の中で休んでいると思ったが、違った。

　昼間の散歩を楽しむように、御み神かみ樹じゆ里りは軽い足取りで、広い庭をうろついている。

　その姿は、遊びに来てくれる誰かを待っているようにも見えた。

「あの血を吸ってから、凄すごく体が軽いの。それに、自分が思い描いたものが何でも形になってくれて、本当に、わたしは強くなったんだって実感できる」

　後ろに腕を組み、紅あかい瞳ひとみは菊を出迎えた。

　公園のように大きな庭。手入れはされていないが、庭という輪郭だけは今でも残っている。菊の眼がん前ぜんには、吸血鬼が住むに相応ふさわしい、大きな屋敷が立っていた。

「おまけにね、吸血鬼が近づいてくると、体でわかるようになったの。ほら、血が騒ぐって言葉があるでしょ。その言葉の通り、わたしの中の血が教えてくれるの。他の、吸血鬼が近づいてきてるって。凄いでしょ。こんな力、どれだけたくさんの血を吸っても感じたことなかったのに……『赤の極点クリムゾンブラツド』の話は、嘘うそじゃなかったのよ。大人はみんな、わたしを騙だましてばかりだったけど、あの鬼だけは、本当のことを教えてくれたの」

　菊に向かって言ってるわけじゃない。

　自分に言い聞かせるために、樹里はそれを呟つぶやいている。

「だけど残念。まだまだ充分すぎるほど強い力なんだけど……ほんの少しだけ、弱まっていってるのがわかるの。このままだといつか消えちゃう。でも大丈夫ね。なくなったら、また血を吸えばいいだけなんだから」

　価値観が違っているのは、その笑顔を見れば簡単にわかった。

　彼女はもう、血の味を覚えた少女ではない。血を吸うことを愉たのしんでいる、鬼なのだ。

「そんなことさせません。あなたの力は、ここで終わりです。もう……誰の血も吸わせませんから」

「あはは。大人って、何でそんな簡単に、できないことを口にするの？　さっきのこと、もう忘れちゃったの？　あなたは、何もできないでわたしに負けたのよ。服を着替えたくらいで、それが変わると思ってるの？」

「ただ、服を着替えたというわけじゃありません。私は、この服を着ていた人の覚悟も背負ってきたつもりです。御み神かみ樹じゆ里り……あなたはやり過ぎた。私はあなたに、絶対に負けません」

　赤い羽衣を創つくりだし、体を包み準備を整える。

　樹里はゲームに負けた子供のように、つまらなそうな顔をした。

「そう……だったらいいよ。わたしを殺そうとする人間は絶対に許さない。裸にして、もう何もできないようにしてやるッッ」

　フワリと動いた紅あかい瞳ひとみが、光を残して暗くら闇やみへと消える。聞こえてきた風の音に合わせ、菊きくの目の前の空気が赤い残光によって引き裂かれた。

「さっきみたいに、幻で遊んであげるようなことはしないから。あなたのことが気に入らないから、全力で裸にして切り裂いてやるッ」

　素早く反応し、体と爪つめの間に羽衣を挟む。羽衣が引き裂かれることはなかったが、突き抜けていく衝撃を相そう殺さいすることはできない。

　鉄の棒で思いっきり殴られたような衝撃が、腕を突き抜け体を襲った。

「くうッ」

　歯を喰くいしばって耐えるが、それ以上のことは何もできない。

　樹里は素早く動き、菊の視界から姿を消す。直撃だけは何とか回避できるギリギリの瞬間まで、菊は樹里の姿を捉とらえることができない。

　赤い光を置き去りにし、樹里の爪が菊を襲う。

　羽衣をはさみ引き裂かれることは防げても、衝撃を打ち消すことはできない。またしても鉄の棒で殴られたような衝撃が、菊の体を貫いていった。

「あはは。防ぐことはできるみたいだけど、それ以外は全然なのね。どうするの？　それだけで、どうやってわたしを殺すの？　ねえ、ほら？　教えてよッ」

　紅い瞳の鬼が放つ最悪の一いつ爪そうが、菊の全すべてを抉えぐり払っていく。

　大型の車に轢ひかれたように、菊の体が宙を舞う。

　京きよう一いち郎ろうの血を吸っていなければ――

　時とき村むら沙さ良らの覚悟を背負ってなければ――

　意識どころか、命すら失っていてもおかしくない一撃だった。

　受身を取りつつ地面を転がる。片かた膝ひざをついても両膝はつかない。

　菊の瞳は、まだ樹里の姿を捉えていた。

「……やだ。その眼め、わたしが嫌いな眼だ。さっきみたいに、爪であっさり倒せると思ってたのに……なに？　あなたも、誰だれかの血を吸ってきたの？」

「はぁ、はぁ……誰かの血を吸ったというのは、否定しません。でも、私とあなたとでは、意味が違う。私が貰もらったのは……血だけじゃないですから」

　体が重く、少し気を抜くと簡単に意識が途切れそうになる。だけど決して、菊はうつむこうとしなかった。

「偉そう……やっぱり大人は、偉そうだから嫌い。そう。だったらいいわよ。優しくしてあげるのはもうお終しまい。あなたみたいな大人は全部……私を殺そうとする奴やつなんて全部、燃えちゃえばいいのよ」

　赤く染まった空気が凝縮し、希望を飲み込みながら絶望を生み出す。

　炎ほのおを纏まとい、赤い光を放ちながら。

　その鳥は――翼つばさを広げ、この世界に創つくりだされた。

　御み神かみ樹じゆ里りの力の象徴。

　鳳ほう凰おうが、全すべてを焼きつくすために光臨した。

「あははははは。ほら。これで終わりだから、何か言いたいことがあったら言ってみれば。全部まとめて、燃やしてあげるから」

　生み出された絶望は、まずは菊きくの心を焼き尽くそうとした。

　駄目……やっぱり、勝ちたいって気持ちだけじゃ、勝てない。普通に戦ってるだけでも、どうしようもないほど押されてるのに……あんな、炎の怪物まで一緒になったら……悔しいけど、今の私だけじゃ……………京きよう一いち郎ろうさん。私は、私は……

　どうすることもできない現実を前にしたら、人は必ず下を向いてしまう。

　鳴なる神かみ菊は、御神樹里に絶対に勝てない。

　心がそれを認めてしまったから――菊は瞳ひとみを閉じ、下を向いてしまいそうになった。

「顔を上げろ鳴神ッ。たとえ勝てないとしても、自分が正しいと思っているのであれば、決して下を向くような真ま似ねだけはするなッ」

　声、いや、それは咆ほう哮こうだった。

　怖おじ気けづいてしまいそうだった自分を励ましてくれる、尊敬する先輩の、叫び声だった。

「て、天てん城じよう先輩……」

　他者を圧倒する強烈な眼がん力りき。眼鏡めがねのレンズを通してでも、その強さはわずかながらも衰えない。

　腰に警棒を下げ、凛りんとした雰囲気で世界を威圧しながら――

　天城焔ほむらが、気け高だかき姿を現した。

「あぁー、もうっ。いきなり大声出さないでよ。怒られたかと思って、ビックリしちゃったじゃない」

　焔が連れている女性には見覚えがあった。

　困ったことがあると、京一郎は決まってこの人を頼る。そしてこの人は、いつも圧倒的な強さでその期待に応こたえていた。

「あなたは、四し方ほう堂どう、さん……」

　黒髪の吸血鬼、四方堂翼は、気軽な雰囲気で菊に微笑ほほえみかけてきた。

「はーい。鳴なる神かみちゃん。何か最近、揉もめ事があると決まって、あなたと相あい崎さきくんと一緒になるんだけど……きょ、今日は、相崎くんは一緒じゃないの？」

「あの男は病院だ。色情に耽ふけるのはいいが、今はすべきことに集中しろ」

「あっ、そういえばそうだったような気がするけど……何だ、残念。どうしてあたしが最高に格かつ好こいいときに限って、そばに男がいないのかしら……」

　肩を落とす翼つばさに、緊張感なんてものは微み塵じんもない。こんな状況下でも、四し方ほう堂どう翼は、四方堂翼のままだ。

「なに？　今度は、別の人？　やっぱり、大人ってズルくて卑ひ怯きよう……いいわよ。全部まとめて燃やしてあげるから」

「残念だがそうなることはない。お前の暴ぼう虐ぎやくはここで終わるんだ」

　焔ほむらは腰に下げていた警棒を手に取り、勢いよく振り、樹じゆ里りに突きつけた。

　その勇ましき姿は、物語に出てくる騎士の姿を連想させる。

「なに格好つけてるのよ。方向音痴のくせに」

　ちゃちゃを入れる翼は、漫画に出てくるお邪じや魔ま虫むしのように見えた。

「お前は黙ってろ。いつもいつも……こういう状況のときくらい、緊張感を持てッ」

「へいへい。ご命令とあらば、従ってあげますよ」

　あの天てん城じよう焔を小こ馬ば鹿かにしながら、対等の立場で付き合っている。菊きくにしたら、我が目を疑うほど衝撃的な光景だった。

「んで、あたしはあの包帯少女と、そのそばにいるでっかい奴やつと遊べばいいのね」

「その通りだが……自信はあるのか？」

「ふん。ここにきてそういう愚問はやめてくれる。あたしを誰だれだと思ってるの？　四方堂翼よ。負けるわけないじゃない」

　余裕一杯に笑い偉そうな態度で髪をかきあげながら、翼は樹里に向かっていく。

　樹里の顔が、一気に不愉快そうになった。

「偉そうな大人が一番嫌い。決めた。あなたを一番に燃やしてやるッ」

「残念ね。あたしは美人だから無条件で偉いのよ。偉い女が偉そうにしてて、何が悪いっていうの？」

　翼の周りに、無数の赤い蝶ちようが創つくりだされる。吸血鬼としての力を使い、翼が創りだした翼の武器だ。

　鳳ほう凰おうと蝶。

　圧倒的に大きさが違うが、翼は怯ひるんだ姿を一切見せない。

「ガタイが大きければいいってわけじゃないのよ。女の胸と一緒。肝心なのは、大きさじゃなくて中身なんだから」

　自信満々の翼の声に合わせ、一匹の蝶が鳳凰に向かっていく。

　ジュウッという音を立て、ビックリするくらい簡単に、翼つばさの蝶ちようは消え去ってしまった。

「あれ？」

　情けない声を上げる翼に対し、真面目まじめな焔ほむらの怒りが爆発する。

「お前は……何度も言っているだろうがッ。こういうときは真面目にしろッ」

「あ、あたしは結構真面目にやってるんだけど」

　全力で翼を怒ったせいで、何もしてないのに焔の息は乱れていた。

「もういいわよ。あなたたちのお遊びに付き合う気はないから……あなたは今すぐ燃えちゃえッ」

　羽ばたき、鳳ほう凰おうが舞い上がる。

　その炎ほのおが捉とらえた相手は、無数の蝶に囲まれた翼だった。

　あの鳳凰の力は、嫌というほどよく知っている。炎を纏まとった体は触れただけで相手を焼き、空を舞う威力は弾丸と大差ない。

　触れることができない炎の鳥。

　まともにぶつかったら、誰だれであろうが一撃で決まってしまう。

「あらら。何か結構やばそうな感じなんだけど……」

「四し方ほう堂どうさんッ」

　菊きくが叫んだその刹せつ那な、無数の蝶は群れを成し、翼の右手を包み込んだ。

　急降下する鳳凰の体を、蝶に包まれた翼の右手がそっと撫なでていく。ただそれだけで、鳳凰は悲鳴にも似た声を上げ、上空へと進路を変えた。

「ッ―――――」

　驚きよう愕がくする樹じゆ里りとは対照的に、翼は余裕溢あふれる顔で小さく笑う。しかしすぐに右手を振り回し、大騒ぎしながら走り始めた。

「だぁっー。熱い熱い熱いッ。フー、フー。何なのよあの化け物は……こんなに熱いなんて夢にも思わなかったじゃない」

　焦っているのか、まだ余裕があるのか。

　翼のことを詳しく知らない菊には、どうにも量りきることができなかった。

「さすがの四方堂も、あの化け物が相手では時間稼ぎがやっとだろうな。まあそういっても、あんな化け物を相手に時間稼ぎができるのは、四方堂くらいのものだろうがな」

「天てん城じよう先輩」

　さりげなく菊のそばにやってきていた焔が、腕を掴つかんで強制的に立ち上がらせる。心配する気持ちや優しさは見せない。

「ここにいるということは、それなりに覚悟を持っているのだろう？　賢いふりをして諦あきらめるのは簡単だ。だが、一度逃げたら永遠にそれを繰り返すことになるぞ。それが嫌なら立て。立って――自分の覚悟と力を証明してみろっ」

「――」

　炎ほのおのごとき激情をもって、焔ほむらは菊きくを奮い立たせる。

　気合いを入れられた菊の瞳ひとみに、再び強い光が宿った。

「天てん城じよう先輩……私は、負けません。絶対に最後まで、諦あきらめたりしませんから」

「よし。ならばお前に指示を出す。お前は、御み神かみ樹じゆ里り本体の相手をしろ。無理して戦い、勝とうとする必要はない。時間を稼げ。お前の全すべてを使い、御神樹里が持っているもの全てを吐き出させろ」

「はいっ。了解しました……それで、天城先輩は？」

「私はお前と四し方ほう堂どうのサポートにまわる。だから安心しろ。お前が途中で力尽きても、志は私が引き継ぐ」

　私がお前を護まもってやるといった、理想論のようなことを焔は言わない。そんな気休めのような言葉で、対たい峙じしている現実の冷たさを誤ご魔ま化かそうとはしない。

　焔はいつでも――「安心して死ね」としか言ってくれない。

　だからこそ――嘘うそを交えず本音のみを突きつけるから――焔の全てを、信じることができた。

「わかりました。最後まで、私は全力で戦います」

「そのいきだ」

　警棒を持っていない焔の左手が、静かに蒼あおく輝きだす。

「天城先輩。それは？」

「説明は後だ。私を信じているのなら、ただ前を見て堂々と戦っていろ」

　そう言われたら、菊がすべきことは一つだ。

　尊敬する先輩として、菊は焔の全てを信じている。

「うりゃぁッ。超宇宙的スーパー美女、四方堂翼つばさ様ミラクルキーック」

　馬ば鹿かみたいなネーミングを叫び、翼は襲い掛かってくる鳳ほう凰おうに空中蹴げりを叩たたき込もうとした。小細工などは弄ろうせず、足でそのまま蹴ろうとしている。

「あーッ。しまった。蝶ちようでガードしてないと大おお火傷やけどしちゃうの忘れてたっ」

　蹴りを緊急停止させ、信じられないくらい柔軟に体を捻ねじり、鳳凰の突進をやり過ごす。鳳凰は翼のすぐそばを飛ひ翔しようしていき、直撃だけは何とか回避した。

「だぁーッ。キックの途中で無理して体を捻ったから、筋すじを痛めたッ。いたーい」

　馬鹿騒ぎする翼の声を聞き、焔の額ひたいに血管マークが浮かぶ。

「な、鳴なる神かみ……すまんが、しばらくは一人で頑張ってくれ。私は……あの馬鹿をどうにかする」

　翼のほうに体を向けると、焔は迫力充分に一いつ喝かつした。

「ふざけるのはやめろッ。馬鹿者がッ。こういうときくらい緊張感を持てと、いつも言っているだろうがッ」

「あ、あたしは結構真面目まじめにやってるんだけど……」

　方向転換を済ませた鳳ほう凰おうが、炎ほのおをばら撒まきながら翼つばさに突っ込んでいく。翼は、痛めた筋すじを手で押さえ、てんやわんやの大騒ぎをしていた。

「馬ば鹿か者ものがッ」

　焔ほむらは翼と鳳凰の間に立ち、向かってくる炎を迎え撃った。

　警棒を使い鳳凰のくちばしをいなす。蒼あおく光った左手で首を上向きに撫なで上げ、鳳凰の突撃をかわして見せた。

「あっ、こら。あたしの見せ場を取らないでよ」

「……」

「無視はやめてっ」

　相性は良くないようだが、翼と焔の総合戦闘力は極めて高い。あの二人が相手なら、鳳凰にだって負けはしない。

　そっか……私は、独りじゃないんだ。

　たとえここで力尽きたとしても、それを受け継いでくれる誰だれかがいれば終わりにはならない。翼と焔なら、菊きくの目的を全すべて果たしてくれる。

　二人を信じる気持ちが、菊の力に変わっていく。

　ここで力尽きても終わったわけじゃない。そう思った瞬間、菊の羽衣は赤き彩を増した。

「……」

　樹じゆ里りは忌いま々いましそうな顔で翼たちを眺めていた。

　傍はた目めでは、鳳凰に敵かなわない翼が大騒ぎしているように見えるが、内情を知っている者にとっては意味が違う。

　最強最悪の力を前に、あの女はまだ騒ぐ余力がある。実際、兵器に匹敵する鳳凰の攻撃を受けても、翼はほとんど傷を負っていない。

　樹里が忌々しい思いをするのは、当然のことであった。

「そんな顔をしても無駄です。あの二人は私よりも凄すごい人たちですから……最後は絶対に、あなたを倒してくれるはずです」

　憎しみを抱いだいた紅あかい瞳ひとみが、菊の体を貫いていく。

「うるさい……少しくらい、上う手まくいってるからって調子に乗らないで。もういい。もう、あなたたちみたいに不愉快な大人の相手をするのは嫌ッ。体が痛くなるから、全力だけは出さないようにしてたけど……もう全部どうでもいいッ。あなたたちなんか見たくないから、全部まとめて消えちゃえッ――――――」

　紅い瞳の鬼が発する力が、世界の彩を強制的に変えていく。

　空が、地面が、草が、空気が――唯一絶対であるはずの月までもが、鬼の力によって赤く染まる。

　世界は、樹じゆ里りの瞳ひとみと同じ禍まが々まがしい色へと塗ぬり替えられた。

「だぁーッ。うそー。炎ほのおの火力が上がってるんですけど」

「ちッ」

　世界が塗り潰つぶされていくのに合わせ、鳳ほう凰おうがけたたましい雄たけびをあげる。その声に引き上げられるように、鳳凰が纏まとっている炎の熱が上がっていく。

「天てん城じよう先輩ッ」

　心配する菊きくに、焔ほむらは厳しい態度を返す。

「私たちの心配はいらん。お前はお前の役目に集中しろ。私も四し方ほう堂どうも、命を賭かけてでも目的を達する覚悟はできているッ」

「やだぁー。デートもしたことないまま、死ぬのはやだぁー」

「だから最後まで臆おくせず戦えッ。鳴なる神かみ」

「やーん。無視しないで」

　焔の激励を受け、菊は対たい峙じすべき自分の敵を見つめた。

　禍々しき紅あかい瞳。白い髪の毛と、左目を覆おおい隠した包帯。力が溢あふれ出るかのように、体の周りに赤い霧が浮かんでいる。

　最強最悪の鬼と――全すべてを賭けて向かい合う時がきた。

「いきますよ」

「もう……邪じや魔まなのよあなたたちは。わたしを殺そうとする大人は全部――裸にして切り裂いてやるんだからッッ」

　子供らしい純粋で凶暴な殺意をばら撒まきながら、樹里は残光を発しながら駆け出した。

　凶悪な力が空間を貫き、菊の体が吹っ飛び、赤い世界を舞う。

　全力でガードした菊は、痛む体を黙らせ素早く立ち上がった。

　わかっていた。まともにやりあっても、絶対に勝てないことくらいは。

　根本的に、持っている力が桁けた違ちがいなのだ。だけど、少しでも時間を稼ぐことができれば、それは後になって必ず意味を持つはずだ。

　あの人が……危険を感じながらも、独りで向かった意味がわかった。

　後に続いてくれる誰だれかを信じて、あの人は自分の運命を捧ささげたんだ。たとえそれが、時間稼ぎ程度の意味しかないと、わかっていても――

　それでよかった。

　それだけで充分だった。

　独りじゃないから。

　みんなが力をくれたおかげで、ここまでたどり着けたから。

　赤い羽衣を纏った少女に――もう、恐れや迷いはない。

「やだ、嫌い……その眼め、大ッ嫌いッ」

　樹じゆ里りの尖せん爪そうが、菊きくの顔めがけて振り下ろされる。切り裂こうとしているものは瞳ひとみ。

　菊は体を引き、樹里の攻撃をやり過ごした。

「ッ――」

　樹里の表情が明らかに変わる。

　今まで、闇やみ雲くもにガードを固めるしかなかった菊が、樹里の攻撃を視認して回避した。それに対して樹里は驚いたのだ。

　振り下ろした腕を今度は振り上げる。菊は羽衣を間に挟みダメージを最小限に抑える。が、遅れてやってきた衝撃によって、その体は宙を舞った。

「ははっ。ほら、結局何もできないじゃないッ。何もできないくせして、偉そうな顔してわたしを見ないで―――――ッ」

　樹里の死角から、蒼あおい光が襲い掛かる。不意をついた焔ほむらの左手を、樹里は思いっきり跳んでかわした。

「チッ。そう簡単には仕留めきれんか」

　樹里と同じように、焔も後方に跳んで相手との距離を取る。

　樹里の感情は確実に乱れ、見せる態度は乱暴なものになってきた。

「何なの……みんな……みんな、わたしを殺そうとして……いいわよッ。だったら逆に、わたしがみんなを殺してあげるッ」

　樹里の感情は頂点に達した。もう、力を出し惜しみする理由と意味はない。

　赤い世界を創つくりだした鬼との戦いは、ここから温度が上がり、極限への道が形作られる。

「だぁッ、もうっ。また熱くなった」

　羽ばたくだけで、鳳ほう凰おうの体から灼しやく熱ねつの炎ほのおがばら撒まかれる。翼つばさは、「トウッ」と、特撮ヒーローのような掛け声を出しながら炎を回避していた。

「もういいから、骨も残さず焼き尽くしなさいッ」

　樹里の命令を受けた灼熱の炎は、翼ではなく焔を襲った。樹里に集中していたせいで、焔の反応が致命的に遅れる。

「しまっ――」

　灰も残さず焼き尽くされる。

　逃げられないことを察し守りを固めた焔の体を、横から突っ込んできた黒髪の吸血鬼が突き飛ばす。

「何やってんのよッ。避よけなさいよ方向音痴ッ」

　炎は、通り道にあるもの全すべてを焼いていく。

　焔を突き飛ばした翼の右脚が、炎の道とわずかに重なった。

「あつッ」

　今までのものとは違う、余裕など一切ない声が翼つばさからこぼれる。

「いっつぅ。失敗した。もうちょっと華麗に避よけるはずだったんだけど」

　場所が場所なので、命にかかわるような火傷やけどではない。しかし、翼の脚に刻まれた火傷は、見る者が言葉を失うほどにエグい。

「ったく……そこらの国宝より価値がある、あたしの脚に何してくれてんのよ」

　翼が創つくりだした蝶ちようが、傷を慰めるために翼の脚に群がる。心なしか、火傷の跡が薄らいだような気がする。

「四し方ほう堂どう……すまん、大丈夫か？」

「大丈夫よこの程度。それより、もうちょっと気合い入れなさいよ。後輩の前で、無ぶ様ざまな姿晒さらしたくはないでしょ？」

「当たり前だ」

　翼なりのフォローで焔ほむらを励ます。責任は感じているだろうが、肩を落として後悔することなく、焔の意識は戦場に向いた。

　しかしこれで、もう焔のフォローは望めない。怪け我がをした翼のために、彼女は常に翼のそばにいなくてはいけない。

　だが、どんな事情があっても、もう菊きくの心が折れることはない。

「ちぇ……もう少しで、あの眼鏡めがねを燃やせると思ったのに……」

　樹じゆ里りに、がっかりするような時間は与えない。

　赤い羽衣を揺らし、赤毛の吸血鬼が樹里に向かって駆け出す。攻撃範囲に入る間ま際ぎわ、気づいた樹里が振り返り爪つめを振るった。

「鬱うつ陶とうしい……邪じや魔まなのよあなたッ」

　衝撃を含んだ樹里の爪が、菊の体を引き裂こうとする。羽衣で受けたのは今までと同じ。しかし今度は吹っ飛ばされることなく、菊はその場に踏ふみ止とどまった。

「誰だれが……誰が耐えていいって言ったのよッ」

　激怒した紅あかい瞳ひとみの鬼は、もう一つの爪で菊の首を狙ねらった。カミソリのような鋭さと、斧おののような威力を持った爪が首の横を駆け抜けていく。

　血管は何とか守れた。だが肉が抉えぐられ、湧わき水みずのように血があふれ出してくる。

　絶望したくなるほどの力量差に加え、時間制限までついた。放ほうっておいても、このままでは出血のせいで戦えなくなる。

　お願いです……まだ、もう少しだけ……私の体、動いてて。

　菊は傷口を手で押さえることなく、赤い羽衣を巻いた腕で樹里を攻撃した。

　今度は樹里が、菊の攻撃をガードする。誰もの予想を裏切る威力が、樹里の小さな体を吹き飛ばした。

　だが――今更その程度の攻撃が、致命傷に至ることはない。

　樹じゆ里りはフワリとスカートを揺らし、落ち着いた様子で地面に着地した。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　気持ちではなく体力の問題で、菊きくの顔が下を向いてしまった。

　視界の端っこに、線のような赤い光が映る。

　反射的にガードを固めると同時に、菊の体が吹っ飛ばされた。

　そして受身を取ることなく、地面の上を転がる。

「邪じや魔まって……言ったじゃない」

　くだらない用事がやっと終わった。そんな表情で、樹里は菊に背中を向けようとした。

「……………」

　ボロボロだけど、瞳ひとみに光を宿したまま――鳴なる神かみ菊は立ち上がった。



　何なの……なに？　この、赤毛の女……何で立つの？　何で立てるの？　もう何度も、わたしの攻撃を受けたはずなのに……

　攻撃した自分だからこそ、手ごたえから与えたダメージを推おし量ることができた。

　普通だったら、もう立ち上がれるはずがない。いや、異常だったとしても、もう限界を大きく超えているはずだ。

　小さな体を震わせ、首から大量の血を流しながらも――

　この女は、何かを信じているような眼めをして立ち上がる。

　完全に、樹里の理解を超えていた。

「何なの……何なのあなたッ。どうしてそこまでして戦おうとするの？　どうしてそこまでボロボロになっても……意味がわからない。何で？　何でそんなに……わたしを殺そうとするの……」

　哀れむでもなければ、

　憎むでもない。

　幼い子供に語りかけるように、ボロボロになった菊は言葉を紡ぎだした。

「殺そうなんて……思ってません。確かに、みんなを傷つけたあなたを……私は許すことができません。でも、決して……憎くてあなたと戦っているわけじゃ、ないです……私は、ただ……あなたを止めたいだけです。人の血を吸い、人を傷つけ……間違いを犯しながら生きてるあなたを、ここで止めたいだけです。そうじゃないと……もっと多くの人が傷つき、もっと多くの人が憎しみ合うことになってしまうかもしれないから……」

「なに……何を言ってるの？」

「私は、鳴神菊です。あの人は、誇り高き鳴神の女として……私に　期待してくれました。だから……最後まで絶対に……私は諦あきらめることなく、戦います」

　理解できずに――違う、何かを理解するのが怖くて、樹里の気持ちが揺れ始めた。

　何で？　どうして？　人の血を吸うことの何がいけないの？　みんながわたしを殺そうとしてるんだから、わたしは、人の血を吸って強くならないといけないのに……何でそれを、間違ってるっていうの？

　蒼あおい十字架が、頭を過よぎった。

　危険だ。この、赤毛の吸血鬼は、忘れていた何かを思い出させようとする。

「それ」を信じたから、わたしは裏切られて左目を失ったのに……

「それ」を思い出させようと、この女は命を賭かけてわたしに向かってくる。

　殺さないと。殺さないと……………わたしは、怖くて泣くことになっちゃう……

「あああああああああああああああああッ」

　迷いを振り切り、樹じゆ里りは叫び声をあげた。

　それは紅あかい瞳ひとみの鬼が発した、救いを求める声だったのかもしれない。

「そんな二人はもうどうでもいいッ。お願い、こっちに来て……こっちに来てこの女を、わたしの前から消してぇッッッッ」

　自分のものである鳳ほう凰おうに対し、樹里は切ない声を上げて哀願した。

　もうそれ以外、彼女が頼るものは何もなかった。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおを発する鳳凰は、全すべてを消滅させるために翼つばさを広げた。

　舞い上がり、舞い降りる。



    

  
    
      



    

  
    
      　何かを思い出させようとする、赤毛の吸血鬼を焼き尽くすために――



「鳴なる神かみッ」

　焔ほむらの叫び声が聞こえた。

　冷静沈着な焔が悲鳴のような声を上げる。その意味が、菊きくには痛いほどわかった。

　直撃したら終わり。いや、防御を固めたところで何の意味もない。

　あの鳳ほう凰おうは決して止まらない。自身を創つくりだした少女を護まもるため、この世の全すべてを焼き尽くして空を翔かける。

「ったく。あたしの前でそういうのは勘弁してよッ」

　負傷した脚を引きずり、翼つばさが助けに入ろうとする。しかし、翼の意思に反して、脚はまともに動こうとしない。

「こらッ。あたしの脚でしょうがッ。後でお菓子買ってあげるから、今はとりあえず痛くても痛くないふりしてなさいよッ」

　いつもと同じノリながら、翼の声は悲痛で遠い。それが、状況が限りなく深刻であることを告げている。

　少女が創りだした赤い世界を舞う、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを纏まとった少女の夢。

　怖くて、

　痛くて、

　熱くて……

　逃げられるものなら、泣きじゃくりながら逃げ出してしまいたい。

　だけど菊は逃げなかった。

　逃げようともしなかった。

　自分を信じてくれている――たくさんの人に、鳴神菊としての姿を見せたかったから。

「京きよう一いち郎ろうさん……」

　最期になるかもしれない、その瞬間に呟つぶやいたのは……大切な少年の名前だった。



『相あい崎さき、京一郎くんっていうの。その男の子も、きっとキミを必要としてると思うから。あなたは鳴神菊として、強く生きていってね』



　誰だれかが耳元で、そう呟いた。

　そして赤毛の少女は、少年の声を聞いたような気がした。

　そうだ。まだ……まだ私は終われない。きっと……あの人はここに来てくれる。私の力を必要として……私とあの人と、二人で最期まで諦あきらめないために――あの人は絶対に、私のことを信じてくれている。だから――

　優しい風が吹く。

　灼しやく熱ねつの炎ほのおが支配する、赤い世界の中心で――

　強く激しく、心臓が鳴った。

　わずかに残った『赤の極点クリムゾンブラツド』を、体中に送り届けるために。

「あははははは。そのまま、燃えちゃ………………」

「……」

「……」

　すべてのものが、呼吸を止めた。

　禍まが々まがしかった赤い世界が、透き通るような高貴な赤へと塗ぬり替えられていく。

「……吸血レイブラ、姫ツド」

　声を漏らしたのは焔ほむら。あの翼つばさでさえ、言葉もなく立ち尽くしていた。

　緋あかく輝く菊きくの瞳ひとみ。牙きばはわずかに伸びている。

　赤い霧のようなものが、気け高だかく美しい立ち姿を包んでいる。

　弱かった一人の少女は――

　自らの血と、『赤の極点』。

　そして、少年との絆きずなを抱いだくことで。

　――一人の姫へと、昇華した。

「なに、あれ……」

　放心状態で、樹じゆ里りが呟つぶやく。だがすぐに頭を振り、憎むべき敵だったことを思い出す。

「何をしたのか知らないけど、あなたがここで終わるってことは変わらないのよ」

　塗り替えられた赤い世界の中では、鳳ほう凰おうの業ごう火かはもはや、禍々しいだけのものだった。

　菊を狙ねらい、炎を纏まとった鳳凰が舞い降りる。

　鳳凰は菊の体を飲み込み、辺り一面に業火を撒まき散らしながら誇らしく翼を広げた。

「あはは。ほら、これでもう終わッ―――――」

　鳳凰は自らを誇り、翼を広げたわけではなかった。

　吸血姫レイブラツドに消滅させられることを恐れ、悲鳴を上げただけだった。

　触れるどころか、近づくことすら困難だった鳳凰の炎が、引ひき剥はがされるように体を離れ飛散していく。

　美しいほどに禍々しかった鳳凰は――

　最後はただの炎へとなり下がり――渦を巻いて天空へと還かえっていった。

「あ、あ……」

　舞い上がる炎の中心に佇たたずむは、

　世界を赤く塗り替えた、

　吸血鬼の姫だった。

「これが最後です。私の限界はここです。だから――私は私のすべきことをします」

　消えたと錯覚するその速さは、紛れもなく、全力を出した樹じゆ里りを凌しのぐものだった。

「後はきっと、京きよう一いち郎ろうさんがどうにかしてくれるはずだから」

　樹里の後ろに回り、彼女の髪をかきあげる。

　白い首筋が晒さらされる。

　菊きくは全すべての力を込めて――紅あかい瞳ひとみの吸血鬼に噛かみついた。

「ッ――――――」

　何をされたのか？

　最初は呆ぼう然ぜんとしていた樹里だが、首筋の痛みが頭に届いたことで覚かく醒せいする。

　血を吸われている――

　その恐ろしさを感じたのだろう。

　菊は桁けた外はずれに強力な樹里の力で、数メートル吹っ飛ばされた。

「鳴なる神かみッ」

　焔ほむらが素早く動き、菊の体をフォローする。

　焔に受け止められると同時に、世界を彩いろどっていた赤が全て消えてなくなる。

　そして菊は、吸血姫レイブラツドから少女へと戻った。

「……無む茶ちやをして」

「あ、天てん城じよう先輩……私……」

「もういい。お前はよくやった。後は、私たちに任せておけ」

　優しく抱きかかえてくれる焔の腕が、涙が出そうなくらい温かかった。

「もう。できればあたしより目立つのやめてほしいんだけど……あそこまで素敵な姿を見せられたら、文句なんて言えないわよね」

　翼つばさが背を向け、樹里の前へと立つ。その背中は、信頼に値するほど格かつ好こいい。

　この二人がいなければ、私はここまで戦えなかった。

　だから、この二人がいればもう大丈夫だ。

　そう思うと、自然と体から力が抜けていった。

「何よ……少しくらい上う手まくいったからって、調子に乗らないでよ。その女の力は、もう消えてなくなってるじゃない。あの子がいなくなったからって、あなたたちごときがわたしに勝てると思わないでよッ」

　樹里の言うとおりだった。

　武器を失ったところで、樹里の強さ自体が弱まったわけではない。

　暴れ狂うように紅い残光を振り回すだけで――紅い瞳は全ての存在を消し去ることができる。

　樹里は腕を振り上げた。

　この戦いを、完全に終わらせるために。

「もうやだ。もう嫌だから……あなたたちは一刻も早く、わたしが殺して――」

　振り上げた樹じゆ里りの爪つめを、赤い残光が追いかける――――――――ことはなかった。

「え…………………」

　何もしていないのに、樹里の腕の血管が爆はぜた。

　振り上げた腕から、赤い血がほとばしる。

『最期の紅の名クリムゾンラストネーム』が、一人の少女を迎えに来た。



    

  
    
      
５　「赤と蒼あおの極点」



「な……に……」

　樹里は意味がわからず、呆ぼう然ぜんとした顔で流れ出る血を見つめていた。

「なに？　何で？　痛い……体が痛くて、力が出ない……なんで？　いったい、わたしになにを……きゃっ」

　血が吹き出たのは腕だけではなかった。眉み間けんが裂け、樹里の顔を赤く染めながら血が流れ落ちていく。

　樹里は左手で顔を押さえ、何とか出血を止めようとした。

　その表情に、赤い世界を支配していたときの面影は欠片かけらもない。

　正体不明のものに怯おびえ、震えることしかできないか弱い少女だ。

「何で……どうしてこんな……」

　問いに答えたのは、焔ほむらだった。

　用済みになった警棒を腰に戻し、冷淡な口調で真実のみを告げる。

「血を吸いながら、吸血鬼としての力を使い続けた末路だ。もはや、吸血鬼としての特権は全すべて失われた。わかるか？　赤い血はお前を見捨てたんだ」

「そ、そんな……」

　絶望した表情を浮かべる樹じゆ里りだが、焔ほむらの言葉を事実として受け入れることはない。額ひたいから溢あふれる血を押さえながら、樹里は精一杯の虚勢を張る。

「うそ……そんなのうそよ。デタラメ言わないでっ。そんなことでわたしが動揺すると思ったら……」

　今度は、額を押さえている手の甲が裂けた。

「あ……………」

　樹里は認めるしかなくなった。

　もう全すべてが、終わったのだと。

「認める認めないはお前の自由だ。だが、決して事実が変わることはない。もう、終わったんだ。諦あきらめて、私の指示に従ってもらうぞ」

「指示……」

「無論、お前のように危険な者を、このまま放ほうっておくことはできない。無力になったとはいえ、お前が血を吸うことを覚えた吸血鬼であることに変わりはない。報むくいを受けるのだ。罪を罪として認め、罰を受けろ」

「そ、それって……」

「それは時とき村むらが決めることだ。私はただ、お前をそこまで連れて行くだけだ」

　事実を告げられ、樹里の顔が絶望の色に染まっていく。だが、ギリギリのところで踏ふみ止とどまり、悪あがきにしか見えない大声を上げた。

「いや…それだけは嫌ッ。誰だれにも……誰にもわたしを殺させたりしないんだから」

　樹里は全てに背を向け、逃げるために駆け出した。行く手には、今は空き家となっている御み神かみの屋敷がある。樹里は一瞬も振り返ることなく、過去の我が家へと逃げ込んだ。

「あ、こら。散々暴れておいて、都合が悪くなったら逃げるんじゃないわよ。子供とはいえちょっとやり過ぎたんだから、お尻しりペンペンの一発や二発くらい――ぎゃあぁぁ」

　火傷やけどしていることを忘れて駆け出そうとして、翼つばさは悲鳴を上げた。

「し、しまった。まだちゃんと治ってないの忘れてた」

　翼は火傷している脚を宙に浮かせ、必死になって患部に息を吹きかけていた。

「焦る必要はない。子供が癇かん癪しやくを起こして逃げ出しただけだ。どうせ、今の状態では逃げ切ることはできん」

「女教師……………あの子が悪ガキだったのは素直に認めるけど、その言い方はちょっと冷たいんじゃないの？　ニャン子だったら、もっと別の言い方をしたと思うんだけど」

「……さあな。私は葵あおいではないので、その点はわからん。ただ、自分の役目を忠実にこなすだけだ」

「そりゃま、そうなんだろうけど……」

　翼つばさは、あまり納得していない顔をしていた。焔ほむらは、現実なのだから受け入れろという顔をしていた。

　どちらの表情を支持すればいいのか？

　すでに動けないほどボロボロの菊きくには、よくわからなかった。

　そのとき、再び火の手が上がる。

　先刻の鳳ほう凰おうのような、幻想的な炎ほのおではない。煙を伴い、鼻をつく臭においを発するその炎は、樹じゆ里りが逃げ込んでいった屋敷の扉を赤く包んでいた。

「だぁっ。何あの子？　ヤケになって火つけちゃったの？」

「現状から察するに、その可能性が一番高いだろうな……馬ば鹿かなことを。あの体でそんなことをしたら、自分が焼かれるということがわからんのか」

「……焼かれるつもりで、火をつけたんじゃないですか？」

「鳴なる神かみ」

「他の誰だれかではなく、自分の決断で終わらせるために……御み神かみ樹里は、屋敷に火をつけたんじゃないですか？」

　焔の顔が、炎に包まれた扉のほうを向く。その表情は、完全に終わったものと、諦あきらめている顔だった。

「そう……かもしれんな。火の回りが恐ろしく速い。あれは多分、御神樹里が最初から用意していたからだ。何かがあって追い詰められたとき、決着は自分でつけようと」

　炎が屋敷を侵食していく速度は恐ろしく速い。焔の見立てどおり、油やガソリンといった特殊なものを用意していなければ、あの速さは説明できない。

「コラコラコラッ。ちょっと、何すました顔で冷静に語ってんのよッ。このままじゃ、あの包帯少女は炎に焼かれて黒こげ少女になっちゃうでしょ？　そんなんでいいの？　あたしは、お肉はあんまり焼かないタイプなのよ」

　翼が必死に騒いでも、焔の表情は揺らがない。

「では、どうすればいいというのだ？　助けに入ったところで、御神樹里がそれを拒めばそこで終わりだ。先ほどの態度から、御神樹里が我々の助けを拒絶する可能性は極めて高い。それを説得し、連れ出せるという自信がお前にはあるのか？　悪いが、私にはないぞ。そしてそんな危険な状況に、お前たちを送り出すという気持ちも起こらん。あの娘は罪を犯したから、ここまで追い込まれることになったのだ。言ってみれば自じ業ごう自じ得とくだ。命を賭かけてまで、助けるような義理はない」

「あ、あんたねぇ……言いたいことはよくわかるけど、それじゃあたしの気分が悪くなるから何とかしろって言ってんのよッ」

「だから私は何度も言っているだろう？　もう、どうにもならんと」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　焔ほむらの言葉は、確かに冷たいものだった。だが、理解できない種類のものではない。焔は守るべきものに優先順位をつけ、それに従って判断を下しただけだ。

　それを否定する権利は、誰だれにもない。

「ニャン子だったら……そんなこと言わないのに」

「……」

　菊きくは静かに、二人のやり取りを眺めているだけだった。

「鳴なる神かみさんッ」

　不意に、聞き慣れた少年の声が聞こえた。

　こんな状況なのに、心が躍ってしまう。樹じゆ里りとの戦いで負った傷の痛みも、この瞬間だけは忘れることができた。

「きょ、京きよう一いち郎ろうさんっ」

　制服姿の京一郎が、息を切らして駆け寄ってくる。同じように駆け出そうとしたが、さすがに体が動いてくれなかった。

「鳴神さん……よかった。無事だったんだね」

　すぐそばまでやってきた京一郎が、優しく声をかけてくれる。無理に無理を重ねてきた菊は、感情の抑えがきかず、思わず京一郎に抱きついてしまった。

「おわっ」

　驚いた声を上げるが、突き放そうとはしない。むしろ優しく抱きかかえ、京一郎は肩を抱いてくれた。

「きょ、京一郎さん……わ、私は……」

「うん。大丈夫だよ。君が頑張ったっていうのは、その姿を見たらよくわかるよ。ご苦労さん。君は……君ができることを、一生懸命頑張ったんだね」

　その一言が嬉うれしかった。

　頑張って良かったと思わせてくれる。

　自分は間違っていなかったと気づかせてくれる。

　この人を待っていて良かったと――確信させてくれる。

　そんな気持ちにさせてくれるのは、この世で唯一、この少年だけだった。

「でも、何で鳴神さんがその制服を？」

　京一郎は、菊が身に着けている選抜校区の制服について聞いてきた。

　沙さ良らから貰もらった物なので、少しサイズが合わず、胸の部分が特に強調されている。

「これは、時とき村むら沙良に貰ったんです。私のは戦いで破れてしまって……裸で戦うのは何だろうからって言って」

　それを聞き、京一郎は嬉しそうな表情を浮かべた。

「沙良が？　そっか……俺おれが知らないところで、みんな頑張ってたんだな」

　沙さ良らと菊きく。

　時とき村むらと鳴なる神かみが、互いを認め協力したのを、彼は喜んでいるのだ。

「委員長さんも四し方ほう堂どうさんも、俺おれたちのために無理をしてくれ―――――」

　翼つばさはこれ見よがしに、火傷やけどを負った自分の脚を指差していた。

　間違いなく大おお怪け我がのはずなのに、どうしてこの人はこんなに余裕があるのだろう？

「ほら。ここ。ここをよく見なさいよ相あい崎さきくん。あたしが超格かつ好こよかった証あかしよ。ま、まあ、お礼が目当てで頑張ったわけじゃないんだけど……あ、相崎くんが、労をねぎらいたいって言うんだったら、少しくらいは大目に見てあげるから……よしっ。ドーンと来い」

　翼は両目を閉じ、両手を広げた。

　どうやら、菊と同じように、抱きしめられるタイプのお礼を所しよ望もうしているようだ。

　そんな翼の脚を、焔ほむらが軽く蹴け飛とばす。翼を放ほうっておいたら話が先に進まないから、強引に退場させるようだ。

「どわぁッ。痛い痛い痛いッ。痛くて死んじゃう」

　さすがの翼も怒るどころではなく、脚を抱えて辺りを飛び回っていた。

「我々をねぎらう必要はない。ただ、やるべきことをやっただけだ。それより、なぜお前はここに来た？　戦力になるつもりだったのかもしれないが、もう意味はないぞ。お前の血を必要とする場面は、とうに過ぎ去ったのだからな」

「そ、そうですよ。どうして京きよう一いち郎ろうさんがここに？　あ、わかりました。私に血を吸わせるために、怪我した体で無理して来てくれたんですね。もう、血を吸う必要はないわけなんですけど……ま、まあ、京一郎さんの気持ちを無駄にするのも悪いんで、噛かまれたいって言うんだったら、噛んであげないこともないです。た、ただ……今は天てん城じよう先輩たちもいるので、またいつか邪じや魔まの入らないときに――」

　なぜか、京一郎は覚悟を決めたような顔をしていた。

　その顔が、あの人と重なって見える。

　蒼あおい十字架をして、菊を置いていったあの人に――

「きょ、京一郎さん。それは？」

　京一郎の胸で光るそれは、紛れもなく――あの日見たあの人の十字架だった。

「話は後だ。それより教えてくれ。あの子は……御み神かみ樹じゆ里りはどこに行った？」

　十字架を見て、動揺する菊の代わりに焔が答えた。

「あの娘ならば、あの屋敷の中だ。見ての通り、入り口は炎ほのおに包まれ、誰だれも立ち入ることはできん。それより、その十字架……そうか。葵あおいはお前を、調停者として認めたか」

　事情を知ってるのか。焔は静かに納得し、瞳ひとみを閉じた。

「はい。会長に無理を言って、会長の代わりにここに来ました。だから俺も、自分がすべきことをするだけです」

「誰だれの代わりであろうが、私にとってはどうでもいいことだ。それより、お前がすべきこととは何だ？　見ればわかるだろう。全すべてはあの炎ほのおの通りだ。誰にも、どうすることもできん。『最期の紅の名クリムゾンラストネーム』は、『破滅』という名で終わったんだ。諦あきらめろ」

　京きよう一いち郎ろうは――ただ、遠くを見ていた。

　その姿が。

　その顔が。

　その瞳ひとみが。

　全てが、あの人と同じだった。

「それを書き換えるために俺おれは来たんだ。だから、俺は最期まで諦めない」

　呆あきれた顔で、焔ほむらが首を横に振る。

「……馬ば鹿かな。情に任せて無責任なことを言ってる場合では――ッ。相あい崎さきッ」

「京一郎さんッ」

「へ？」

　焔と菊きくと翼つばさ。

　三人を置いて、京一郎が駆け出す。

　向かう方向は――炎に喰くい尽くされかけた、屋敷のほうだった。

「京一郎さんッ」

　菊が伸ばした手をすり抜け。

　京一郎はあの人と同じように、一人で決着をつけに行ってしまった。





　樹じゆ里りが最期の場所として選んだのは、二階にある寝室だった。

　遠い日の記憶が、わずかに頭に残っている。

　幼い頃ころのわたしは、ここで生きていた。

　家族に囲まれ、何不自由なく生きてきた。紅あかい瞳という、特殊な見た目でも……両親はちゃんとわたしを愛してくれていた。

　あの日、わたしが人の血を吸うまでは――

　初めて血を吸った相手のことは、今はもう覚えていない。ただ、血を吸ったという事実と、それによって全てが壊れたことだけは覚えている。

　知らない大人がやってきたのは、それからすぐのことだった。

　わたしを見る両親の眼めは、今までとは違うものだった。

　意味がわからなかった。

　どうして……

　何で……

　みんなわたしを、哀れむんだろう？

　周りにいた大人は、みんなその答えを教えてくれなかった。

　ただ、たった一人を除いて――

『簡単よ。人を愛し、愛される人になればいいの。そうすれば、君はここから出られるはずだから』

　血を吸うことは、いけないこと。

　あの女が、わたしに教えてくれたこと。

　あの女は……そうすれば、わたしは救われるって教えてくれた。

　だけど……………そんなことは嘘うそだった。

　わたしは左目と引き換えに、自分を護まもれるのは自分だけだということを知った。

　だから、血を吸った。

　だから、力を求めた。

　だけど……救われなかった。

　もう、誰だれを信じればいいのか……わからなかった。

　鳥に憧あこがれて創つくりだした力の結晶も……もうそばにはいない。

　結局、こうなることが最初から決まっていて……わたしは、時間を引き延ばしていただけなんだ。

「……………終わっちゃった」

　樹じゆ里りは、寝室に残されていたベッドに腰を下ろした。

　物が燃える音が、ここまで聞こえてくる。まだ、寝室には炎ほのおが届いていない。

　だけどそれはもう、時間の問題。

　廊下は炎に包まれ、全すべてが終わるまであと少し。

　後悔していないことといえば、終わり方を自分で選べたことくらいだろう。

　誰かに殺されるくらいなら、自分の手で……

　樹里は、寝室の扉を見つめた。

　あの日。

　あのとき。

　もしも、紅あかい瞳ひとみの吸血鬼が……左目を潰つぶそうとしたとき。

　あの女が助けに来てくれていたら――

　何か…………変わっていたのかな？

　樹里は、そんなことを思った。

「？」

　――足音が聞こえた。

　それは廊下を駆け、この部屋の前で止まった。

　扉が開く。姿が見える。

　樹じゆ里りは、自分の鼓動が強くなったことを感じた。

　これは、夢なのだろうか……

　そんな言葉が、頭に響く。

　蒼あおい十字架は時を越え、持ち主ぬしを変え――再び少女の前に現れた。

　赤い宿命が生み出した物語と――

　蒼い運命が紡ぎだした物語は――

　今ここに――極点を迎えた。





「よかった。無事だったんだ」

　樹里を見つけた京きよう一いち郎ろうは、とりあえず安あん堵どのため息をついた。

　どういう事情があるにしろ、まずは生きていないと話にならない。樹里を見つけた京一郎は、無神経なほど真まっ直すぐに近づき、彼女の腕を掴つかんだ。

「さあ。ここから出よう。早くしないと、手遅れになるからね」

　樹里の腕を引き、さっさとこの場を立ち去ろうとする。しかし、掴んだ腕は京一郎の助けを拒絶した。

「何で、あなたがここにいるの？　どうして？　わたしの爪つめで、貫かれたはずなのに……」

　お化けを見るような眼めで見られるのは心外だった。

　刺されたのは確かだが、別に死んだわけじゃない。だからそんな風に、この場に存在しないものを見るような眼はやめてほしい。

「怪け我がはしてるさ。でも、動けないほどの大怪我ってわけじゃなかったんだ。それより、今は話してる時間がないから、早く逃げよう。このままじゃあ、本当に手遅れになる」

　残された時間は少ない。いや、もしかしたらもう限界を超えているかもしれない。

　一分一秒を争うこの時間に、のん気に事情を説明している余裕はない。

「逃げる？　どこに？　もう、わたしが行くところなんてどこにも……」

「とりあえず外に逃げるんだよ。じゃないと、俺おれたち二人とも、炎ほのおに焼かれて真っ黒になっちゃうだろ？　それじゃあ駄目なんだよ。だから、早く俺について――」

「あ、あなたについて行ってどうなるっていうの？　逃げ出したところで、わたしが死ぬっていうのは変わらないじゃない」

「……まだ、そんなことを言ってるのか？」

「そんなことって何よッ。あなたにとっては、わたしの命なんてどうでもいいかもしれないけど……わたしは、わたしはまだ……」

「だったらなんで、俺が君を助けに来る必要があったんだ？」

「――――」

「まだわからないのか？　まだ見えないのか？　君を助けようとする人は、君の周りにたくさんいただろ？　その人たちはみんな、君を殺そうなんて思ってなかっただろ？　もう、気づかないといけないんだよ。君の敵は、全すべて君自身が作ってきたものなんだ。いい加減それに気づかないと……本当に、君のことを殺そうとする人たちばかりになっちゃうだろ」

「ッ……………」

　樹じゆ里りは怯おびえていた。

　自分の身を護まもるために、理解できないものを必死になって遠ざけようとしていた。

「……うそ。うそよ。わたしが……何で、そんな……違うッ。違うもんッ。わたしは悪くないもんッ。みんな……みんなが悪いのッ。わたしを哀れんで、憎んで、殺そうとする……いやだぁッッ。大人は嫌いッ。大人はみんなわたしに嘘うそをつくから、大ッ嫌いッ。だから、だから……わたしは……」

　樹里は必死になって腕をふり、京きよう一いち郎ろうから逃げようとした。

　最初から――誰だれかがこうしていれば、問題は大きくならなかったのかもしれない。

　京一郎は腕を振り上げ、樹里の頬ほおを打った。

　できる限り優しく、だけど確実に痛みが伝わるように。

　京一郎は樹里のことを叱しかった。

「いつまでも甘えてる場合じゃないだろッッ。泣いたって叫んだって、君がそういう体で生まれた現実は変わらないんだよッ。まずそれを受け入れろよッ。受け入れたら、どうすればもっとよくなっていくかを考えて、そのために頑張って生きていくんだよ。助けてほしいんだろッ。だったら、もっと大きな声で、もっとわかりやすく――助けてくれって言えよッ。じゃないと……誰も君を救えないんだよ。本当の意味で君を救うことができるのは、この世界で、君一人だけなんだから……俺おれたちは、その手助けをしてあげることしか、できないんだよ」

「………………」

「たった一度裏切られたくらいで、世界中のみんなを憎むようなことはもうやめよう。君を助けようとしている人は……………この世界に、たくさんいるんだから。この十字架を持っていた人が、そうだったように……」

「あ、あ、あぅ……あ……」

　鬼として生まれ、鬼として生き、鬼として全てを傷つけていた少女は――眼めにたくさんの涙を溜ためて、泣き始めた。

「たすけて……たすけてよぅ……おねがい。うぁ、あ、あああああああん……」

　京一郎の胸に顔を埋うずめると、樹里は壊れたように泣き出した。

　鬼としての彼女を支えていた全ての感情が、涙となり流れ出していく。京一郎の胸で泣きじゃくる樹じゆ里りは、どこにでもいる普通の少女と何ら変わるものではなかった。

「助けるよ。俺おれは、そのためにここに来たんだから。絶対に君を助けてみせる」

　樹里が落ち着くまでと思い、京きよう一いち郎ろうは肩を抱き、彼女の慟どう哭こくを受け止め続ける。時が経たち、泣き声が収まると同時に、樹里は京一郎の胸の中で眠りに落ちてしまった。

「無理、してたんだな。こんな小さな子供のくせして……ずっと一人で、怖いものと向き合い続けて生きてきたんだもんな」

　眠りに落ちた樹里を背負い、京一郎は寝室を後にしようとした。

「うわッ」

　だが、廊下を占領した炎ほのおが、京一郎の脱出を認めようとしない。暴れ狂う獣の牙きばのように、炎はそばにあるもの全すべてに襲い掛かっていた。

「……ここで立ち止まったら、今までのことが全部無駄になっちゃうからな」

　京一郎は決死の覚悟をし、炎の中に突っ込んだ。

　もちろん、背中に負った樹里を気遣うことは忘れない。できる限り樹里のことを庇かばいながら、京一郎は全速力で炎の海を走り抜けた。

　来たときと同じ道を駆ける。上う手まくいけば――そのまま、脱出できるはずだった。

　やばい……火の回りが、思ってたよりも速い……

　眼がん前ぜんにあるのは、炎だけだった。

　あたり一面が、炎で赤く染まっている。発生する煙の量もハンパではない。

　もはや出口どころか、数メートル先も確認できないほどのものになっていた。

「駄目か……やっぱり、気持ちだけじゃどうにもならないのか……」

　力がなければ、心は何の意味も持たない。

　忍び寄る絶望を意識したとき、京一郎は自分の無力さを実感した。

「くそっ。ここで、諦あきらめるわけにはッ」

　迫る危険を無視して、京一郎は一歩を踏み出そうとした。しかし、舞い上がる熱風によりバランスを崩す。

　背中の傷口が開き、京一郎はその場に倒れこむ。

　樹里を背負っていることに加え、この環境だ。

　もはや、動けというほうが無む茶ちやな話であった。

　駄目か……

　万策尽き、心が折れ、逃げるように眠りにつこうとしたとき――

　少女の手が、京一郎の顔をそっと撫なでた。

「鳴なる神かみ……さん……」

　それは、力を持つ者として、京一郎が信頼してきた少女だった。

　全てのものが蒸発していく赤の領域。

　菊きくは、京きよう一いち郎ろうを見つけ、ホッとしていた。

「京一郎さん。よかった。無事だったんですね」

　無事……と言われたら、無事なのかもしれない。しかしそれも、あと少しだけのことだ。あと少しで、炎ほのおは全すべてを飲み込んでいく。

「鳴なる神かみさん……どうして、君がここに？」

「京一郎さんが、私に言ったのと同じです。私も、私ができることをしにきました」

「そっか。それは嬉うれしいけど……でも、もう駄目かもしれない。このままじゃ、みんな一緒に焼かれるだけだ。鳴神さん。君と、この子だけならまだ間に合うかもしれない。だから、俺おれの代わりにこの子を助けて――」

「嫌ですッ。私は絶対に、京一郎さんを見捨てたりしませんッ」

　菊は、感極まって泣きそうな顔をしていた。

「前に、京一郎さんに話しましたよね。私は、大切な人を失った過去があるって。そのときは、弱くて、何もできなかったから……あの人を見送ることしかできなかったけど……もう、そんなのは嫌ですッ。大切な人を、二度も失うのは絶対に嫌ですッッ」

「……」

「だから、たとえこのまま、死ぬことになるとしても……」

　倒れている京一郎の手を、菊は精一杯強く――握にぎり締めた。



    

  
    
      



    

  
    
      「最期の瞬間は、あなたと一緒にいたい。私にとって、一番大切な人だから――」

　祈るように、菊きくは京きよう一いち郎ろうの手を抱きしめた。

　不思議と、死ぬかもしれないのに……怖いとは思わなかった。

　この子と一緒なら、どんなことでも、できるような気がした。

　鳴なる神かみさん。変な関係だったけど、俺おれは、君に出会えて―――――――――――っ。



　まだ、二人の奇跡は終わっていなかった。



　京一郎のほうから菊の手を握にぎり、伝えたいことがあることを教える。

　菊はハッとした表情で、京一郎を見た。

「鳴神さん。俺の血を吸ってくれ。そして、吸血姫レイブラツドとしての力で……君自身と、この子を救ってくれ」

「吸血姫としての力で……で、でも、いったいどうやって？」

「それは、君自身に任せるよ。無責任で悪いけど……俺も、一発逆転みたいな作戦があるわけじゃないんだよ。ただ、一つだけ言えることは――吸血姫は、信じる思いを力に変える存在なんだ。だから、信じていてほしい。君は、絶対に助かるって」

「……………嫌です」

「……」

「助かるときは、京一郎さんも一緒じゃないと嫌ですもん」

「……そう、だね」

　握っていた、京一郎の手を放す。

　そして菊は――女の顔をして、京一郎の首筋に顔を近づけた。

　これが最期の――

　赤い口づけになると思って。

　赤毛の吸血鬼は、

　真紅の血を持つ少年の――血を吸った。

　赤い炎ほのおは静かに揺らめき、二人を包み始めた。



    

  
    
      
エピローグ



　どうしてここにいるんだろう？　わけがわからず、京きよう一いち郎ろうは辺りを見回した。

「ここは？」

　場所は公園だった。

　普段から頻繁に訪れている公園ではない。ただ何となく、見覚えがある光景だった。

「君の血は、何のためにあると思う？」

　不意に、誰だれかがそれを聞いた。

「あ……………」

　聞いた相手は、蒼あおい十字架を身に着けた、あの人だった。

　ああ、そっか。ここは……

　あの人と別れた場所。別れたときと同じように、あの人が笑顔で京一郎を見つめている。

　違っていることはたった一つ。

　あの人の前に立つのが、幼かった頃ころの自分ではなく、今の自分だということだ。

　不思議な光景だった。

「ああ、これは夢なんだ」というのが、すぐにわかった。

　だからこそ京一郎は、精一杯話そうと思った。

「俺おれの血が何のためにあるのか？　正直、俺はあなたの言ってることが、よくわかっていなかった。諦あきらめないってことの本当の意味が、自分の全すべてを受け入れるということが、俺を必要としている人がいるということが……表面的な言葉でしか、理解できていなかった。でも、今は違うんです。やっと――あなたが言っていたことの、本当の意味がわかってきたんです」

「……教えて？　君は、どんな答えを出したの？」

　ありったけの想おもいを、言葉に乗せて。

「俺の血は――結局、俺のためにあるんです。そう。俺が、俺自身が……俺の望む結末にするために、力を貸してくれる多くの人と一緒に生きていくために――俺の血はあるんです。あなたが、そうだったように……いつか、どこかで力尽きることがあったとしても、他の誰かが、自分が望んだ結末をつくり出してくれると信じて――人は生きていくんだと思います。体に流れる、自分の血を信じて」

　答えは、何でもよかった。

　ただ、そこに自分の心がこもっていれば。

　ただ、そこに人を大切にする心があれば。

　答えなんて、どんな言葉でもよかったんだ。

　あの人はそれを、あの人なりの言葉として――京きよう一いち郎ろうに教えてくれた。

　時を越えて少年は、ほんの少しだけ、大人になった。

「……そっか。いい答えね」

「あ、あの、俺おれは……」

　伝えるべき言葉を伝えた後は、感謝の言葉を口にしたくなった。

　違う。

　もっと多く、もっとたくさんのことを、この人と話したかった。

「じゃあ、そろそろ私は行くわね。約束が、あるから」

「あっ……」

　呼び止めようとして、やめた。

　あの人は、行かなくてはいけないのだから。

「ねえ、京一郎くん」

　初めて、あの人は京一郎のことを名前で呼んだ。

　溢あふれんばかりの、笑顔を添えて。

「格かつ好こよかったぞ。男の子」

　涙が出そうなほど溢れる想おもいを我慢して。

　京一郎は、やっと「さようなら」が言えた。





「う、うーん。重くて、もじゃもじゃ……」

　顔の上に、毛だらけの謎なぞの物体がある。

　半覚かく醒せいの京一郎は、手を伸ばしてその物体に触れた。

「しゅ、シュナイダー……なんでお前が俺の顔の上に？」

　手に触れたのは、会長直属のデブ猫だった。シュナイダーの体を持ち上げ、お腹なかの部分へと運ぶ。その際、ここが病室だということに気づいた。

「あ、よかった相あい崎さき君。眼めを覚ましたんですね。心配してたんですよ。もしもこのまま眼を覚まさなかったらどうしようって」

　声の主ぬしは古こ城じよう葵あおいだった。

　制服姿の葵が丸まる椅い子すに腰を下ろし、心配そうな……ふりをして、京一郎を見ていた。

「あ、会長……そうですか。心配してくれてるのは凄すごく嬉うれしいんですけど……俺が、呼吸できなくなるかもしれないという心配はなかったんですか？」

「大丈夫ですよ。私は呼吸できてますから。いざというときは私が助けてあげます」

「はぁ……そりゃ心強いお言葉で」

　呆あきれる京一郎とは対照的に、葵は満面の笑みを浮かべ、能天気な顔をしていた。

「起きたか？　まあ、どう間違っても死ぬような状態ではなかったが、眼めを覚ましたのなら安心だ。もう、自分で動くことはできるのだろう？」

　少し離れた位置で、腕組みをした焔ほむらがこちらを見ている。

　視線は、心配しているというよりも、早く本調子に戻れという命令的なものだ。

「委員長さん。あ、ええっと。体の調子のほうは……」

　手の平を見つめ、自分の思い通りに動かしてみる。大して痛みもなく、これといった異常も見当たらない。無論、絶好調というわけではないが。普通に動く分には問題ないだろう。

「もう、駄目ですよ相あい崎さき君。相崎君は私がいないと何も出来ない、駄目駄目な男の子のはずなんですから。無理して格かつ好こつけたらいけませんよ。コイツゥ」

　じゃれあう恋人のように、葵あおいは指先で京きよう一いち郎ろうの額ひたいを押した。その威力が、予想していたものよりほんの少しだけ強くて、京一郎の首はカクンとなった。

「でも、やっぱり男の子なんです。出会った頃ころの相崎君は、一人では何もできない、本当にどうしようもないくらい駄目駄目な男の子で、『ああ、将来はニートか犯罪者にでもなるんだろうな』って思ってたんですけど」

「……言い過ぎじゃないですか？」

「まあまあ。それが今では、私さえも見み惚ほれてしまうほどの格好いい姿を見せられるようになって……もうっ。先輩じゃなかったら、相崎君に惚れちゃってるかもしれませんよ。コイツゥ」

　今度はゲンコツで、京一郎の額を押してきた。それは悪ふざけではなく、攻撃と呼べるほどの威力だった。

「遊びはそこまでにしろ、葵。それより、四し方ほう堂どうの奴やつが病室で訳のわからん本を読んで興奮していたぞ。あの女のことだ。このままでは何をしでかすかわからん。お前が行って、適当になだめておけ」

「あら？　そうなんですか。さすが翼つばささんですね。一日ごとに成長していく相崎君と違って、いつまで経たっても成長しない、どうしようもないへっぽこ野郎なんですから。私がいないと駄目みたいですねぇ」

　葵は嬉うれしそうな顔で席を立ち、ドアのほうへと向かっていく。

「それじゃあ相崎君。万全な体調に戻るまで、良いい子でいるんですよ。惚れちゃうかもしれないと言いましたが、私はあなたのハーレムルートにおけるラスボス的存在なんですから。そう簡単にものにできると思ったら大間違いですからね。おほほほほ。それじゃあ、さようなら」

　マイペースに言いたいことだけを言うと、素敵な笑顔を残し、葵は病室を出て行った。

　体の大きなデブ猫、シュナイダーは葵についていかず、京一郎の体の上で大きくあくびをしていた。

　何なんだあの人は……

　いつまで経たっても、どこまでいっても。

　あの人にだけは敵かなわないような気がした。

「葵あおいは葵なりに、お前のことを心配していたんだ。まあ、あの態度では伝わらんかもしれんがな」

　腕を組んだまま、焔ほむらは葵が出て行ったドアを見詰めていた。

「いえ、心配してくれてたのはわかりますけど……それより、どうして俺おれはここに？　確か、炎ほのおの中で丸こげ寸前までいったような」

　それらしい怪け我がの跡はどこにもない。

　夜普通に寝て、朝普通に起きたかのように、体調自体は悪くなかった。

「鳴なる神かみだ」

「鳴神さん？　彼女が、俺たちを救ってくれて……」

「正確にいえば、お前の血を吸った吸血姫レイブラツドだがな。あいつが持てる力の全すべてを使い、お前たちを炎から護まもったんだ」

「そうなんですか？　それで、鳴神さんは？」

「安心しろ。現状、命にかかわるような状態ではない。無理をし過ぎたため今は深く眠っているが、しばらくすれば眼めを覚ますだろう」

「そうですか。よかった……」

　ひとまず安心し、京きよう一いち郎ろうは胸を撫なで下ろした。そして心の準備をし、もう一人の安あん否ぴを確認する。

「それで……あの子は、御み神かみ樹じゆ里りは？」

　組んでいた腕を解ほどき、焔の強烈な視線が京一郎を射抜く。空気が、一瞬で緊張したのがわかった。

「……あの娘なら、時とき村むらが管理している施設に戻った。吸血鬼としての力を使い果たし、そのうえ、吸血姫となった鳴神に血を吸われたことで、力の大部分を失ったのだが……奴やつが血を吸っていたという事実は変わらん。危険人物として、この先も時村が監視することになる」

「……監視。そう、ですか」

　俺は、彼女を助けてあげられたのかな？　

　そんなことを思った。

「下を向く必要はない。あの娘から、お前宛あての伝言だ」

「俺に？」

「ああ。私には意味がよくわからんが――あの娘はお前に、『ありがとう』と言っていたそうだ。施設に戻ることも、あの娘は素直に受け入れた。あのままならば、もう、あの娘が鬼と呼ばれることはないだろう」

「……」

　その事実を、京きよう一いち郎ろうは無言で聞いていた。

　良かった。俺おれのしたことは無駄じゃなかったんだ。

　そう思うと、自然と笑みがこぼれた。

「……………正直、私には想像もできなかった結末だ」

　いつの間にか焔ほむらは視線を逸そらし、京一郎ではなく、外の風景を眺めていた。

　つられて京一郎も外を見る。

　窓の外には、透き通るように蒼あおい空があった。

「『最期の紅の名クリムゾンラストネーム』は『破滅』。それ以外、絶対にありはしないと思っていた。だから、あの娘を見捨てることに躊躇ためらいはなく、そのために命を賭かけることなど無駄だと思っていたが……そうではなかったんだな」

「委員長さん……」

「雨が、降ったんだ。屋敷が炎ほのおに包まれ、最悪の事態を覚悟したとき……奇跡のように、あの場に雨が降ったんだ。私は……あの人が起こした奇跡だと思った。奇跡など、敗者の戯たわ言ごととしか思ってなかった私が、そう思ったんだ……おかしな、話だろう」

　再び、焔が視界に京一郎を捉とらえる。

　別人かと錯覚するほど、そのときの焔は優しい眼めをしていた。

「どうしてあの人が、私ではなく葵あおいにあの十字架を託したのか……今なら、嫌でもよくわかるんだ。結局私は……理解したふりをして、諦あきらめていただけだったんだな。お前のように、愚ぐ直ちよくで無計画なやり方でなくても、何かができたはずなのに。私は何も考えず、ただ、眼を逸らしていただけだったんだな」

「……お、俺ってやっぱり、愚直で無計画でしたか？」

「ふふ。私なりに褒めているつもりだ。気を悪くしたのなら、素直に謝ろう」

　初めて、京一郎は焔の笑顔を見た。

　普段の顔が厳しいだけに、そのギャップはとんでもない。激げき辛からな物でも食べたかのように、京一郎の温度が一気に上がった。

「そしてお前は、あの人が葵に託した十字架を受け取った。その意味はわかっているな？」

「え、あ、は、はいっ。そのつもりです」

「うん？　どうした？　顔が赤いぞ。まだ体調が優れないのか？」

　あ、あなたの笑顔に動揺したんです。

　さすがに、口が裂けても、その一言は言えそうになかった。

「相あい崎さき京一郎。退たい魔まの一族としてではなく、一人の女として、お前に言っておきたい」

　最悪に凶悪なのは、見る者の言葉を奪う魅力的なバストだけではなかった。

　普段、軍人のように厳しい顔をしているのに――

「大した男だよ、お前は。葵あおいの言葉ではないが、何か過あやまちがあれば、お前に惚ほれてしまうかもしれないな」

　無防備な焔ほむらが見せる笑顔は、それだけで男を殺せるほど可愛かわいらしかった。



　外の空気を吸うため、京きよう一いち郎ろうは病院の屋上に出て辺りの風景を眺めていた。

「参ったな。まさか、委員長さんがあんな顔を見せるなんて……」

　あの顔を思い出すと、今でも急激に体温が上昇していく。女の子は不思議で怖いものだと、京一郎はあらためて実感させられた。

　思えば――今日に至るまで、色んなことがあった。

　大半が大変なことで、中には命にかかわるようなこともあったけど、何とか生きて今を迎えることができている。

　一人だったら、きっとどこかで歩くことをやめていた。

　それを思うと、たくさんの人の顔が頭に浮かんできた。

「京一郎さん」

　後ろから声をかけられる。京一郎と同じように、入院患者用の服を着た菊きくが、なぜか面白くなさそうな顔をして立っていた。

「あ、鳴なる神かみさん。怪け我がは、もういいの？」

「はい。それは、当然もういいに決まってるじゃないですか。そうじゃなければ、こんな風に歩き回ったりできないんですから。ふんっ」

　なぜか知らないが、菊は怒っているようだった。

　ツンツンした態度はいつものことだが、原因がわからないと対処のしようがない。

「どうしたの？　何か、怒ってるみたいだけど」

　京一郎が原因を尋ねると、菊は「ふんっ」と唇を尖とがらせ、そっぽを向いてしまった。

「きょ、京一郎さんが勘違いしてるんじゃないかと思って、注意しに来てあげたんです」

「注意？」

「はい。あの、その……あ、あのとき、炎ほのおの中で京一郎さんの血を吸ったとき……もしかしたら、私は、心にもないことを言っちゃったかもしれません。それを、京一郎さんは……あの、その、ええっと……じ、自分の良いいように勘違いして、調子に乗ってるかもしれないから……わ、私が注意と訂正を兼ねて、ここに来てあげたんです」

「え？　鳴神さん。何か言ってたっけ？」

　京一郎がよくわからないという顔をすると、菊は烈火のごとく怒り狂った顔をした。

「い、言いましたよッ。ああああああ、あの……な、何番目かに大切かもしれないとか……あ、あんなの、ちょっとした表現の違いで、思わず口にしちゃっただけなんですからッ。わ、私がそう思ってるとか思って、変な勘違いとかしたら許しませんからッ。だから、今すぐ忘れてくださいッ」

「あっ。そっか。そういえばあのとき、そんな内容の会話をしたっけ。思い出したよ」

「思い出したって何ですかッ。私にとってはそれなりに無理して言ってあげた言葉なんですから、忘れるなんて失礼じゃないですか」

　覚えていたら忘れろと言い、忘れていたら失礼だと怒られる。

　もう、何をどうすればいいのやら。

　だが、それが鳴なる神かみ菊きくなんだと思えば、不愉快な気持ちも起こらない。

「鳴神さん。俺おれは、君とは逆に、あのとき言えなかったことがあるんだ。それを、今言ってもいいかな？」

「むっ。何ですか？　恋人という立場だからって、調子に乗ったことを言ったら許しませんよ」

　心の底から、そう思っていた。

　だから、感謝の意味を込めて、

　伝えなくてはいけないと思ったから。

　京きよう一いち郎ろうは彼女に言った。

「俺は、君に会えてよかった。君がいなかったら、俺は何もできなかった。だから、あの日俺の前に現れてくれて、感謝してるよ。ありがとう」

　キョトンとした後、菊の顔は絵の具で塗ぬったかのように真っ赤になった。

「なななななな、何を言ってるんですかっ？　そ、それは確かに……きょ、京一郎さんは私と出会えてよかったと思いますけど……そ、それは、あの、その……こ、こんなタイミングで言うなんて、フェアじゃないですよっ」

　真っ赤な顔をして、菊は慌てふためく。やがて、恋する乙女のような仕草で、京一郎の顔を上目遣いに見詰めだした。

「きょ、京一郎さんのせいですから。私は、悪くないですから……だから、あの……」

「どうしたの？」

「か、噛かませてください……じゃないと、もう、我慢できないです」

　顔を赤くしてそう言った菊は、断られたら泣いてしまいそうな雰囲気を放っていた。

　助けてもらった事実もあり、京一郎は拒否せず彼女の願いを聞き入れる。

「いいよ。血を吸ったりするのは駄目だけど、軽くだったら噛んでいいから……」

　言い切る前に、菊は「もう我慢できない」という顔で、京一郎に近づいてきた。

　そして無言で――京一郎の首を噛もうとした。

「あーッ。お菊ちゃんと京一郎くんがラブラブチュッチュなニャンニャンシーンを演じようとしてるよ」

「あっ。何やってんのよ赤毛チビッ。京きよう一いち郎ろうから離れなさいよッ」

　大声を出して姿を現したのは、由ゆ良らと沙さ良らの二人であった。

　二人ともいつもの顔と声で、京一郎たちに近づいてくる。

「ねえねえ京一郎く～ん。ニャンニャンごっこなら、由良も相手をしてあげるよ。だから、お菊きくちゃんだけじゃなくて、由良とも遊んでよ」

「何やってんのよ京一郎。そんな、下品な胸の女なんかと遊んでないで、あたしたちと一緒に来なさいよ。京一郎がしてほしいって言うんだったら、そんな女よりもちゃんとサービスしてあげるから」

　息を合わせ、由良と沙良が京一郎の両腕を掴つかむ。はみ出し者にされた菊は、感情のままに激しく吼ほえた。

「な、何ですかあなたたちはッ。そんな、恥知らずな誘惑で京一郎さんを弄もてあそばないでくださいッ。だって、あの、その……………京一郎さんは、私の恋人なんですからッ」

　菊の叫びを聞いても、二人が動揺することはなかった。

「じゃあ、由良は京一郎くんのお嫁さんになるね。京一郎くん。インターネットとかで、由良は俺おれの嫁って主張してもいいよ」

「それじゃあ私は、京一郎の愛人ってことでいいわよ。となると、この中で一番立場が低いのは恋人であるチビね。ほら、もう用は済んだから、とっととどこかに行きなさいよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「な、何でそうなるんですか？　どう考えても、一番立場が上なのは私じゃないですかッ」

　菊きくの主張も虚むなしく、時とき村むら姉妹は強引に京きよう一いち郎ろうを連れ去ろうとする。菊は、文句を言いながらその後を追いかけていった。

　今まで、色んなことがあった。

　そして真紅の血を持つ限り、この先も色んなことがあると思う。

　だけど、この少女たちがいれば、きっと大丈夫だ。

　京一郎の胸で、蒼あおい十字架が光って揺れた。

　そういえばまだ、菊にこの十字架のことを話していない。

　それも含めて。

　みんなに伝えたいことが、たくさんある。

　誰だれかに呼ばれた気がして、京一郎は振り返った。

　その先にあるのは、胸につけている十字架のように――蒼く澄んでいる空だけだった。

　俺おれは、みんなと一緒に頑張ります。

　遠い空の彼方かなたへ。

　京一郎は、そんなことを呟つぶやいた。



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、星ほし家いえなこです。好きな鳥はスズメです。

　唐突ですが、皆様には心に残っているゲームがありますでしょうか？　僕には、とても心に残っているゲームが一つあります。

　ストーリーとしては、勧善懲悪もので、正義の味方である主人公が、悪であり敵であった相手を一人ずつ改心させながら旅をしていくというものでありました。昔のゲームだから難易度が高くて、二歩歩くだけで敵が出てきて、「おいおい、全然前に進めねえよ」と愚痴りながらプレイしていたのが昨日のことのように思い出されます。

　そんな感じでやっていたゲームなのですが、主人公が敵を改心させながら旅をしていくというストーリーが好きで、僕は熱心にこのゲームをやりこんでいました。その中で、ラスボスとして出てくる奴やつがとても悪い奴で、これがもう本当に性根が腐っていて、非道という言葉がピッタリの野郎でした。もちろん、二歩歩くだけで敵が出るという苦行を突破してきた僕としては、すでに感情移入は済ませていて、「コイツは懲らしめないといけないな」と思っておりました。

　そうこうしているうちにラスボス戦になり、見事勝利。一件落着で、「ああ、終わった」と思ってエンディングを見ているときに、ふと思ったんですよね。

「あれ？　コイツは改心させないんだ」と。

　今まで、出会う敵全すべてを改心させてきた主人公が、最後の最後だけは、崩れ落ちていくラスボスに背を向けて素っ気なく去っていくだけ。周りにいる仲間たちも、これからはあんな悪い奴が出てこないように、みんなで力をあわせて生きていこうと教訓めいたことを言うばかり。誰だれ一人ひとりとして、ラスボスに対して同情めいたことを言おうとはしませんでした。

　子供心に、それがどうしても納得できなかったことを今でもよく覚えています。

　他の仲間たちならいざ知らず、どうして、愛と勇気を掲げながら今まで冒険してきた主人公が、そこで何もせずに終わってしまうのか？　今まで、愛と勇気を説きながら冒険してきたのは一体なんだったのか？　まあ確かに、改心させてきたといっても、やってることは大勢の仲間と一人の敵をボッコボコにするというゲームの王道のようなことでしたが、それでも、そこで一番悪い奴を改心させてこそ、このゲームは本当の意味で完結するんじゃないかと、僕は思っておりました。

　今回の作品は、僕の中にあるそういう気持ちを下敷きとして書かせていただきました。悪い奴が現れました。戦いました。勝ちました。それだけじゃなくて、悪い奴にもちゃんと救いがあるようなお話にしようと。

　あの日、あのゲームを通じて僕が憧あこがれた、愛と勇気が皆様にも伝わるような作品にしようと思い、今回の作品を書かせていただきました。これにより、皆様にも愛と勇気が伝われば幸いです。そして伝わったのであれば、それを後世の皆様にも伝えていただきたいと思います。

　大切なものは愛と勇気。それを伝えるためであれば、一人の敵を大勢でやっつけることは問題ではない……あれ？　何か本質が変わったような気がしますが、まあいいでしょう。とにかくそういうことです。



　それでは、恒例の登場人物について一言二言。

　お菊きくちゃんは、やっぱり噛かみついているときが一番可愛かわいいですね。どうにかして、お菊ちゃんの噛みつきシーンだけで一冊書けないものですかね。

　由ゆ良らと沙さ良らについては、登場シーンをもっと増やしたかったですね。かなり省略されてますが、この二人の猛攻は本当に凄すさまじいもので、そこをもっと書きたかったですね。どうにかして、二人に弄もてあそばれるシーンだけで一冊書けないものですかね。

　今回初登場の焔ほむらさんは、いわゆる一つのお姉さまタイプです。豊満な体と大人の言動。隙すきがないように見えて実は方向音痴という弱点持ち。一生に一回でいいから、こういう人に叱しかられてから励まされたいものですね。どうにかして、焔さんに怒られつつも応援されるシーンだけで一冊書けないものですかね。

　そんな焔さんとは対照的に、樹じゆ里りちゃんは子供です。わがままで、自分の思い通りにならないとすぐに癇かん癪しやくを起こして拗ねて、大人は嫌いとか言ってるくせして、大人のスタイルには憧あこがれるという面倒くさい子供です。だけどその分、懐いたときの甘え方は尋常ではありません。今回、そういったシーンを書く機会がなくて残念です。どうにかして、樹里ちゃんが甘えてくるシーンだけで一冊書けないものですかね。

　最後に、翼つばささんと葵あおいさんのへっぽこお姉さんズ。僕の中で最高に印象に残っている、翼さんの名言を紹介させていただこうと思います。

「先に彼氏とか作ったらぶっ殺すから」。素晴らしいですね。この一言が、翼さんという人間の全すべてを表してますね。葵さんも、こんな一言を発せられる翼さんのへっぽこぶりが好きなんでしょうね。気持ちはよくわかります。



　それでは、最後に読者の皆様に感謝のお言葉を。

　僕がここまで来れたのは、間違いなく読者の皆様のおかげです。皆様がいたから、僕は冷たい現実と向き合うことができました。

　そんな読者の皆様に、最大限の感謝を込めて――ありがとうございました。



星ほし家いえなこ



    

  
    
      　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　ある年の一月六日に生まれたAB型。

　　執筆という名の、とんでもない悪女に惚れてしまったせいで、毎日が悪戦苦闘気味。だけどいつか相思相愛になり、読者の心が温まる優しい話が書けたらいいなと思っている。

　　最近の座右の銘は、「エビでタイを釣る」。



　イラストレーター

　やすゆき

　　埼玉県在住絵描き。

　　主にゲーム原画や挿絵などをやってます。
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